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序

　当財団は、昭和50年代の急激な開発行為の高まりに呼応して急増する埋蔵文化財発掘調査に迅速か

つ組織的に対応するため、昭和57年４月１日に設立されました。以来24年間にわたり、市内の埋蔵文４月１日に設立されました。以来24年間にわたり、市内の埋蔵文月１日に設立されました。以来24年間にわたり、市内の埋蔵文１日に設立されました。以来24年間にわたり、市内の埋蔵文日に設立されました。以来24年間にわたり、市内の埋蔵文

化財発掘調査事業の受託にとどまらず、恒例の遺跡発表会、年報、研究紀要、文化財普及冊子の刊行

など、研究普及事業も積極的に展開し、これらの活動を通じて地域文化の充実に少なからず寄与する

ところができたものと自負いたしております。

　しかしながら、昨今の社会経済情勢の変動をうけ、当財団においても受託事業の減少傾向は否めず、

本年度は最盛期の三分の一を下回り、ここ５か年間でも半減いたしております。こうした情勢下、市５か年間でも半減いたしております。こうした情勢下、市か年間でも半減いたしております。こうした情勢下、市

原市においては行財政改革の一環として外郭団体活性化方策が策定され、当財団については所期の目

的を達成しつつあるとの判断から、平成17年度末をもって業務を停止し、これまで財団が行なってき

た市内における埋蔵文化財発掘調査等の事業は市で直接実施するという方針が示されました。こうし

た市原市の方針決定をうけ、また先行きの不透明な昨今の厳しい社会経済情勢なども考慮し、当財団

は平成18年３月31日をもって解散することといたしました。昭和から平成にまたがる四半世紀に近い３月31日をもって解散することといたしました。昭和から平成にまたがる四半世紀に近い月31日をもって解散することといたしました。昭和から平成にまたがる四半世紀に近い

歴史に幕を閉じることには感慨を禁じえませんが、これまで当財団が一定の役割を果たしてまいりま

した市内における埋蔵文化財の調査、研究、普及活用事業が市原市に受け継がれ、一層の充実が図ら

れることを期待いたしております。

　さて本年報には、これまで通り当年度の事業報告を中心に編集いたしましたが、巻末に設立以来各

年度の事業や組織構成、調査遺跡や刊行物一覧などを併載いたしました。当財団24年間のあゆみの一

端をご理解いただければ幸いです。

　最後になりましたが、24年間の長きにわたり、当財団の事業運営に対してご指導、ご協力を賜りま

した千葉県および市原市教育員会をはじめとする関係機関ならびに関係各位に心より御礼申し上げま

す。

　　平成18年３月平成18年３月３月月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

財団法人　市原市文化財センター

理事長　　藤　田�����　　���国　昭
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Ⅰ　機　　構

　財団法人市原市文化財センターの機構は、役員および職員から構成されている。役員は、寄付行為

の定めにより、理事長、副理事長、常務理事、理事、監事をもって構成され、別に評議会を設置して

いる。平成17年度の組織および役員氏名は以下のとおりである。

１．組　　織

理 事 会 事 務 局

理 事 長
副 理 事 長
常 務 理 事
理 事
監 事

庶 務 課

調 査 課

評 議 員 会

２．平成17年度役職員名簿7年度役職員名簿年度役職員名簿

役　　員 評 議 員
役職名 現　　職　　名　　職　　名職　　名　　名名 氏　名　名名 役職名 　　現　　職　　名　　職　　名職　　名　　名名 氏　名　名名
理 事 長 専　　任　　任任 藤田　国昭　国昭国昭 評 議 員 市原市文化財研究会会長 小川　八紀　八紀八紀
副理事長 生涯学習部長 山口　　修　　修　修 評 議 員 江戸川大学特任教授 鈴木　仲秋　仲秋仲秋
常務理事 専　　任　　任任 鳥海　　宏　　宏　宏 評 議 員 市原中央高等学校校長付 常澄　良平　良平良平
理 事 國學院大学講師学講師講師 加藤　晋平　晋平晋平 評 議 員 山口　唯一　唯一唯一
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴　光晴光晴 評 議 員 株式会社岡本薬局代表取締役 岡本　良一　良一良一
理　　事 竹内　　豊　　豊　豊 評 議 員 丸山緑化土木産業株式会社社長 丸山　定男　定男定男
理　　事 総務部長 三橋　一洋　一洋一洋 評 議 員 東海大学付属浦安中学校教頭 鮎川真由美
理　　事 財政部長 並木　紀夫　紀夫紀夫 評 議 員 桑原東太朗
理　　事 土木部長 星野　鴻一　鴻一鴻一 評 議 員 公認会計士・税理士 小林　廣美　廣美
理　　事 都市整備部長 河野　一雄　一雄一雄 評 議 員 市原市立湿津中学校校長 中村　哲弥　哲弥哲弥
監　　事 出納室長 渡辺　三男　三男三男
監　　事 教育総務課長 鹿島　　毅　　毅　毅

職　　員
所　属 現　　職　　名 氏　名 所　属 　　現　　職　　名 氏　名
庶 務 課 庶務課長事務取扱 鳥海　　宏　　宏　宏 調 査 課 主 幹 高橋　康男　康男康男

副 主 査 大鐘　光江　光江光江 副 主 幹 木對　和紀　和紀和紀
主 任 高浦　貞子　貞子貞子 副 主 幹 忍澤　成視　成視成視
事 務 員（嘱託） 常澄　智子　智子智子 主 査 小川　浩一　浩一浩一

調 査 課 課 長 宮本　敬一　敬一敬一 主 査 櫻井　敦史　敦史敦史
課長補佐 西野　雅人　雅人雅人 主 査 鶴岡　英一　英一英一
主 幹 大村　　直 副 主 査 小橋　健司　健司健司
主 幹 浅利　幸一 主 任 阿部　茂之　茂之茂之
主 幹 近藤　　敏　　敏　敏 事 務 員（嘱託） 辻　　葉子　葉子葉子
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Ⅱ　事業概要

１．概　況

　平成16年度の事業活動は、受託事業によるものが主体で、公共事業関係10件、民間事業関係４件平成16年度の事業活動は、受託事業によるものが主体で、公共事業関係10件、民間事業関係４件16年度の事業活動は、受託事業によるものが主体で、公共事業関係10件、民間事業関係４件

の合計14事業を実施しました。事業内容は、発掘調査事業８件、整理事業６件。その他遺跡発表会

および調査報告書の刊行等、研究・普及事業を実施しました。

２．理事会について

第１回理事会　平成16年５月20日１回理事会　平成16年５月20日回理事会　平成16年５月20日５月20日月20日

　議案第１号　平成15年度財団法人市原市文化財センター事業報告の承認について１号　平成15年度財団法人市原市文化財センター事業報告の承認について号　平成15年度財団法人市原市文化財センター事業報告の承認について  ………（承認）

　議案第２号　２号　号　平成15年度財団法人市原市文化財センター収入支出決算の承認について  ……（承認）

第２回理事会　平成17年１月14日２回理事会　平成17年１月14日回理事会　平成17年１月14日

　議案第１号　１号　号　平成16年度財団法人市原市文化財センター補正予算（第１号）について  ………（原案可決）

第３回理事会　平成17年３月29日３回理事会　平成17年３月29日回理事会　平成17年３月29日３月29日月29日

　議案第１号　平成17・18年度財団法人市原市文化財センター評議員の選出について１号　平成17・18年度財団法人市原市文化財センター評議員の選出について号　平成17・18年度財団法人市原市文化財センター評議員の選出について  ……（可決）

　議案第２号　２号　号　平成16年度財団法人市原市文化財センター補正予算（第２号）について  ……（原案可決）

　議案第３号　平成17年度財団法人市原市文化財センター事業計画について３号　平成17年度財団法人市原市文化財センター事業計画について号　平成17年度財団法人市原市文化財センター事業計画について  ……………（原案可決）

　議案第４号　平成17年度財団法人市原市文化財センター収入支出予算について４号　平成17年度財団法人市原市文化財センター収入支出予算について号　平成17年度財団法人市原市文化財センター収入支出予算について  ……（原案可決）

３．評議員会について

第１回評議員会　平成16年５月20日１回評議員会　平成16年５月20日回評議員会　平成16年５月20日５月20日月20日

　議案第１号　平成15年度財団法人市原市文化財センター事業報告の承認について１号　平成15年度財団法人市原市文化財センター事業報告の承認について号　平成15年度財団法人市原市文化財センター事業報告の承認について  ………（承認）

　議案第２号　２号　号　平成15年度財団法人市原市文化財センター収入支出決算の承認について  …（承認）

第２回評議員会　平成17年１月14日２回評議員会　平成17年１月14日回評議員会　平成17年１月14日

　議案第１号　１号　号　平成16年度財団法人市原市文化財センター補正予算（第１号）について  …（同意）

第３回評議員会　平成17年３月29日３回評議員会　平成17年３月29日回評議員会　平成17年３月29日３月29日月29日

　議案第１号　財団法人市原市文化財センター役員の選任について１号　財団法人市原市文化財センター役員の選任について号　財団法人市原市文化財センター役員の選任について  ………………………………（同意）

　議案第２号　２号　号　平成16年度財団法人市原市文化財センター補正予算（第２号）について  …（同意）

　議案第３号　平成17年度財団法人市原市文化財センター事業計画について３号　平成17年度財団法人市原市文化財センター事業計画について号　平成17年度財団法人市原市文化財センター事業計画について  …………………（同意）

　議案第４号　平成17年度財団法人市原市文化財センター収入支出予算について４号　平成17年度財団法人市原市文化財センター収入支出予算について号　平成17年度財団法人市原市文化財センター収入支出予算について  …………（同意）

４．平成16年度の会計監査は、平成17年５月23日（月）財団法人市原市文化財センターにおいて、渡

辺三男、鹿島毅監事により実施した。
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５． 平成16年度受託事業

番号 事　　　業　　　名 遺　跡　名 種別 事業内容 面　積 契約年月日 受託金額
（円）

1 市道241号線（能満・山木）建設に
伴う埋蔵文化財調査 能満城跡 公共 本調査 3,756㎡ 平成16年 4 月 1 日 38,344,950 

2 市道5065号線（松崎）に伴う埋蔵
文化財調査 松崎中里遺跡 公共 確認調査 1,550㎡ 平成16年 4 月1 日 1,890,000 

3 市内遺跡発掘調査事業

不入遺跡・潤井
戸西山遺跡Ｄ地
点・姉崎山新遺
跡・江子田遺跡・
郡本遺跡群

公共 確認・本調査
整理・報告 427.5㎡ 平成16年 4 月26日 6,858,587 

4 市道13号線（南岩崎・西国吉）埋
蔵文化財調査 南岩崎遺跡 公共 整理 7,500㎡ 平成16年 4 月 1 日 14,565,600 

5 海上地区遺跡発掘調査事業 西野遺跡群他 公共 整理 402,440㎡ 平成16年11月22日 1,650,000 

6 ほ場整備事業（県営担い手）海上
地区埋蔵文化財調査業務 西野遺跡群他 公共 整理 402,440㎡ 平成16年 5 月11日 9,345,000 

7 国分寺台遺跡群発掘調査整理報告
事業 上総国分僧寺跡 公共 整理   58,750㎡ 平成16年 8 月 5 日 15,892,000 

8 国分寺台地区文化財整理事業 西広貝塚他 公共 整理・報告 227,190㎡ 平成16年 4 月1 日 93,933,000 

※ 9 コンビニエンスストア建設に伴う埋蔵文化財調査委託 草刈尾梨遺跡 民間 本調査
整理・報告    354㎡ 平成15年 8 月28日 1,563,397 

10 無線基地局建設に伴う埋蔵文化財
調査委託 市原条里制遺跡 民間 本調査

整理・報告 188㎡ 平成16年 3 月12日 2,811,900 

11 無線基地局（南岩崎）建設に伴う
埋蔵文化財調査委託 仲山遺跡 民間 確認・本調査

整理・報告 339㎡ 平成16年 3 月12日 2,086,350 

12 諏訪商店建設に伴う埋蔵文化財調
査委託 潤井戸西山遺跡 民間 本調査

整理・報告 1,070㎡ 平成16年 6 月10日 5,206,950 

13 不特定遺跡発掘調査事業（本調査） 能満遺跡群（地楽寺地区） 公共 本調査 119㎡ 平成17年 2 月17日 2,176,179 

14 市道6276号線（山小川）拡幅工事
に伴う埋蔵文化財調査委託 山小川遺跡 公共 確認調査 810㎡ 平成17年 2 月14日 1,027,950 

合　　　　　　　計 197,351,863 

※継続事業

番号 事　　　業　　　名 遺　跡　名 種別 総 　　 額（円） 金　額（円） 年　度

※９
コンビニエンスストア建設に伴う
埋蔵文化財調査委託（本調査、整
理・報告）

草刈尾梨遺跡 民間 3,822,884
2,259,487 平成15年度

1,563,397 平成16年度
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６．平成16年度研究・普及事業平成16年度研究・普及事業研究・普及事業

　発掘事業、整理事業に係わる日常の調査研究活動、職員の資質向上を目指して、研修会等へ参加

すると共に、遺跡発表会の開催、調査報告書の刊行・頒布等を次のとおり実施しました。

　①　市原市遺跡発表会（平成16年７月25日（日）：サンプラザ市原）　市原市遺跡発表会（平成16年７月25日（日）：サンプラザ市原）市原市遺跡発表会（平成16年７月25日（日）：サンプラザ市原）７月25日（日）：サンプラザ市原）月25日（日）：サンプラザ市原）：サンプラザ市原）サンプラザ市原）

　　・調査研究報告　・調査研究報告・調査研究報告

　　　「姉崎山新遺跡」・「西野遺跡群」・「辺田古墳群」・「山倉古墳群」　　「姉崎山新遺跡」・「西野遺跡群」・「辺田古墳群」・「山倉古墳群」　「姉崎山新遺跡」・「西野遺跡群」・「辺田古墳群」・「山倉古墳群」

　　・特別講演　　國學院大学非常勤講師　　加藤晋平先生　・特別講演　　國學院大学非常勤講師　　加藤晋平先生・特別講演　　國學院大学非常勤講師　　加藤晋平先生学非常勤講師　　加藤晋平先生非常勤講師　　加藤晋平先生

　　　「蒼き狼の考古学遺跡について（チンギスカンの考古学）」　　「蒼き狼の考古学遺跡について（チンギスカンの考古学）」　「蒼き狼の考古学遺跡について（チンギスカンの考古学）」

　②　夏休み企画展「はにわの来たみち」（平成16年８月２日～８月31日・埋蔵文化財調査センター）　夏休み企画展「はにわの来たみち」（平成16年８月２日～８月31日・埋蔵文化財調査センター）夏休み企画展「はにわの来たみち」（平成16年８月２日～８月31日・埋蔵文化財調査センター）８月２日～８月31日・埋蔵文化財調査センター）月２日～８月31日・埋蔵文化財調査センター）２日～８月31日・埋蔵文化財調査センター）日～８月31日・埋蔵文化財調査センター）８月31日・埋蔵文化財調査センター）月31日・埋蔵文化財調査センター）

　　・山倉１号墳出土埴輪の研究成果、同古墳及び埼玉県生出塚遺跡等の関連遺跡出土品展示　・山倉１号墳出土埴輪の研究成果、同古墳及び埼玉県生出塚遺跡等の関連遺跡出土品展示・山倉１号墳出土埴輪の研究成果、同古墳及び埼玉県生出塚遺跡等の関連遺跡出土品展示

　③　千葉県文化財法人連絡協議会主催　遺跡調査研究発表会　千葉県文化財法人連絡協議会主催　遺跡調査研究発表会千葉県文化財法人連絡協議会主催　遺跡調査研究発表会

                       　（平成17年１月30日（日）：千葉市文化センター）　（平成17年１月30日（日）：千葉市文化センター）（平成17年１月30日（日）：千葉市文化センター）：千葉市文化センター）千葉市文化センター）

　④　研修会等参加　研修会等参加研修会等参加

　　・全国埋蔵文化財法人連絡協議会関係　・全国埋蔵文化財法人連絡協議会関係・全国埋蔵文化財法人連絡協議会関係

　　　ア．総　　　会　　　　（平成16年６月10日：福島県白河市）　ア．総　　　会　　　　（平成16年６月10日：福島県白河市）ア．総　　　会　　　　（平成16年６月10日：福島県白河市）６月10日：福島県白河市）月10日：福島県白河市）

　　　イ．研　修　会　　　　（平成16年10月20日：和歌山県和歌山市）　イ．研　修　会　　　　（平成16年10月20日：和歌山県和歌山市）イ．研　修　会　　　　（平成16年10月20日：和歌山県和歌山市）

　　・全国埋蔵文化財法人連絡協議会　関東ブロック協議会　・全国埋蔵文化財法人連絡協議会　関東ブロック協議会・全国埋蔵文化財法人連絡協議会　関東ブロック協議会

　　　ア．第１回　協議会　　（平成16年６月23日：群馬県高崎市）　ア．第１回　協議会　　（平成16年６月23日：群馬県高崎市）ア．第１回　協議会　　（平成16年６月23日：群馬県高崎市）６月23日：群馬県高崎市）月23日：群馬県高崎市）

　　　イ．第２回　協議会　　（平成16年11月12日：埼玉県さいたま市）　イ．第２回　協議会　　（平成16年11月12日：埼玉県さいたま市）イ．第２回　協議会　　（平成16年11月12日：埼玉県さいたま市）

　　・千葉県文化財法人連絡協議会平成16年度総会　・ 千葉県文化財法人連絡協議会平成16年度総会　

　　　　　　　　　　　　　　（平成16年７月１日：千葉市中央区ポートプラザ千葉）　　　　（平成16年７月１日：千葉市中央区ポートプラザ千葉）　　　（平成16年７月１日：千葉市中央区ポートプラザ千葉）　（平成16年７月１日：千葉市中央区ポートプラザ千葉）（平成16年７月１日：千葉市中央区ポートプラザ千葉）７月１日：千葉市中央区ポートプラザ千葉）月１日：千葉市中央区ポートプラザ千葉）１日：千葉市中央区ポートプラザ千葉）日：千葉市中央区ポートプラザ千葉）

　　・千葉県文化財法人連絡協議会共同研修会　（平成16年10月22日：千葉県立中央博物館）　・千葉県文化財法人連絡協議会共同研修会　（平成16年10月22日：千葉県立中央博物館）・千葉県文化財法人連絡協議会共同研修会　（平成16年10月22日：千葉県立中央博物館）

　　・　・・奈良文化財研究所埋蔵文化財発掘技術者研修　（平成17年２月３日～ 10日：奈良文化財研究所）２月３日～ 10日：奈良文化財研究所）月３日～ 10日：奈良文化財研究所）３日～ 10日：奈良文化財研究所）日～ 10日：奈良文化財研究所）

　⑤　調査報告書の刊行と頒布　調査報告書の刊行と頒布調査報告書の刊行と頒布

　　・「潤井戸西山遺跡C地点」文化財センター調査報告書　第90集　・「潤井戸西山遺跡C地点」文化財センター調査報告書　第90集・「潤井戸西山遺跡C地点」文化財センター調査報告書　第90集　第90集第90集

　　・「潤井戸西山遺跡D地点」文化財センター調査報告書　第95集　・「潤井戸西山遺跡D地点」文化財センター調査報告書　第95集・「潤井戸西山遺跡D地点」文化財センター調査報告書　第95集　第95集第95集

　　・「市原条里制遺跡（蛇崎八石地区）・仲山遺跡」文化財センター調査報告書　第91集　・「市原条里制遺跡（蛇崎八石地区）・仲山遺跡」文化財センター調査報告書　第91集・「市原条里制遺跡（蛇崎八石地区）・仲山遺跡」文化財センター調査報告書　第91集　第91集第91集

　　・「根田代遺跡」文化財センター調査報告書　第92集（上総国分寺台調査報告　第92集（上総国分寺台調査報告第92集（上総国分寺台調査報告ⅩⅢ）

　　・「西広貝塚Ⅱ」文化財センター調査報告書　第93集（上総国分寺台調査報告　・「西広貝塚Ⅱ」文化財センター調査報告書　第93集（上総国分寺台調査報告・「西広貝塚Ⅱ」文化財センター調査報告書　第93集（上総国分寺台調査報告　第93集（上総国分寺台調査報告第93集（上総国分寺台調査報告ⅩⅣ）

　　・「加茂遺跡A・B地点」文化財センター調査報告書　第94集（上総国分寺台調査報告　・「加茂遺跡A・B地点」文化財センター調査報告書　第94集（上総国分寺台調査報告・「加茂遺跡A・B地点」文化財センター調査報告書　第94集（上総国分寺台調査報告　第94集（上総国分寺台調査報告第94集（上総国分寺台調査報告ⅩⅤ）

　⑥　冊子「発掘ってなあに（第４号弥生土器篇）」の刊行と頒布　冊子「発掘ってなあに（第４号弥生土器篇）」の刊行と頒布冊子「発掘ってなあに（第４号弥生土器篇）」の刊行と頒布

　⑦　年報「市原市文化財センター年報　平成15・16年度」の刊行と頒布　年報「市原市文化財センター年報　平成15・16年度」の刊行と頒布年報「市原市文化財センター年報　平成15・16年度」の刊行と頒布

　⑧　研究紀要「研究紀要Ⅴ」の刊行と頒布　研究紀要「研究紀要Ⅴ」の刊行と頒布研究紀要「研究紀要Ⅴ」の刊行と頒布

　⑨　その他　その他その他

　　・ホームページ（ｗebサイト）の更新　・ホームページ（ｗebサイト）の更新

　　・遺跡管理システムの整備　・遺跡管理システムの整備・遺跡管理システムの整備
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７．平成16年度決算報告
平成16年４月１日から平成17年３月31日まで４月１日から平成17年３月31日まで月１日から平成17年３月31日まで１日から平成17年３月31日まで日から平成17年３月31日まで３月31日まで月31日まで

収入の部� （単位：円）

科　　　　　目　　　　目　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 備　考

基 本 財 産 運 用 収 入 1,000 1,000 0
事 業 収 入 198,145,000 198,281,053 △ 136,053
雑 収 入  3,000 8,586 △ 5,586

当 期 収 入 合 計（A）  198,149,000 198,290,639 △ 141,639
前 期 繰 越 収 支 差 額 32,770,049 32,770,049 0

収 入 合 計 （B）  230,919,049 231,060,688 △ 141,639

支出の部 （単位：円）

科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 備　考

受 託 事 業 費 170,799,000 170,341,264 457,736
研 究 普 及 事 業 費 5,049,000 5,008,244 40,756
一 般 管 理 費 11,138,000 10,777,273  360,727
消 費 税 支 出 6,231,000 6,081,500 149,500
固 定 資 産 取 得 支 出 2,500,000 2,499,420 580
特 定 預 金 支 出 1,384,000 1,384,000 0
予 備 費 500,000 0 500,000
当 期 支 出 合 計（C） 197,601,000 196,091,701 1,509,299
当 期 収 支 差 額�（A）－（C） 548,000 2,198,938 △ 1,650,938
次期繰越収支差額�（B）－（C） 33,318,049 34,968,987 △ 1,650,938

８．平成17年度受託事業（決算見込み額）
番号 事　　　業　　　名 遺　跡　名 種別 事業内容 面　積 契約年月日 受託金額（円）

1 八幡草刈線整備事業に伴う埋蔵文化
財調査 草刈狐塚遺跡 公共 確認調査 1,400㎡ 平成17年５月17日 927,000 

2 市内遺跡発掘調査
二子塚古墳・辰巳
台遺跡群・稲荷台
遺跡・海士遺跡
群・棗塚遺跡

公共
確認調査・
本調査・整
理

600㎡ 平成17年４月28日 6,935,000 

3 三和養老地区埋蔵文化財調査 山田遺跡群 公共 確認調査
451㎡ 平成17年12月９日 1,950,000 

1,354㎡ 平成17年12月９日 5,850,000 

4 経営体育成基盤整備事業　三和養老
地区埋蔵文化財調査委託 山田遺跡群 公共 確認調査 7,960㎡ 平成17年８月31日 31,201,000 

5 国分寺台遺跡群発掘調査整理報告事業 上総国分僧寺跡 公共 整理 58,750㎡ 平成17年７月11日 15,735,000 

6 国分寺台地区文化財整理事業 西広貝塚他 公共 整理・報告 153,370㎡ 平成17年４月１日 78,683,000 

7 海上地区遺跡発掘調査事業 西野遺跡群 公共
整理・報告 402,440㎡

平成17年８月１日 251,000 

8 経営体育成基盤整備事業に伴う埋蔵
文化財調査委託 西野遺跡群 公共 平成17年５月31日 3,188,000 

9 市道13号線（南岩崎・西国吉）埋蔵
文化財調査委託 南岩崎遺跡 公共 整理 7,500㎡ 平成17年４月１日 11,804,000 

10 市東第１土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財調査委託 東国吉大門遺跡他 民間 整理・報告 128,632㎡ 平成17年４月７日 4,137,000 

合　　　　　　計 160,661,000 
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９．平成17年度研究・普及事業

　発掘事業、整理事業に係わる日常の調査研究活動、職員の資質向上を目指して、研修会等へ参加

すると共に、遺跡発表会の開催、調査報告書の刊行・頒布等を次のとおり実施しました。

　①　市原市遺跡発表会（平成17年11月27日（日）：サンプラザ市原）　市原市遺跡発表会（平成17年11月27日（日）：サンプラザ市原）市原市遺跡発表会（平成17年11月27日（日）：サンプラザ市原）

　・調査研究報告

　　「市原条里制遺跡蛇崎八石地区」・「加茂遺跡Ａ・Ｂ地点」・「能満城跡遺跡」・「市原の環濠集落」

　・特別講演　　慶応義塾大学助教授　　安藤広道先生

　　「なぜムラを溝で囲むのか－環濠集落の意味を読み解く－」

　②　千葉県文化財法人連絡協議会主催　遺跡調査研究発表会　千葉県文化財法人連絡協議会主催　遺跡調査研究発表会千葉県文化財法人連絡協議会主催　遺跡調査研究発表会

　　　　　　　　　　　　　　（平成18年１月22日（日）：千葉市文化センター）　　　　　　（平成18年１月22日（日）：千葉市文化センター）　　　　　（平成18年１月22日（日）：千葉市文化センター）

　③　研修会等参加　研修会等参加研修会等参加

　・全国埋蔵文化財法人連絡協議会関係

　　ア．総　　　会　　　　（平成17年６月９日：富山県富山市）６月９日：富山県富山市）月９日：富山県富山市）９日：富山県富山市）日：富山県富山市）

　・全国埋蔵文化財法人連絡協議会　関東ブロック協議会

　　ア．第１回　協議会　　（平成17年６月24日：栃木県宇都宮市）６月24日：栃木県宇都宮市）月24日：栃木県宇都宮市）

　　イ．コンピュータ等研究委員会

　　　　　　　　　　　　　（平成17年10月14日：東京都台東区上野東京文化会館）

　・千葉県文化財法人連絡協議会・千葉県文化財法人連絡協議会

　　ア．千葉県文化財法人連絡協議会平成17年度総会　ア．千葉県文化財法人連絡協議会平成17年度総会　

　　　　　　　　　　　　　（平成17年６月22日：千葉市中央区千葉県教育会館）　　　　　　　　　　　（平成17年６月22日：千葉市中央区千葉県教育会館）　　　　　　　　　（平成17年６月22日：千葉市中央区千葉県教育会館）６月22日：千葉市中央区千葉県教育会館）月22日：千葉市中央区千葉県教育会館）

　　イ．千葉県文化財法人連絡協議会　第１回事務部会イ．千葉県文化財法人連絡協議会　第１回事務部会

　　　　　　　　　　　　　（平成17年10月18日：四街道市鹿渡千葉県教育振興財団本部）　　　　　　　　　　　（平成17年10月18日：四街道市鹿渡千葉県教育振興財団本部）　　　　　　　　　（平成17年10月18日：四街道市鹿渡千葉県教育振興財団本部）

　　ウ．千葉県文化財法人連絡協議会共同研修会　　ウ．千葉県文化財法人連絡協議会共同研修会　ウ．千葉県文化財法人連絡協議会共同研修会　

　　　　　　　　　　　　　（平成17年10月21日：四街道市鹿渡千葉県教育振興財団本部）　　　　　　　　　　（平成17年10月21日：四街道市鹿渡千葉県教育振興財団本部）　　　　　　　　　（平成17年10月21日：四街道市鹿渡千葉県教育振興財団本部）

　・奈良文化財研究所埋蔵文化財発掘技術者研修　（平成17年９月28 ～ 30日：奈良文化財研究所）９月28 ～ 30日：奈良文化財研究所）28 ～ 30日：奈良文化財研究所）

　④　調査報告書の刊行と頒布　調査報告書の刊行と頒布調査報告書の刊行と頒布

　・「市原市市東地区遺跡群」文化財センター調査報告書　第96集

　・「市原市海上地区遺跡群」文化財センター調査報告書　第97集

　・「市原市長平台遺跡」　　  文化財センター調査報告書　第98集（上総国分寺台調査報告ⅩⅣ）

　⑤　冊子「発掘ってなあに　特別号－発掘のしごと篇－」の刊行と頒布　冊子「発掘ってなあに　特別号－発掘のしごと篇－」の刊行と頒布冊子「発掘ってなあに　特別号－発掘のしごと篇－」の刊行と頒布－発掘のしごと篇－」の刊行と頒布発掘のしごと篇－」の刊行と頒布－」の刊行と頒布」の刊行と頒布

　⑦　年報「市原市文化財センター年報　平成17年度」の刊行と頒布　年報「市原市文化財センター年報　平成17年度」の刊行と頒布年報「市原市文化財センター年報　平成17年度」の刊行と頒布

　⑧　研究紀要「研究紀要Ⅵ」の刊行と頒布　研究紀要「研究紀要Ⅵ」の刊行と頒布研究紀要「研究紀要Ⅵ」の刊行と頒布

　⑨　その他　その他その他

　　・ホームページの更新　・ホームページの更新
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Ⅲ　調査概要

　平成17年度は、公共・民間を合わせて確認調査４、確認調査から整理作業まで１、整理作業２、整４、確認調査から整理作業まで１、整理作業２、整、確認調査から整理作業まで１、整理作業２、整

理作業から報告書刊行まで３の計10事業を実施した。以下には、本書に掲載した平成16年度末と平成３の計10事業を実施した。以下には、本書に掲載した平成16年度末と平成の計10事業を実施した。以下には、本書に掲載した平成16年度末と平成

17年度に調査した遺跡について、時代毎に概要を記す。

　縄文時代では、辰巳台遺跡群辰巳ヶ原地区において縄文早期後葉の炉穴２基、土坑１基を検出した。

遺構内外から、茅山下層式古段階を中心とする縄文土器210点、完形の石皿１点、石鏃２点などが出

土している。また、土坑１基で遺構内の小規模な貝層を検出した。マガキを主体としており、わずか

ながら魚骨も検出した。調査区より東側の台地縁辺部を中心に、規模の大きな集落の存在が予想され

る。平成16年度末に調査した山小川遺跡でも少量の縄文土器が出土している。

　弥生時代では、辰巳台遺跡群辰巳ヶ原地区において、弥生末から古墳時代前期と推定される竪穴住

居跡を確認した。４軒の竪穴住居跡や周辺から出土した土器は、概ねこの時期のものに限られるので、

この時期に集落を形成していたものとみられる。山田遺跡群では弥生土器を含む溝を確認した。

　古墳時代では、平成16年度末に調査した能満遺跡群地楽寺地区で前期前半の竪穴住居跡１軒を本調

査した。平成17年度では、稲荷台遺跡Ｋ地点で２軒、海士遺跡群十二天地区で１軒、山田遺跡群で２

軒の後期の竪穴住居跡を確認した。稲荷台遺跡の住居跡は、郡本大宮遺跡の同時期の集落に含まれる

可能性が高い。海士遺跡群では調査例の少ない低位段丘面上の集落の存在を確認したことは特筆され

る。山田遺跡群の住居跡は、来年度以降に本調査が行われる見込みである。

　また、県指定史跡姉崎二子塚古墳の周溝部分を調査した。調査地点は、推定される盾形周溝の内部

にあたる。掘り下げると埴輪片を含む周溝の覆土とみられる層が確認されたが、溝の立ち上りは見つ

からなかった。海側には本格的な溝が巡っていない可能性も含めて、今後に課題を残した。また、稲

荷台遺跡Ｋ地点では後期の小円墳１基を検出した。なお、草刈狐塚遺跡の確認調査地点は、弥生時代

後期から古墳時代中期を中心とした大集落である草刈遺跡の台地の西側、低位段丘面上にあたる。周

囲には土師器が散布しており、注目されたが、遺構は確認できなかった。

　奈良・平安時代では、稲荷台遺跡Ｋ地点で２軒、海士遺跡群十二天地区で２軒の竪穴住居跡を発見

した。山田遺跡群では、明確な遺構は確認できなかったものの、土師器・須恵器等の遺物が出土して

いる。なかでも、風字硯は県内でも出土例の少ない貴重なものである。

　中世では、姉崎棗塚遺跡において粘土が入ることを特徴とした土坑群を検出した。平成９年に実施姉崎棗塚遺跡において粘土が入ることを特徴とした土坑群を検出した。平成９年に実施棗塚遺跡において粘土が入ることを特徴とした土坑群を検出した。平成９年に実施

した確認調査で検出した土坑群と連続するものである。これらの土坑の時期・性格は、台地上の中

世遺跡で出土例の多い粘土貼土坑と直ちに同じものとはいえず、今後の課題となる。能満城跡遺跡は

平成17年２月に調査を終えたが、平成16年度年報に載せられなかった全体の調査成果を本書に掲載し

た。今回の調査によって、調査区東側に存在し、中世国衙遺構や上総守護所の可能性が指摘される馬

場ノ内館跡が14世紀代に廃絶し、その後は屋敷地や墓地からなる村落的な場所へと変化したことが明

らかになった。また、現地表面でも観察された調査区北端の字居心城との間の堀切を調査し、低地内

まで続くことを確認した。

　調査報告書の刊行は、財団法人埋蔵文化財センター調査報告書の第96集『市原市市東地区遺跡群』・

第97集『市原市海上地区遺跡群』・第98集『市原市長平台遺跡』の３冊を刊行した。市東地区遺跡群
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は、市原市北部で開発が予定されていた区画整理事業に伴う確認調査の内容が報告されている。海上ていた区画整理事業に伴う確認調査の内容が報告されている。海上いた区画整理事業に伴う確認調査の内容が報告されている。海上ている。海上。海上

地区遺跡群は、平成９～ 15年度の長期に渡って実施されたほ場整備に伴う確認・本調査の内容が記

され、この地域には古代海上郡衙が置かれたと推定される西野遺跡群が所在し、調査されたものにはが置かれたと推定される西野遺跡群が所在し、調査されたものには置かれたと推定される西野遺跡群が所在し、調査されたものには

多くの掘立柱建物跡や奈良～中世の出土遺物があり注目される。長平台遺跡は、1981年に国分寺台区があり注目される。長平台遺跡は、1981年に国分寺台区あり注目される。長平台遺跡は、1981年に国分寺台区る。長平台遺跡は、1981年に国分寺台区。長平台遺跡は、1981年に国分寺台区

画整理事業に伴い発掘が行われた遺跡で、弥生後期から古墳出現期・古墳時代前期の方形周溝墓16基

と共に、供献された土器が多数検出されている。土器の中には、東海地方西部地域の土器が認められ、、供献された土器が多数検出されている。土器の中には、東海地方西部地域の土器が認められ、供献された土器が多数検出されている。土器の中には、東海地方西部地域の土器が認められ、ている。土器の中には、東海地方西部地域の土器が認められ、土器の中には、東海地方西部地域の土器が認められ、、東海地方西部地域の土器が認められ、東海地方西部地域の土器が認められ、

方形周溝墓から古墳への変遷を追うことのできる重要な資料といえる。といえる。。

調査遺跡位置図
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事 業 名　不特定遺跡発掘調査事業（16年度事業）

所 在 地　市原市能満字地楽寺598－３

調査期間　平成17年２月22日～平成17年３月７日

面���　　�積　119㎡（本調査）

調査概要　個人住宅建設に伴い、県費補助を得て発掘調査を行った。事前の試掘により竪穴住居跡が

検出されたことから、工事影響範囲３区画について本調査を実施した。

　遺跡は、市原台地のほぼ中央部、新田川流域の支谷に面する、標高約28ｍの台地上に立地する。本

調査区西側には、府中日吉神社が所在する。

　調査の結果、古墳時代前期前半の竪穴住居跡１軒他を検出した。竪穴住居跡は、北辺部が調査対象

地外へおよぶものの、規模等の概要を明らかにすることができた。竪穴の主軸方位はN－18°－Wで

あり、規模は、副軸（東西軸）で6.48mを測る。３カ所で検出された主柱穴の配置からみると、竪穴（東西軸）で6.48mを測る。３カ所で検出された主柱穴の配置からみると、竪穴東西軸）で6.48mを測る。３カ所で検出された主柱穴の配置からみると、竪穴）で6.48mを測る。３カ所で検出された主柱穴の配置からみると、竪穴で6.48mを測る。３カ所で検出された主柱穴の配置からみると、竪穴

平面形態は、隅丸のほぼ正方形を呈すると推定される。確認面から床面までの深さは25 ～ 38㎝、床

面標高は27.5m程度を測る。貯蔵穴と推定される方形Pitが南西隅部で検出された。幅広の周堤帯が

囲繞し、蓋受部と推定される段部をもつ。周堤部からの深さは約40㎝を測る。竪穴の掘形は、周囲が㎝を測る。竪穴の掘形は、周囲がを測る。竪穴の掘形は、周囲が

溝状に深くなる形態であった。焼土等火災の痕跡が認められたものの、出土土器はいずれも破片であ

り、遺存遺物と推定されるものは存在しなかった。

　竪穴住居跡東側で、柱穴群が検出された。柱痕跡が明らかなものも含まれるが、配置は明確ではな

く、建物跡の可能性があるものの、本調査区範囲内では、その性格、時期を明らかにすることはでき

なかった。 （大村　直）
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事 業 名　市道6276号線（山小川）圏央道関連施設埋蔵文化財調査委託（確認調査）（16年度事業）

所 在 地　市原市山小川694番地１他11筆

調査期間　平成17年３月８日～平成17年３月11日

調査面積　810㎡のうち81㎡（確認調査）

調査概要　当遺跡は、縄文時代、奈良・平安時代の包蔵地として登録されているが、発掘調査が行わ

れたのは今回が初めてである。遺跡付近は、養老川上流と平蔵川に挟まれた標高約74ｍの台地上の静

かな里であり、工事予定地やその周囲の畑地には、縄文土器がわずかに散布していた。

　確認トレンチは13本設定して、上層の遺構・遺物の有無を確認したが、時期や性格を特定できない

掘り込みを検出したのみで、遺構は検出されなかった。出土遺物は、縄文土器の小片13点、陶磁器の

ごく小片１点、磨石類１点、礫５点、剥片類１点にすぎない。縄文土器の内訳は、中期・加曽利ＥⅡ

～Ⅲ式１点、加曽利ＥⅢ～Ⅳ式１点、後期・堀之内式１点、加曽利Ｂ式３点、後期中葉～後葉１点、

その他６点である。磨石類とした礫石器は１箇所の敲打痕をもつものである。剥片は小円礫を両極打

法で剥離したものである。

　南西側に隣接する柏野遺跡からは、縄文中・後期の土器が多数採集されており、今回の調査でもわ

ずかながら同時期の資料を得ることができた。集落の中心から離れた場所であったと推定される。な

お、本調査は実施せず、本年報をもって確認調査の報告とする。 （西野雅人）
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３．能
のうまんじょう

満 城 跡
あと

遺 跡

事 業 名　市道241号線（能満・山木）建設に伴う埋蔵文化財調査（本調査）建設に伴う埋蔵文化財調査（本調査）埋蔵文化財調査（本調査）

所 在 地　市原市能満629番地ほか

調査期間　平成16年５月20日～平成17年２月10日

調査面積　3,756㎡（本調査）

調査概要　調査自体は昨年度２月に終了しているが、平成16年度年報に全体の調査成果を掲載できな

かったので、残りを図に記載し、ほぼ終了した市道241号線対象区域内のまとめをしたい。

　能満城跡遺跡は、大字能満地籍の北半分の新田川合流点を北の基点として、東西を新田川の開析谷

に挟まれた標高25m前後の台地上にある。南側の区域は、現在の県道五井本納線からほぼ北側にあた

り、南側台地標高30m前後の段丘崖と、浅く埋積した支谷に隔てられている。能満城跡遺跡下層は、

能満遺跡群となりさらに広く、南辺方向に広がっている。

　平成11年度から行なっていた調査範囲は、「能満城跡遺跡周辺地形図及び字名」図の薄い網点部分

であり、現在の能満本村を南北に縦断する位置にある。字では、西宿（ニシジュク）、南平台（ミナ

ミヒラダイ）の辺りになり、東側は馬場ノ内（ババノウチ）、西側は新宿（アラク）に隣接している。の辺りになり、東側は馬場ノ内（ババノウチ）、西側は新宿（アラク）に隣接している。辺りになり、東側は馬場ノ内（ババノウチ）、西側は新宿（アラク）に隣接している。は馬場ノ内（ババノウチ）、西側は新宿（アラク）に隣接している。馬場ノ内（ババノウチ）、西側は新宿（アラク）に隣接している。は新宿（アラク）に隣接している。新宿（アラク）に隣接している。

濃い網点部分は、馬場ノ内館跡推定区画溝範囲であり、ほぼ南北２町、東西１町の規模を有している。

調査対象範囲北西には、狭義の能満城跡の高い土塁が囲繞した範囲の城山（シロヤマ）があり、16世

紀に推定されている。その向かい側の開析谷を隔てて字居心城（イシンジョウ）の区域があり、字境

に台地から区画する堀切が存在する（概要図　南側堀切部分Ｂ～Ｃ）。

　平成13年度と16年度の境界の、溝が東西に横走する部分は、現在の地番境界になっており、所有区

分を表わしている。その溝は中世15世紀前半時期の屋敷区画溝を、近世溝がトレースしており、近世表わしている。その溝は中世15世紀前半時期の屋敷区画溝を、近世溝がトレースしており、近世わしている。その溝は中世15世紀前半時期の屋敷区画溝を、近世溝がトレースしており、近世

溝には宝永火山灰が覆土上部に挟在するため、17世紀には個人所有区画になっていたことがわかる。

それらが近世以前の中世からどのように区画認識されていたかが、今後の課題である。

　16年度調査区北側の等高線が混み合って、一段低い部分は近世から現代までの農家宅地になってお

り、近世に掘削されており、中世の遺構は湮滅して、確認できなかった。最北端調査区内で、字新宿

の開析谷低地部分にある遺構は、BからCに抜ける堀切の延長であり、宝永火山灰堆積層の下層につ

ながって確認された。低地には中世・近世の遺物が混在しており、遺構との帰属関係は、整理段階で中世・近世の遺物が混在しており、遺構との帰属関係は、整理段階で世・近世の遺物が混在しており、遺構との帰属関係は、整理段階で・近世の遺物が混在しており、遺構との帰属関係は、整理段階で世の遺物が混在しており、遺構との帰属関係は、整理段階で

判明するであろう。居心城堀切自体の調査は今後に残されているので、調査成果を待ちたい。するであろう。居心城堀切自体の調査は今後に残されているので、調査成果を待ちたい。ろう。居心城堀切自体の調査は今後に残されているので、調査成果を待ちたい。

　平成11年度以来の調査によって、馬場ノ内西辺溝状遺構覆土上部から検出されていた15世紀前半の以来の調査によって、馬場ノ内西辺溝状遺構覆土上部から検出されていた15世紀前半のの調査によって、馬場ノ内西辺溝状遺構覆土上部から検出されていた15世紀前半のよって、馬場ノ内西辺溝状遺構覆土上部から検出されていた15世紀前半の、馬場ノ内西辺溝状遺構覆土上部から検出されていた15世紀前半の

遺物は、16年度調査検出の方形区画屋敷時期に混入したことが判明した。平成12、13年度調査区検出判明した。平成12、13年度調査区検出。平成12、13年度調査区検出

の台地整形区画墓域は、15、16世紀の遺物を包含する地下式坑や土坑が、複数検出されており、墓域

形成以前の東西方向の薬研堀廃絶後に造営している。東西方向の薬研堀は２条あり、南側検出の薬研

堀は、馬場ノ内館跡の西辺溝状遺構を破壊して掘削されており、新旧関係は明確である。それらの役

割は不明であり、その時期は14世紀まで遡ると推定され、馬場ノ内館跡はそれ以前に設定されたと考

えられる。そのため馬場ノ館跡は規模の大きさからみて、13 ～ 14世紀の守護所または、国衙遺構に

推定され、今後の大きな課題として残される遺跡となった。 （近藤　敏）
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４．草
くさかりきつねづか

刈 狐 塚 遺 跡

事 業 名　八幡草刈線整備事業に伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

所 在 地　市原市草刈754番地先

調査期間　平成17年５月23日～平成17年５月27日

調査面積　1,400㎡のうち140㎡（確認調査）

調査概要　遺跡は市原市北部の千葉市と市原市の市境近く、ちはら台地区土地区画整備事業地域西側西側

に隣接している。ちはら台は、標高約27mの高位段丘面、その台地下は標高約10ｍとなっており、周

知の遺跡である草刈狐塚遺跡は、その中位段丘面にあたると考えられる。調査区域は村田川右岸の、

右岸側台地が切れ千葉市側北北西方向に開く、起点位置にあたる。調査対象地区東側台地は標高約８

m前後の低位段丘面にあたり、試掘調査のローム層観察では、ソフトローム上面からローム下の黄褐

色砂層上面まで、1.5m程あり立川ローム層第２黒色帯相当まであると考えられる。調査区西側の農

道部分より西側では、明確なローム層は存在せず、黄褐色砂質ロームが地山となって水田方向へ傾斜

している。その砂質ロームは西側方向に向かって次第に層厚がなくなってしまい、灰色粘土層が水田

面の地山となっている。水田面側は、黒色粘質土壌層と灰色砂層、灰色粘土層の互層となっており、

交互に重層し、２回以上の砂層の堆積があることから、洪水堆積物と考えられる。灰色粘土層から上し、２回以上の砂層の堆積があることから、洪水堆積物と考えられる。灰色粘土層から上、２回以上の砂層の堆積があることから、洪水堆積物と考えられる。灰色粘土層から上

の最上層に黒色土壌層があり、そこから古墳時代の土師器を検出している。

　東側台地遺構確認面は、褐色ハードローム面となっており、旧宅地となっていたため、かなり削平、かなり削平かなり削平

されているものと考えられる。元地主の話では染物の紺屋を営んでおり、藍甕がいくつかあった。出

土遺物は近世陶器片、カワラケ、銅銭なので検出された遺構も近世以降と考えられる。　

　農道より西側の遺構確認面は、灰色粘土層上面から黄褐色ローム層上面となる。検出した遺構の覆

土は、ローム粒を含む灰褐色土であり、土師質土器の小片が遺構面から検出されたが明確ではない。

それより上層は耕作でかく乱されており、宝永の火山灰は検出されなかった。中位の灰褐色土層中で

橙色スコリア粒を連続的に検出したので、遺跡覆土中位を中世土層と考えられるので、その下位の黒

色土層は中世から古代の時期と推測される。

　調査区隣接の現在の水田面は、標高６～７mあり、旧来は草刈堰から台地縁辺に沿った用水から、

水の供給を受けていた。おそらく草刈堰ができる前は水田ではなく畑地であったと思われる。粘土層

と黒色土壌層及び砂層は、村田川のたびたびの洪水堆積の跡であり、普段は黒色土壌層が覆う草原状

況が想定される。

　今回の調査区域は、草刈狐塚遺跡の縁辺部分と考えられ、中世の若干の遺物と遺構を検出した。周の遺物と遺構を検出した。周遺物と遺構を検出した。周

知の狐塚遺跡は奈良平安時期と考えられ、用水の台地側縁辺に広がると推定される。台地上のちはら

台遺跡群の弥生時代に関連する遺物は皆無であり、弥生時代の大規模拠点集落隣接低位段丘面の土地の大規模拠点集落隣接低位段丘面の土地大規模拠点集落隣接低位段丘面の土地

利用は、近隣という条件のみでは、関連を有する遺跡としては成立し得ないのであろう。

（近藤　敏）
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５．稲
いなりだいいせき

荷台遺跡K地点

事 業 名　市内遺跡発掘調査（個人住宅建設）
所 在 地　市原市藤井３－88
調査期間　平成17年５月９日～平成17年５月13日
調査面積　499.6㎡のうち49㎡（上層確認調査）（上層確認調査）上層確認調査））
調査概要　遺跡は養老川沖積平野の北岸、標高27ｍ前後の洪積台地上に位置する。古墳時代竪穴住居
跡２軒、奈良・平安時代竪穴住居跡２軒、円墳と思われる周溝状遺構１条、中世と思われるピット２２軒、奈良・平安時代竪穴住居跡２軒、円墳と思われる周溝状遺構１条、中世と思われるピット２軒、奈良・平安時代竪穴住居跡２軒、円墳と思われる周溝状遺構１条、中世と思われるピット２奈良・平安時代竪穴住居跡２軒、円墳と思われる周溝状遺構１条、中世と思われるピット２円墳と思われる周溝状遺構１条、中世と思われるピット２
基を検出した。出土遺物のほとんどが古墳時代後期の土師器であることから、稲荷台古墳群の北東に
連なる集落の一部と言えよう。 (櫻井敦史 )
　報告書『平成17年度市原市内遺跡発掘調査報告』市原市教育委員会　2006

６．海
あ ま

士遺
い

跡
せきぐん

群・十
じゅうにてん

二天地区

事 業 名　市内遺跡発掘調査（個人住宅建設）
所 在 地　市原市海士有木字十二天1609－１
調査期間　平成17年６月１日～平成17年６月７日
調査面積　315.51㎡のうち31.5㎡（上層確認調査）（上層確認調査）上層確認調査））
調査概要　遺跡は養老川右岸、標高19ｍ前後の段丘面に位置する。遺構確認面は立川ローム層最上層段丘面に位置する。遺構確認面は立川ローム層最上層に位置する。遺構確認面は立川ローム層最上層
のソフトロームで、竪穴住居跡４軒（古墳～奈良・平安時代）、ピット14・溝２条・地山整形痕１箇
所（時期不明）を検出した。遺物は主に古墳時代以降の土師器で、微量の瓦が含まれる。調査事例の微量の瓦が含まれる。調査事例の量の瓦が含まれる。調査事例の
少ない地区で古墳時代以降の集落遺跡の展開を確認することができた。 （小橋健司）
　報告書『平成17年度市原市内遺跡発掘調査報告』市原市教育委員会　2006

７．．姉
あねさき

崎 棗
なつめづか

塚 遺 跡（３次）

事 業 名　市内遺跡発掘調査（個人住宅建設）
所 在 地　市原市姉崎字棗塚1882－３・1883－１
調査期間　平成17年12月５日～平成17年12月16日
調査面積　201.14㎡のうち20.1㎡ (確認調査 )、82㎡（本調査）
調査概要　遺跡は養老川左岸の東京湾に面する標高６ｍ前後の砂堆（砂丘）上に位置する。調査の結
果、中近世土坑８基・小穴１基・溝１条が検出された。このうち４基の土坑は、長さ２ｍ・幅1.5ｍ
前後の隅円長方形を呈する粘土入り土坑で、出土遺物には、焙烙の可能性が高いと思われる土器が出
土している。この種の土坑は、北西に隣接する棗塚遺跡２次調査で「粘土貼土坑」と呼称した土坑に
酷似し、２次調査002号土坑では瀬戸・美濃系陶器大窯１～２並行期のカワラケ（小皿）の破片２点
を伴っている。今回の調査土坑も同時期と看取されている。 （木對和紀）
　���報告書『平成17年度市原市内遺跡発掘調査報告』市原市教育委員会　2006
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８．辰
たつみだい

巳台遺跡群

事 業 名　市内遺跡発掘調査

所 在 地　市原市菊間2916番12・大厩1810番100

調査期間　平成17年７月４日～平成17年７月８日

調査面積　796㎡うち79.6㎡（確認調査）

調査概要　遺跡は市原市北部、村田川左岸流域の支谷である、大字菊間と大字大厩を隔てる侵刻谷右

岸に位置する。下図周辺地形図の網点部分は、当該の侵刻谷になっており、遺跡調査地点は下図二重

丸部分にあたる。南北幅300m～ 400mの台地上にあり、標高23m前後の平坦な部分に位置する。

　旧畑地の遺構検出面はソフトローム上面で、検出遺構は縄文時代早期後半の条痕文系土器を包含す

る土坑、及び炉穴があり、東側炉穴には貝層ブロックが検出された。縄文時代早期の土壌包含層はな

く、その他出土遺物は、石鏃、石皿、焼け礫などがある。

　古墳時代住居跡にはカマドは検出されず、前期後半の土師器が出土している。竪穴住居跡は４軒検

出され、近接しているが重複はしていない。耕作の関係で一部に撹乱が多くなっている。

　市原市市内遺跡として現在整理中であり、調査報告書は平成18年３月に刊行予定である。調査報告書は平成18年３月に刊行予定である。は平成18年３月に刊行予定である。

（近藤　敏）
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９．姉
あねさきふたごづか

崎二子塚古墳

事 業 名　市内遺跡発掘調査

所 在 地　市原市姉崎字二タ子1769－１

調査期間　平成17年10月24日～平成17年10月31日

調査面積　500.12㎡のうち50㎡（確認調査）

調査概要　姉崎二子塚古墳は、姉崎海岸の旧海岸線から約800ｍの標高５ｍほどの砂丘帯上に立地す

る。現状の墳丘長103ｍ、後円部高9.5ｍを測る前方後円墳である。古墳の東および南側は、水田や畑

地に面しているため墳丘の遺存状態は比較的良好であるが、西側及び北側では現状の墳裾部分付近ま

で住宅が迫り一部墳丘がこれにより削平されている。この古墳の周溝については、当地の航空写真に

写されている後円部北東側水田の扇形の区画や北西側の畦道から、盾形周溝であると考えられ、これ

をもとに周溝を含めた主軸長160ｍに及ぶ古墳の全体像が復元されている（白井2003）。当古墳につい

ては、1947年に國學院大學によって墳丘主体部を中心とした調査が行われているが、周溝部について

はいまだ調査されたことがない。今回、古墳の北側、推定されている盾形周溝の範囲内に個人住宅の

建設が予定されたため、この箇所での発掘調査が計画され、この部分に周溝が存在するか否か、その

状態について把握することを目途に調査が実施された（図１）。

  調査は、実際に建物が建設される部分を避けるかたちでトレンチを設定しておこなった。周溝の存

在と状態把握を目的とすることから、周溝の推定範囲に概ね直行するラインに幅約3.5ｍ・長さ14ｍ

のトレンチを設定して発掘調査した（図２）。調査区全体は、かつて水田として利用され、水位が高、水位が高水位が高

く地盤が軟弱なうえ分厚い客土で覆われていたため、掘削した壁面の保護と湧水の除去を余儀なくさ

れた。したがって、人手による掘削範囲が自ずと限られ、層位的に土壌やこれに含まれる遺物の把

握ができたのは、トレンチの南側・墳丘寄りの部分となった（図３）。この箇所では、1.4ｍの客土の

下から旧耕作面が現れ、下部には20㎝ほどの厚さでイボキサゴを主体とする貝肥を含む層が確認され㎝ほどの厚さでイボキサゴを主体とする貝肥を含む層が確認されほどの厚さでイボキサゴを主体とする貝肥を含む層が確認され

た。この部分を取り除いた標高4.6ｍほどの箇所から粘性の高い暗褐色のシルト質の層（断面図中の

３）が現れ、内部に円筒埴輪破片が含まれることが確認された。この層は、厚さ10 ～ 15㎝と薄いが、㎝と薄いが、と薄いが、

この下の砂堆基盤とみられる浅黄色の砂層との境界面から埴輪片（いずれも水磨を受け器壁面が荒

れている）が張り付くように出土することが確認できた。標高はおよそ4.5ｍである。砂堆基盤層は、

これより北側へいくと青灰色の砂層となり、標高もやや下がり4.1 ～ 4.2ｍほどとなるが、北側のトレ

ンチ末端までほぼ水平レベルを保っている。結局、トレンチ内では北側の周溝の立ち上がり部分を検

出することができなかったが、貝肥下から発見された３層は遺物の出土状況などから考えて古墳周溝

覆土の最下層とみられる。トレンチの外側に周溝の立ち上がりが確認される可能性もあるが、今回の

調査区付近は、地形図によると砂丘帯の海側の末端にあたり、本来溝を掘り込むことが困難だったこ

とも予想され、きっちりとした掘り込みがなかった可能性も否定できない。なお、トレンチ中央部か

らは、直行するかたちで深さ15㎝ほどの溝状遺構が発見されたが、遺物が皆無であるため時期は不明㎝ほどの溝状遺構が発見されたが、遺物が皆無であるため時期は不明ほどの溝状遺構が発見されたが、遺物が皆無であるため時期は不明

である。 （忍澤成視）
　白井久美子「205　姉崎古墳群」『千葉県の歴史　資料編考古２（弥生・古墳時代）』千葉県　2003白井久美子「205　姉崎古墳群」『千葉県の歴史　資料編考古２（弥生・古墳時代）』千葉県　2003
　報告書『平成17年度市原市内遺跡発掘調査報告』市原市教育委員会　2006 



─ 19 ─



─ 20 ─

10－１．－１．１．山
やま

田
だ

遺 跡 群

事 業 名　経営体育成基盤整備事業 三和養老地区埋蔵文化財調査業務（委託番号第１号）

所 在 地　市原市磯ヶ谷、松崎地先

調査期間　平成17年９月１日～平成18年 １月20日

調査面積　7,221㎡　(確認調査 )

調査概要　山田遺跡群は市原市中央部の、養老川中流右岸に広がる沖積平野に、位置している。今回

の調査区は、大きく南北に分割されており、便宜的に北地区のA・B・C区と、南地区のH・I・J・G

区として呼称している（周辺地形図網点部分）。当事業はA・B・C・H・I・J区を対象とした。

　北地区は養老川支流川坪（かつぼ）川とその支谷にはさまれた、標高11m～ 16mの沖積微高地に川坪（かつぼ）川とその支谷にはさまれた、標高11m～ 16mの沖積微高地に川とその支谷にはさまれた、標高11m～ 16mの沖積微高地に

位置し、北方向と西方向に傾斜している。A区は標高13ｍ以下では基盤層が砂層であり、耕作土壌以

下は新しい洪水堆積層と考えられる。標高13m以上では、基盤の黄白色シルト質粘土層上に、黒色土

壌が生成しており、黄白色粘土と黒色土壌層の互層となっているため、たびたび洪水冠水が発生した

と考えられる。遺構遺物は少なく、平安時代末から中世時期に安定した状況と考えられる。

　B・C区は、標高13mから16mにあたり、西側に川坪川があり、川方向に向かって傾斜している。

基盤層はシルト質黄白色粘土層であり、A区と同様である。基盤粘土層下には、草本の泥炭層が広が

り、湧水が多い。川坪川沿いの微高地では水はけが良く、弥生時代の遺物を包含する溝状遺構を検出

している 。近世以降には生活跡がみられ、安定したと考えられる。遺物は縄文時代の土器片が出土し、

古墳時代の土師器から中近世の陶器まで採集しているが少ない。

　南地区のH・I・J・G区は、標高18m～ 22mに位置し、標高23m以上が洪積台地縁辺部となり、標

高50ｍ以上の台地を形成している。調査区は、西方向の養老川二日市場蛇行低地方向へ、傾斜してい

る。台地縁辺は、台地基盤の砂層が分布し、J区の標高22m付近に古墳時代後期の住居跡が２軒検出

された。また、同時期前後から奈良時代の遺物が、J区東側の台地縁辺部に検出されている。

　台地から離れた沖積部は、基盤層が黄白色シルト質粘土層となっており、部分的に黒色土層が発達

している。基盤層上には洪水堆積層は無く、黒色土壌層以上の土層は、中近世時期の灰色土壌に移行

している。台地縁辺から離れ、H・I区では、極めて遺物が少なく、遺構は検出されない。シルト質

黄白色粘土層直上の、黒色土中にB・C区と同層位中の白色火山灰が検出されているので、基盤層の

黄白色シルト質粘土層は、南北地区とも同じ養老川の同時期の堆積と推測される。

　今回の調査区は、養老川縁辺の弥生時代中期の山田大宮遺跡と、台地上の古墳時代後期以降の松崎

遺跡群の中間にあり、養老川と台地間の後背湿地にあたる。台地側からの湧水が多く、水はけが悪い

箇所は、現在泥炭層が発達している。 黒色土も泥炭層が土壌化して形成された場所もあり、乾燥化

したのは最近の可能性がある。遺物はまばらながら全域に散布しており、水田跡などの生産遺跡等の

発見される可能性がある。また、今回の古墳時代住居跡の検出は、台地縁辺から沖積地に立地する遺

跡として貴重な事例である。J区台地縁辺の遺物の中には、奈良時代の須恵器とともに、風字硯片が

出土しており、県内出土として数少ない遺物である。 (近藤　敏 )
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山田遺跡群周辺地形図（1：8,000）
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10－２．山
やま

田
だ

遺 跡 群

事 業 名　三和養老地区遺跡発掘調査事業（文化庁分）三和養老地区遺跡発掘調査事業（文化庁分）

　　　　　三和養老地区経営体育成基盤整備埋蔵文化財調査事業（市単費分）　　三和養老地区経営体育成基盤整備埋蔵文化財調査事業（市単費分）　三和養老地区経営体育成基盤整備埋蔵文化財調査事業（市単費分）

所 在 地　市原市磯ヶ谷地先ほか市原市磯ヶ谷地先ほか

調査期間　平成17年12月12日～平成17年12月20日 (文化庁分 )平成17年12月12日～平成17年12月20日 (文化庁分 )

　　　　　平成17年12月16日～平成18年１月17日 (市単費分 )　平成17年12月16日～平成18年１月17日 (市単費分 )平成17年12月16日～平成18年１月17日 (市単費分 )

調査面積　文化庁分451㎡（確認調査），（確認調査），確認調査），），市単費分1,354㎡（確認調査）（確認調査）確認調査））

調査概要　本事業は、三和養老地区における農業基盤整備に基づく経営体育成基盤整備事業（ほ場整本事業は、三和養老地区における農業基盤整備に基づく経営体育成基盤整備事業（ほ場整

備事業）のうち、文化庁の補助対象事業及び市の単独事業として行われたものである。調査地区は、ものである。調査地区は、。調査地区は、

A～ J区のうちのG区に当たる。埋蔵文化財調査は、今回が初年度となる。～ J区のうちのG区に当たる。埋蔵文化財調査は、今回が初年度となる。J区のうちのG区に当たる。埋蔵文化財調査は、今回が初年度となる。

　遺跡は､養老川中流域右岸を西に望む標高18 ～ 20mの沖積地上に位置する｡周囲は、北西約１㎞の㎞のの

養老川右岸の低位段丘面上に山田大宮遺跡が存在し、宮ノ台式期の方形周溝墓が展開していることが

判明している。この墓域を構成する居住域を充足する水田跡等生産遺跡の存在が、背後にある本事業

地周辺にあることも想定された。

　遺跡周辺は､北東側を川坪（かつぼ）川が横断し、東側の養老小学校背後の段丘からは湧水が著し（かつぼ）川が横断し、東側の養老小学校背後の段丘からは湧水が著しかつぼ）川が横断し、東側の養老小学校背後の段丘からは湧水が著し）川が横断し、東側の養老小学校背後の段丘からは湧水が著し川が横断し、東側の養老小学校背後の段丘からは湧水が著し

く、調査区内の堆積土に大きな影響を及ぼしている。旧地形は、現在見られる平坦な状況よりかなり

複雑な様相を呈していたと思われる。東側及び北東側は、現水田耕作土直下の灰黒色シルト質粘質土

の下には分解質泥炭である黒灰色粘質土及び未分解の草本泥炭を主とする通称“ケト土”と呼ばれる

黒色泥炭土が､青灰色砂層に至るまで１ｍ近くにわたって堆積していた。この近辺は、少なくとも近泥炭土が､青灰色砂層に至るまで１ｍ近くにわたって堆積していた。この近辺は、少なくとも近土が､青灰色砂層に至るまで１ｍ近くにわたって堆積していた。この近辺は、少なくとも近

世期以前には長期にわたって湿地となっていたと思われる。

　西側については、下層に一部、白色テフラを含む黒色粘質土が堆積しており、基盤層である灰白色

シルト質粘質土層が存在し、直下に黄灰色砂が確認された。黒色粘質土は、古代期まで遡る堆積土で

ある可能性が高いのではないかと思われるが、当該期に比定される明確な遺構は確認されなかった。

　ただし、平安期の土師器杯が出土した土坑状の窪みが北側トレンチで確認され、西側のトレンチでただし、平安期の土師器杯が出土した土坑状の窪みが北側トレンチで確認され、西側のトレンチで

はあまり摩滅していない土師器・須恵器片が出土していることから、周囲に当該期の遺構が存在して

いた可能性は否定できないと思われる。

　来年度に行われる北側部分の調査によって、遺構が存在している可能性が立証されることを期待し

たい。 （小川浩一）　

調査区遠景（西から） 遺物出土トレンチ（南から）



─ 23 ─

Ⅳ��������������　平成�����������17���������年度図書受領先一覧
受 け 入 れ 先 都道府県

山岸良二 個 人
松浦清 個 人
上奈穂美 個 人
西本豊弘 個 人
堀越正行 個 人
全国埋蔵文化財法人連絡協議会
財団法人北海道埋蔵文化財センター 北海道
青森県教育委員会 青森県
秋田県埋蔵文化財センター 秋田県
秋田市教育委員会 秋田県
財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 岩手県
盛岡市遺跡の学び館 岩手県
財団法人仙台市市民文化事業団仙台市富沢遺跡保存館 宮城県
角田市教育委員会 宮城県
古川市教育委員会 宮城県
財団法人山形県埋蔵文化財センター 山形県
いわき市教育委員会 福島県
郡山市教育委員会 福島県
原町市教育委員会 福島県
財団法人いわき市教育文化財団 福島県
楢葉町教育委員会 福島県
福島県文化財普及会 福島県
木曽福島町教育委員会 福島県
群馬県教育委員会 群馬県
群馬町教育委員会 群馬県
財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 群馬県
長野原町教育委員会 群馬県
箕郷町教育委員会 群馬県
栃木県立なす風土記の丘資料館 栃木県
財団法人ひたちなか市文化・スポーツ振興公社 茨城県
財団法人茨城県教育財団 茨城県
財団法人鹿嶋市文化スポーツ振興事業団 茨城県
山武考古学研究所 茨城県
鹿嶋市教育委員会 茨城県
上高津貝塚ふるさと歴史の広場 茨城県
筑波大学人文社会学研究科歴史・人類学専攻先史学・考古学コース 茨 城県
土浦市立博物館 茨城県
北茨城市教育委員会 茨城県
さいたま市遺跡調査会 埼玉県
さいたま市教育委員会 埼玉県
さいたま市立博物館 埼玉県
戸田市立郷土博物館 埼玉県
鴻巣市教育委員会 埼玉県
財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団 埼玉県
坂戸市教育委員会 埼玉県
埼玉県立博物館 埼玉県
志木市遺跡調査会 埼玉県

受 け 入 れ 先 都道府県

志木市教育委員会 埼玉県
春日部市遺跡調査会 埼玉県
春日部市教育委員会 埼玉県
庄和町遺跡調査会 埼玉県
庄和町教育委員会 埼玉県
川口市遺跡調査会 埼玉県
川口市教育委員会 埼玉県
鳩山町教育委員会 埼玉県
富士見市教育委員会 埼玉県
富士見市立水子貝塚資料館 埼玉県
テイケイトレード株式会社埋蔵文化財事業部 東京都
加藤建設株式会社 東京都
葛飾区教育委員会 東京都
株式会社弘文堂 東京都
株式会社小学館 東京都
共和開発株式会社 東京都
港区教育委員会 東京都
港区立郷土資料館 東京都
国際航業株式会社 東京都
国際航業株式会社文化事業部 東京都
国際縄文学協会 東京都
国分寺市教育委員会 東京都
国立国会図書館 東京都
国立市教育委員会 東京都
財団法人東京都生涯学習文化財団東京都埋蔵文化財センター 東京都
志村遺跡調査会 東京都
首都大学東京都市教養部人文･社会学系考古学研究室 東京都
世田谷区立郷土資料館 東京都
青山学院大学史学科研究室 東京都
早稲田大学考古学会 東京都
台東区文化財調査会 東京都
大田区教育委員会 東京都
大田区立郷土博物館 東京都
町田市教育委員会 東京都
調布市郷土博物館 東京都
東京大学総合研究博物館 東京都
日本考古学会 東京都
日本考古学協会 東京都
日本大学史学会 東京都
板橋区教育委員会 東京都
板橋区立郷土資料館 東京都
府中市教育委員会 東京都
武蔵大学人文学会 東京都
文京区遺跡調査会 東京都
北区教育委員会 東京都
明治大学考古学研究室 東京都
明治大学博物館事務室 東京都
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受 け 入 れ 先 都道府県

明治大学博物館友の会 東京都
有限会社アルケーリサーチ 東京都
立教大学学校・社会教育講座 東京都
練馬区教育委員会 東京都
國學院大學考古学資料館 東京都
かながわ考古学財団 神奈川県
横須賀市教育委員会 神奈川県
横須賀市自然・人文博物館 神奈川県
横浜市歴史博物館 神奈川県
寒川町教育委員会 神奈川県
玉川文化財研究所 神奈川県
原田昌幸 神奈川県
高田遺跡発掘調査団 神奈川県
財団法人かながわ考古学財団 神奈川県
財団法人横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財センター 神奈川県
城山町教育委員会 神奈川県
神奈川県教育委員会 神奈川県
逗子市教育委員会 神奈川県
藤沢市教育委員会 神奈川県
日本窯業史研究所 神奈川県
有限会社山武考古学研究所 神奈川県
夷隅町公民館 千葉県
印西市教育委員会 千葉県
栄町教育委員会 千葉県
下総町教育委員会 千葉県
我孫子市教育委員会 千葉県
鎌ヶ谷市教育委員会 千葉県
佐倉市教育委員会 千葉県
財団法人印旛郡市文化財センター 千葉県
財団法人君津郡市文化財センター 千葉県
財団法人香取郡市文化財センター 千葉県
財団法人千葉県教育振興財団 千葉県
財団法人千葉県史料研究財団 千葉県
財団法人千葉県文化財センター 千葉県
財団法人総南文化財センター 千葉県
財団法人東総文化財センター 千葉県
四街道市教育委員会 千葉県
市原市教育委員会 千葉県
市原市地方史研究連絡協議会 千葉県
市川市教育委員会 千葉県
市立市川考古博物館 千葉県
芝山町教育委員会 千葉県
習志野市教育委員会 千葉県
松戸市教育委員会 千葉県
城西国際大学物質文化研究センター 千葉県
成田市教育委員会 千葉県
千葉県史料研究財団 千葉県
千葉県文化財保護協会 千葉県

受 け 入 れ 先 都道府県

千葉県文書館 千葉県
千葉県立安房博物館 千葉県
千葉市教育委員会 千葉県
千葉市立加曽利貝塚博物館 千葉県
千葉大学文学部 千葉県
船橋市教育委員会 千葉県
袖ヶ浦市教育委員会 千葉県
袖ヶ浦市郷土博物館 千葉県
大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立歴史民俗博物館 千葉県
東金市教育委員会 千葉県
柏市教育委員会 千葉県
白井市教育委員会 千葉県
八千代市遺跡調査会 千葉県
八千代市教育委員会 千葉県
八千代市立郷土博物館 千葉県
飛ノ台史跡公園博物館 千葉県
富津市教育委員会 千葉県
木更津市教育委員会 千葉県
野田市教育委員会 千葉県
流山市教育委員会 千葉県
三珠町教育委員会 山梨県
山梨県立考古博物館 山梨県
長坂町教育委員会 山梨県
帝京大学山梨文化財研究所 山梨県
豊富村教育委員会 山梨県
愛知川町教育委員会 愛知県
稲沢市教育委員会 愛知県
財団法人愛知県教育サービスセンター愛知県埋蔵文化財センター 愛 知県
財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター 愛知県
瀬戸市文化センター 愛知県
南山大学人類学博物館 愛知県
豊田市教育委員会 愛知県
名古屋市博物館 愛知県
名古屋大学文学研究科考古学研究室 愛知県
株式会社フジヤマ 静岡県
財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所 静岡県
財団法人浜松市文化協会 静岡県
三島市教育委員会 静岡県
小田原市教育委員会 静岡県
袋井市教育委員会 静岡県
島田市教育委員会 静岡県
浜松市教育委員会 静岡県
浜松市博物館 静岡県
財団法人長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財センター 長野県
松本市教育委員会 長野県
上田市教育委員会 長野県
長野市教育委員会 長野県
財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団 新潟県
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受 け 入 れ 先 都道府県

新潟県立歴史博物館 新潟県
能登川町埋蔵文化財センター 石川県
財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 富山県
大島町教育委員会 富山県
福井県教育庁埋蔵文化財調査センター 福井県
各務原市埋蔵文化財調査センター･各務原市教育委員会 岐阜県
財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター 岐阜県
財団法人栗東市文化体育振興事業団 滋賀県
財団法人滋賀県文化財保護協会 滋賀県
滋賀県教育委員会 滋賀県
多賀町教育委員会 滋賀県
能登川町教育委員会 滋賀県
財団法人元興寺文化財研究所 奈良県
財団法人桜井市文化財協会 奈良県
榛原町教育委員会 奈良県
独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所 奈良県
奈良県立橿原考古学研究所 奈良県
奈良大学文学部文化財学科 奈良県
宇治市歴史資料館 京都府
京丹後市教育委員会 京都府
京都市埋蔵文化財調査センター 京都府
財団法人京都市埋蔵文化財研究所 京都府
財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター 京都府
財団法人向日市埋蔵文化財センター 京都府
財団法人長岡京市埋蔵文化財センター 京都府
大阪大学文学研究科考古学研究室 京都府
京都大学大学院文学研究科考古学研究室 大阪府
交野市教育委員会 大阪府
高槻市教育委員会 大阪府
財団法人大阪市文化財協会 大阪府
財団法人大阪府文化財センター 大阪府
財団法人東大阪市文化財協会 大阪府
財団法人八尾市文化財調査研究会 大阪府
財団法人枚方市文化財研究調査会 大阪府
泉佐野市教育委員会 大阪府
泉南市教育委員会 大阪府
大阪府教育委員会 大阪府
大阪府立近つ飛鳥博物館 大阪府
大阪府立弥生文化博物館 大阪府
嬉野町教育委員会 三重県
三重県埋蔵文化財センター 三重県
四日市市教育委員会 三重県
松阪市教育委員会 三重県
松阪市埋蔵文化財センター 三重県
津市埋蔵文化財センター 三重県
鈴鹿市考古博物館 三重県
吉備町教育委員会 和歌山県
財団法人和歌山県文化財センター 和歌山県

受 け 入 れ 先 都道府県

財団法人和歌山市文化体育振興事業団 和歌山県
六甲山麓遺跡調査会 兵庫県
芦屋市教育委員会 兵庫県
妙見山麓遺跡調査会 兵庫県
岡山市教育委員会 岡山県
岡山理科大学人類学研究室 岡山県
岡山理科大学図書館 岡山県
倉敷市埋蔵文化財センター 岡山県
総社市教育委員会 岡山県
広島大学文学研究科考古学研究室 広島県
財団法人安芸高田市地域振興事業団 広島県
財団法人広島県教育事業団 広島県
財団法人東広島市教育文化振興事業団文化財センター 広島県
庄原市教育委員会 広島県
財団法人鳥取県教育文化財団埋蔵文化財センター 鳥取県
財団法人鳥取市文化財団 鳥取県
出雲市教育委員会 島根県
島根県教育庁古代文化センター 島根県
浜田市教育委員会 島根県
財団法人山口県ひとづくり財団山口県埋蔵文化財センター 山口県
土井ヶ浜遺跡･人類学ミュージアム 山口県
財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター 愛媛県
国立大学法人徳島大学 徳島県
財団法人徳島県埋蔵文化財センター 徳島県
香川県埋蔵文化財センター 香川県
高松市教育委員会 香川県
越知町教育委員会 高知県
高知大学人文学部考古学研究室 高知県
土佐山田町教育委員会 高知県
久留米市教育委員会 福岡県
財団法人北九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財調査室 福岡県
小郡市教育委員会 福岡県
前原市教育委員会 福岡県
大牟田市教育委員会 福岡県
津屋崎町教育委員会 福岡県
福岡大学人文学部考古学研究室 福岡県
佐賀県教育庁文化課 佐賀県
熊本大学文学部考古学研究室 熊本県
山鹿市教育委員会 熊本県
大分県教育庁埋蔵文化財センター 大分県
大分市歴史資料館 大分県
西有家町教育委員会 長崎県
えびの市教育委員会 宮崎県
宮崎県埋蔵文化財センター 宮崎県
高城町教育委員会 宮崎県
三股町教育委員会 宮崎県
鹿児島大学埋蔵文化財調査室 鹿児島県
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24����年の歩み

Ⅰ．沿　　革　　革革
ア．設立目的

　市内における遺跡等埋蔵文化財の調査研究および市民の文化財保護思想の啓発と普及を図ると

もに、開発と環境整備の調和を図り、市民生活の向上と地域の文化の充実に寄与する。

イ．設立～解散に至る経緯

昭和57年４月１日　千葉県教育委員会指令第80号により設立許可

　　　　　　　　　市原市馬立817番地、旧馬立保育所施設を仮用し業務開始　市原市馬立817番地、旧馬立保育所施設を仮用し業務開始

平成２年６月15日　事務所を（能満）埋蔵文化財調査センター内に移転

平成13年４月１日　評議委員会設置

平成15年３月21日　設立20周年記念展「発掘いちはら歴史浪漫」開催

平成17年７月12日　市原市より外郭団体活性化方策（最終報告）の策定について通知市原市より外郭団体活性化方策（最終報告）の策定について通知外郭団体活性化方策（最終報告）の策定について通知

平成18年２月10日　理事会において解散等議決理事会において解散等議決

平成18年３月31日　解散

ウ．事業内容

① 市内の遺跡等埋蔵文化財の発掘調査

② 委託を受けてする遺跡等埋蔵文化財の発掘調査（発掘調査と調査報告書の刊行・頒布）

③ 文化財保護思想の涵養と普及（遺跡見学会・遺跡発表会・普及書の刊行）

④ その他この法人の目的を達成するために必要な事業

エ．基本財産と運用財産

　　出捐者　市原市　　　　・基本財産500万円　　・運用財産500万円　　　　・基本財産500万円　　・運用財産500万円　　　・基本財産500万円　　・運用財産500万円

オ．組織
理 事 会 事 務 局

理 事 長
副 理 事 長
常 務 理 事
理 事
監 事

庶 務 課

調 査 課

評 議 員 会

カ．事業所所在地と施設

・設立時の所在地および施設

所在地　本部　市原市馬立817番地（昭和57年４月１日～平成２年６月14日）

　　　　施　設　木造平屋建て３棟延べ床面積205.37㎡施　設　木造平屋建て３棟延べ床面積205.37㎡

　　　　国分寺台事務所　市原市西広450番地（昭和60年４月１日～平成２年３月31日）国分寺台事務所　市原市西広450番地（昭和60年４月１日～平成２年３月31日）

・現在の所在地および施設

　　　　所在地　市原市能満1489番地（市原市埋蔵文化財調査センター内に移転）所在地　市原市能満1489番地（市原市埋蔵文化財調査センター内に移転）

　　　　施　設　鉄筋コンクリート２階建・延べ床面積　2,557.18㎡施　設　鉄筋コンクリート２階建・延べ床面積　2,557.18㎡
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Ⅱ．役員および職員名簿
　役員名簿（平成57年度～平成17年度）
昭和 57年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 教育長 石井　正泰
副理事長 教育次長 大津　吉源
理 事 早稲田大学名誉教授 滝口　　宏
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 姉 神社宮司 海上　信久
理 事 企画部長 川島　　穣
理 事 総務部長 関  見旭代
理 事 都市部長 伊藤　　昭
理 事 財政課長 佐野　年男
監 事 下水道部企画調整室長 西賀　静雄
監 事 福祉事務所長 山中　定義

昭和 58年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考

理事長 教育長 石井　正泰 (～ 7/16)
星野　一郎 (7/18 ～ )

副理事長 教育次長 石井　作二 (～ 9/18)
指導部長 横濱　辰夫 (9/19 ～ )

常務理事 専　　任 井原　　茂
理 事 早稲田大学名誉教授 滝口　　宏
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 姉 神社宮司 海上　信久
理 事 企画部長 川島　　譲
理 事 総務部長 関  見旭代
理 事 都市部長 伊藤　　昭
理 事 財政課長 佐野　年男
監 事 下水道部企画調整室長 西賀　静雄
監 事 福祉事務所長 山中　定義

昭和 59年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 教育長 星野　一郎
副理事長 指導部長 横濱　辰夫
常務理事 専　　任 井原　　茂
理 事 早稲田大学名誉教授 滝口　　宏
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 姉 神社宮司 海上　信久
理 事 企画部長 櫻井　徹郎
理 事 総務部長 松崎　良一
理 事 都市部長 中島　英夫
理 事 財政課長 松下　　隆
監 事 会計課長 白鳥　一夫
監 事 教育総務課長 山口　　節

昭和 60年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 教育長 星野　一郎
副理事長 指導部長 横濱　辰夫
常務理事 専　　任 内藤　　隆
理 事 早稲田大学名誉教授 滝口　　宏
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 姉 神社宮司 海上　信久
理 事 企画部長 松崎　良一
理 事 総務部長 斎藤　栄亮
理 事 都市部長 中島　英夫
理 事 財政課長 松下　　隆
監 事 会計課長 白 鳥 一 夫
監 事 教育総務課長 松本辰之助

昭和 61年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 教育長 星野　一郎
副理事長 指導部長 横濱　辰夫
常務理事 専　　任 岩見　一民
理 事 早稲田大学名誉教授 滝口　　宏
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 姉 神社宮司 海上　信久
理 事 企画部長 松崎　良一

職名 役　職　名 氏　名 備　考
理 事 総務部長 斎藤　栄亮
理 事 都市部長 地引　希壱
理 事 財政課長 松下　　隆
監 事 会計課長 白鳥　一夫
監 事 教育総務課長 斎藤　崇雄

昭和 62年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 教育長 星野　一郎
副理事長 指導部長 大野　　皎
常務理事 専　　任 岩見　一民
理 事 早稲田大学名誉教授 滝口　　宏
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 姉 神社宮司 海上　信久

理 事 企画部長 松崎　良一 (～ 6/14)
飯山　英夫 (6/15 ～ )

理 事 総務部長 宮崎　芳雄 (6/15 ～ )
理 事 都市部長 地引　希壱

理 事 財政課長 松下　　隆 (～ 6/14)
安藤　隆一 (6/15 ～ )

監 事 会計課長 白鳥　一夫 (～ 6/14)
元吉　末喜 (6/15 ～ )

監 事 教育総務課長 斎藤　崇雄

昭和 63年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 教育長 星野　一郎
副理事長 指導部長 大野　義規
常務理事 専　　任 須田　昇三
理 事 早稲田大学名誉教授 滝口　　宏
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 姉 神社宮司 海上　信久
理 事 企画部長 根本　正夫
理 事 総務部長 宮崎　芳雄
理 事 都市部長 地引　希壱
理 事 財務課長 安藤　隆一
監 事 会計課長 元吉　末喜
監 事 教育総務課長 河野　徳三

平成元年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 教育長 星野　一郎
副理事長 社会教育部長 大野　義規
常務理事 専　　任 須田　昇三
理 事 早稲田大学名誉教授 滝口　　宏
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 姉 神社宮司 海上　信久
理 事 企画部長 根本　正夫
理 事 総務部長 宮崎　芳雄
理 事 都市部長 地引　希壱
理 事 財政課長 安藤　隆一
監 事 会計課長 佐久間  章
監 事 教育総務課長 小宮　　仁

平成２年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 教育長 星野　一郎
副理事長 社会教育部長 栗林　　繁
常務理事 専　　任 淵本　献司
理 事 早稲田大学名誉教授 滝口　　宏
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 姉 神社宮司 海上　信久
理 事 企画部長 根本　正夫
理 事 総務部長 露崎　　繁
理 事 財務部長 石井　作二
理 事 都市計画部長 坂本　忠夫
監 事 会計課長 佐久間  章
監 事 教育総務課長 小宮　　仁
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平成３年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 教育長 星野　一郎
副理事長 社会教育部長 斎藤　崇雄
常務理事 専　　任 淵本　献司
理 事 早稲田大学名誉教授 滝口　　宏 4.1.31 逝去
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 姉 神社宮司 海上　信久
理 事 企画部長 根本　正夫 (～ 10/10)
理 事 佐野　年男 (10/11 ～ )
理 事 総務部長 露崎　　繁
理 事 財務部長 石井　作二
理 事 都市計画部長 佐野　年男 (～ 10/10)
理 事 田中　俊夫 (10/11 ～ )
監 事 会計課長 佐久間  章
監 事 教育総務課長 小宮　　仁

平成４年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考

理事長 教育長 星野　一郎 (～ 10/31)
植草　久善 (11/1 ～ )

副理事長 社会教育部長 田中　信雄
常務理事 教育副参事 鈴木　太郎
理 事 千葉大学教授 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 郷土史家 木村　千春
理 事 企画部長 佐野　年男
理 事 総務部長 落合　　泰
理 事 財務部長 加瀬　睦郎
理 事 都市計画部長 田中　俊夫
監 事 会計課長 高橋　　孝
監 事 教育総務課長 青柳四郎治

平成５年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 教育長 植草　久善
副理事長 社会教育部長 田中　信雄
常務理事 専　　任 鈴木　太郎
理 事 國學院大学教授 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 郷土史家 木村　千春
理 事 企画部長 佐野　年男
理 事 総務部長 落合　　泰
理 事 財務部長 加瀬　睦郎
理 事 都市計画部長 田中　俊夫
監 事 出納室長 中村　知之
監 事 教育総務課長 深澤　和良

平成６年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 専　　任 佐野　年男
副理事長 生涯学習部長 山口　唯一
常務理事 専　　任 鈴木　太郎
理 事 國學院大学教授 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学教授 寺村　光晴
理 事 郷土史家 木村　千春

理 事 教育長 植草　久善 6.7.14 逝去
大野　　皎 (9/19 ～ )

理 事 企画部長 石井　作二
理 事 総務部長 加瀬　睦郎
理 事 都市計画部長 田中　俊夫
監 事 出納室長 斎藤　初男
監 事 教育総務課長 田邊　義夫

平成７年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 専　　任 佐野　年男
副理事長 生涯学習部長 山口　唯一
常務理事 専　　任 常澄　　明
理 事 教育長 大野　　皎
理 事 國學院大学教授 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 郷土史家 木村　千春

職名 役　職　名 氏　名 備　考
理 事 企画部長 三橋　威基 (6/15 ～ )

理 事 総務部長 加瀬　睦郎 (～ 6/14)
田中　信雄 (6/15 ～ )

理 事 都市計画部長 田中　俊夫
監 事 出納室長 斎藤　初男
監 事 教育総務課長 田邊　義夫

平成８年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 専　　任 白鳥　一夫
副理事長 生涯学習部長 相川　市隆
常務理事 専　　任 大谷　　豊
理 事 教育長 大野　　皎
理 事 國學院大学教授 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 郷土史家 木村　千春
理 事 企画部長 大町　裕之
理 事 総務部長 田中　信雄
理 事 都市計画部長 深沢　和良
監 事 出納室長 斎藤　初男
監 事 教育総務課長 石川　善隆 (～ 12/15)

平成９年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 専　　任 白鳥　一夫
副理事長 生涯学習部長 鳥海　清宏
常務理事 専　　任 山口　　節
理 事 教育長 大野　　皎
理 事 國學院大学教授 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 郷土史家 木村　千春
理 事 企画部長 鵜澤　綱夫
理 事 総務部長 田中　信雄
理 事 都市計画部長 大町　裕之
監 事 出納室長 高山　美則
監 事 教育総務課長 鈴木　利昭

平成 10年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 生涯学習部副参事 小茶　文夫
副理事長 生涯学習部長 杉田　　昭
常務理事 専　　任 山口　　節
理 事 教育長 大野　　皎
理 事 國學院大学教授 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 郷土史家 木村　千春
理 事 企画部長 鵜澤　綱夫
理 事 総務部長 河野　徳三
理 事 都市計画部長 大町　裕之
監 事 出納室長 高山　美則
監 事 教育総務課長 武内　邦夫

平成 11年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 生涯学習部副参事 小茶　文夫
副理事長 生涯学習部長 金子　有藏
常務理事 専　　任 竹内　　豊
理 事 教育長 大野　　皎
理 事 國學院大学教授 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 郷土史家 木村　千春
理 事 企画部長 鵜澤　綱夫
理 事 総務部長 大町　裕之
理 事 都市計画部長 小倉　敏男
監 事 出納室長 永嶋　高明
監 事 教育総務課長 武内　邦夫

平成 12年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 生涯学習部副参事 小茶　文夫
副理事長 生涯学習部長 藤田　国昭
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職名 役　職　名 氏　名 備　考
常務理事 専　　任 竹内　　豊
理 事 教育長 大野　　皎
理 事 國學院大学教授 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 郷土史家 木村　千春
理 事 企画部長 佐久間洋一
理 事 総務部長 小倉　敏男
理 事 都市計画部長 藤本　康男
監 事 出納室長 永嶋　高明
監 事 教育総務課長 小出　完爾

平成 13年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 生涯学習部参事 磯田　正嗣
副理事長 生涯学習部長 小茶　文夫
常務理事 専　　任 宍倉　和雄
理 事 國學院大学教授 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 郷土史家 木村　千春
理 事 竹内　　豊
理 事 企画部長 佐久間洋一
理 事 総務部長 小倉　敏男
理 事 都市計画部長 藤本　康男
監 事 出納室長 永嶋　高明
監 事 教育総務課長 小出　完爾
評議員 市原市文化財研究会会長 小川　八紀
評議員 江戸川女子短期大学教授 鈴木　仲秋
評議員 市原中央高等学校副校長 常澄　良平
評議員 市津公民館館長 山口　唯一
評議員 教育総務部長 藤田　国昭
評議員 株式会社岡本薬局代表取締役 岡本　良一
評議員 丸山緑化土木産業株式会社社長 丸山　定男
評議員 東海大学附属望洋高等学校教諭 鮎川真由美
評議員 社会福祉協議会五井作業所所長 桑原東太郎
評議員 白鳥　　操

平成 14年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 副教育長 鵜澤　綱夫
副理事長 生涯学習部長 小茶　文夫
常務理事 専　　任 宍倉　和雄
理 事 國學院大学非常勤講師 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 竹内　　豊
理 事 総務部長 小倉　敏男
理 事 財政部長 藤田　国昭
理 事 土木部長 鳥海　清宏
理 事 都市整備部長 桐石　定幸
監 事 出納室長 伊藤　正男

監 事 教育総務課長 小出　完爾 (～ 5/9)
清水　英夫 (5/10 ～ )

評議員 市原市文化財研究会会長 小川　八紀
評議員 江戸川女子短期大学教授 鈴木　仲秋
評議員 市原中央高等学校副校長 常澄　良平
評議員 山口　唯一
評議員 株式会社岡本薬局代表取締役 岡本　良一
評議員 丸山緑化土木産業株式会社社長 丸山　定男
評議員 東海大学附属望洋高等学校教諭 鮎川真由美
評議員 社会福祉協議会五井作業所所長 桑原東太郎

平成 15年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考

理事長 教育総務部長 根本　義男 (～ 7/31)
副教育長 藤本　康男 (8/1 ～ )

副理事長 生涯学習部長 鎗田　　誠
常務理事 専　　任 小茶　文夫
理 事 國學院大学講師 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 竹内　　豊

職名 役　職　名 氏　名 備　考

理 事 総務部長 小倉　敏男 (～ 7/31)
藤田　国昭 (8/1 ～ )

理 事 財政部長 藤田　国昭 (～ 7/31)
根本　義男 (8/1 ～ )

理 事 土木部長 鳥海　清宏
理 事 都市整備部長 桐石　定幸

監 事 出納室長 伊藤　正男 (～ 7/31)
小野高啓一 (8/1 ～ )

監 事 教育総務課長 清水　英夫 (～ 7/31)
永野　喜光 (8/1 ～ )

評議員 市原市文化財研究会会長 小川　八紀
評議員 江戸川女子短期大学教授 鈴木　仲秋
評議員 市原中央高等学校校長付 常澄　良平
評議員 山口　唯一
評議員 株式会社岡本薬局代表取締役 岡本　良一
評議員 丸山緑化土木産業株式会社社長 丸山　定男
評議員 東海大学附属望洋高等学校教諭 鮎川真由美
評議員 桑原東太郎
評議員 公認会計士・税理士 小林　廣美
評議員 市原市立八幡中学校教頭 中村　哲弥

平成 16年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 副教育長 石川　　剛
副理事長 生涯学習部長 鎗田　　誠
常務理事 専　　任 小茶　文夫
理 事 國學院大学講師 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 竹内　　豊
理 事 総務部長 川崎　正義
理 事 財政部長 根本　義男
理 事 土木部長 黒須　大市
理 事 都市整備部長 星野　鴻一
監 事 出納室長 渡辺　三男
監 事 教育総務課長 高橋　　優
評議員 市原市文化財研究会会長 小川　八紀
評議員 江戸川女子短期大学教授 鈴木　仲秋
評議員 市原中央高等学校校長付 常澄　良平
評議員 山口　唯一
評議員 株式会社岡本薬局代表取締役 岡本　良一
評議員 丸山緑化土木産業株式会社社長 丸山　定男
評議員 東海大学附属望洋高等学校教諭 鮎川真由美
評議員 桑原東太郎
評議員 公認会計士・税理士 小林　廣美
評議員 市原市立八幡中学校教頭 中村　哲弥

平成 17年度
職名 役　職　名 氏　名 備　考
理事長 専　　任 藤田　国昭
副理事長 教育生涯学習部長 山口　　修
常務理事 専　　任 鳥海　　宏
理 事 國學院大学講師 加藤　晋平
理 事 和洋女子大学名誉教授 寺村　光晴
理 事 竹内　　豊
理 事 総務部長 三橋　一洋
理 事 財政部長 並木　紀夫
理 事 土木部長 星野　鴻一
理 事 都市整備部長 河野　一雄
監 事 出納室長 渡辺　三男
監 事 教育総務課長 鹿島　　毅
評議員 市原市文化財研究会会長 小川　八紀
評議員 江戸川大学特任教授 鈴木　仲秋
評議員 市原中央高等学校校長付 常澄　良平
評議員 山口　唯一
評議員 株式会社岡本薬局代表取締役 岡本　良一
評議員 丸山緑化土木産業株式会社社長 丸山　定男
評議員 東海大学附属浦安中学校教頭 鮎川真由美
評議員 桑原東太郎
評議員 公認会計士・税理士 小林　廣美
評議員 市原市立湿津中学校校長 中村　哲弥
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　職員名簿（平成57年度～平成17年度）
昭和 57年度
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 事務局長 永野　武保

事務員 相野　光江
調査研究員 郷田　良一
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 田所　　真 (5/1 ～ )

昭和 58年度
所　　属 職　　名 氏 　 　 名 備　　考
庶 務 課 課　長 小茶　文夫

主　事 浅利　幸一
主事補 相野　光江
事務員 秋田　晴美

調 査 課 課　長 郷田　良一
主任調査研究員 山口　直樹
調査研究員 浅利　幸一 (兼 )
調査研究員 森本　和男
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 田所　　真
調査研究員 鈴木　英啓
事務員 高浦　貞子

昭和 59年度
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 小茶　文夫

主　事 浅利　幸一
主事補 相野　光江
事務員 秋田　晴美
事務員 塚本　和江

調 査 課 課　長 郷田　良一
主任調査研究員 山口　直樹
調査研究員 宮本　敬一
調査研究員 米田耕之助
調査研究員 浅利　幸一 (兼 )
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 田所　　真
調査研究員 鈴木　英啓
事務員 高浦　貞子

昭和 60年度
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 田丸　萬富

主事補 大鐘　光江
事務員 秋田　晴美
事務員 藤沢ひとみ
事務員 石渡あゆみ

調 査 課 課　長 清藤　一順
主　幹 石田　広美
主　幹 山口　直樹
主任調査研究員 宮本　敬一
調査研究員 米田耕之助
調査研究員 田中　清美
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 田所　　真
調査研究員 浅利　幸一
調査研究員 大村　　直
調査研究員 木對　和紀
調査研究員 鈴木　英啓
調査研究員 半田　堅三
調査研究員 田中　新史
事務員 高浦　貞子

昭和61年度
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 田丸　萬富

主事補 大鐘　光江
事務員 秋田　晴美
事務員 石渡あゆみ

調 査 課 課　長 清藤　一順
主　幹 石田　広美
主　幹 山口　直樹
主任調査研究員 宮本　敬一
主任調査研究員 米田耕之助
調査研究員 田中　清美
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 田所　　真
調査研究員 浅利　幸一
調査研究員 大村　　直
調査研究員 木對　和紀
調査研究員 鈴木　英啓
調査研究員 半田　堅三
調査研究員 田中　新史
事務員 高浦　貞子
事務員 長谷川いずみ

昭和 62年度
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 田丸　萬富

主事補 大鐘　光江
事務員 秋田　晴美
事務員 石渡あゆみ

調 査 課 課　長 清藤　一順
主　幹 石田　広美
主　幹 加藤　正信
主任調査研究員 宮本　敬一
主任調査研究員 米田耕之助
調査研究員 田中　清美
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 田所　　真
調査研究員 浅利　幸一
調査研究員 大村　　直
調査研究員 木對　和紀
調査研究員 半田　堅三
調査研究員 田中　新史
事務員 高浦　貞子
事務員 田中　祐子

昭和 63年度
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 田丸　萬富

主事補 大鐘　光江
事務員 秋田　晴美
事務員 石渡あゆみ

調 査 課 課　長 石田　広美
主　幹 加藤　正信
主任調査研究員 宮本　敬一
主任調査研究員 田中　清美
調査研究員 浅利　幸一
調査研究員 大村　　直
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 田所　　真
調査研究員 木對　和紀
調査研究員 田中　新史
調査研究員 半田　堅三
事務員 高浦　貞子
事務員 田中　祐子
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平成元年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 田丸　萬富

主事補 大鐘　光江
事務員 秋田　晴美 (～ 9/30)
事務員 石渡あゆみ

調 査 課 課　長 矢戸　三男
係　長 宮本　敬一
主任調査研究員 田中　清美
主任調査研究員 浅利　幸一
調査研究員 大村　　直
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 木對　和紀
調査研究員 忍澤　成視
調査研究員 田中　茂良
調査研究員 田中　新史
調査研究員 半田　堅三
事務員 高浦　貞子

平成２年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 田丸　萬富

主　事 大鐘　光江
主　事 永野　健一

調 査 課 課　長 矢戸　三男
主任調査研究員 田中　清美
主任調査研究員 浅利　幸一
調査研究員 大村　　直
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 木對　和紀
調査研究員 忍澤　成視
調査研究員 田中　茂良
調査研究員 田中　新史
調査研究員 半田　堅三
主　事 高浦　貞子

平成３年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 田丸　萬富

主　事 大鐘　光江
主　事 永野　健一

調 査 課 課　長 矢戸　三男
主任調査研究員 田中　清美
主任調査研究員 浅利　幸一
調査研究員 大村　　直
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 木對　和紀
調査研究員 忍澤　成視
調査研究員 田中　茂良
調査研究員 半田　堅三
主　事 高浦　貞子

平成４年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 田丸　萬富

主　事 大鐘　光江
主　事 阿部　茂之

調 査 課 課　長 米田耕之助
主任調査研究員 田中　清美
主任調査研究員 浅利　幸一
調査研究員 大村　　直
調査研究員 近藤　　敏
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 木對　和紀

所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
調 査 課 調査研究員 忍澤　成視

調査研究員 田中　茂良
調査研究員 半田　堅三
主　事 高浦　貞子

平成５年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 田丸　萬富

主　事 大鐘　光江
主　事 阿部　茂之

調 査 課 課　長 米田耕之助
主任調査研究員 田中　清美
調査研究員 大村　　直
調査研究員 高橋　康男
調査研究員 木對　和紀
調査研究員 忍澤　成視
調査研究員 田中　茂良
調査研究員 小川　浩一
調査研究員 櫻井　敦史
調査研究員 半田　堅三
主　事 高浦　貞子

平成６年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 古宮　祐助

主　事 大鐘　光江
主　事 阿部　茂之

調 査 課 課　長 米田耕之助
係　長 田中　清美
主任調査研究員 大村　　直
主任調査研究員 小出　紳夫
主任調査研究員 田所　　真
調査研究員 忍澤　成視
調査研究員 小川　浩一
調査研究員 櫻井　敦史
調査研究員 半田　堅三
主　事 高浦　貞子

平成７年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 宮崎　澄夫

主　事 大鐘　光江
主　事 阿部　茂之

調 査 課 課　長 米田耕之助
係　長 田中　清美
主任調査研究員 大村　　直
主任調査研究員 小出　紳夫
主任調査研究員 近藤　　敏
主任調査研究員 田所　　真
調査研究員 忍澤　成視
調査研究員 小川　浩一
調査研究員 櫻井　敦史
調査研究員 半田　堅三
主　事 高浦　貞子
事務員 辻　　葉子
事務員 常澄　智子

平成８年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 宮崎　澄夫

主　事 高浦　貞子
主　事 阿部　茂之

調 査 課 課　長 宮本　敬一
係　長 田中　清美
副主査 小出　紳夫
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所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
調 査 課 副主査 近藤　　敏

副主査 高橋　康男
副主査 田所　　真
主任調査研究員 大村　　直
調査研究員 忍澤　成視
調査研究員 小川　浩一
調査研究員 櫻井　敦史
調査研究員 北見　一弘
調査研究員 半田　堅三
主　事 大鐘　光江
事務員 辻　　葉子
事務員 常澄　智子

平成９年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 宮崎　澄夫

主　事 高浦　貞子
主　事 阿部　茂之
事務員 常澄　智子

調査一課 課　長 栗田　則久
副主幹 蜂屋　孝之
主　査 田中　清美
係　長 小出　紳夫
副主査 近藤　　敏
副主査 高橋　康男
副主査 田所　　真
調査研究員 小川　浩一
調査研究員 北見　一弘
調査研究員 鶴岡　英一
調査研究員 小橋　健司
調査研究員 牧野　光隆
主　事 大鐘　光江
事務員 辻　　葉子

調査二課 課　長 宮本　敬一
副主査 大村　　直
主任調査研究員 忍澤　成視
調査研究員 半田　堅三

平成 10年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 宮崎　澄夫

主　事 高浦　貞子
主　事 阿部　茂之
事務員 常澄　智子

調査一課 課　長 栗田　則久
課長補佐 蜂屋　孝之
主　査 田中　清美
係　長 小出　紳夫
副主査 近藤　　敏
副主査 高橋　康男
副主査 田所　　真
調査研究員 小川　浩一
調査研究員 北見　一弘
調査研究員 鶴岡　英一
調査研究員 小橋　健司
調査研究員 牧野　光隆
主　事 大鐘　光江
事務員 辻　　葉子

調査二課 課　長 宮本　敬一
副主査 浅利　幸一
主任調査研究員 忍澤　成視
調査研究員 半田　堅三

平成11年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 宮崎　澄夫

主　事 大鐘　光江
主　事 高浦　貞子
事務員 常澄　智子

調査一課 課　長 栗田　則久
課長補佐 蜂屋　孝之
主　査 田中　清美
副主査 近藤　　敏
副主査 高橋　康男
副主査 田所　　真
調査研究員 小川　浩一
調査研究員 北見　一弘
調査研究員 鶴岡　英一
調査研究員 小橋　健司
調査研究員 牧野　光隆
主　事 阿部　茂之
事務員 辻　　葉子

調査二課 課　長 宮本　敬一
係　長 小出　紳夫
副主査 浅利　幸一
主任調査研究員 田中　茂良
調査研究員 半田　堅三

平成 12年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課　長 宮崎　澄夫

主　任 大鐘　光江
主　任 高浦　貞子
事務員 常澄　智子

調 査 課 課　長 伊藤　智樹
課長補佐 山田　貴久
副主幹 田中　清美
副主幹 小出　紳夫
副主幹 浅利　幸一
副主幹 近藤　　敏
副主幹 高橋　康男
副主幹 木對　和紀
主　査 忍澤　成視
主　査 田中　茂良
副主査 鶴岡　英一
副主査 櫻井　敦史
副主査 北見　一弘
副主査 牧野　光隆
副主査 小橋　健司
主　任 阿部　茂之
調査研究員 半田　堅三
事務員 辻　　葉子

平成 13年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課長事務取扱 宍倉　和雄

副主査 大鐘　光江
主　任 高浦　貞子
事務員 辻　　葉子
事務員 常澄　智子

調 査 課 課　長 伊藤　智樹
課長補佐 山田　貴久
副主幹 田中　清美
副主幹 大村　　直
副主幹 小出　紳夫
副主幹 浅利　幸一
副主幹 近藤　　敏
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所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
調 査 課 副主幹 高橋　康男

副主幹 木對　和紀
主　査 小川　浩一
主　査 櫻井　敦史
副主査 鶴岡　英一
副主査 北見　一弘
副主査 牧野　光隆
副主査 小橋　健司
調査研究員 半田　堅三
調査研究員 田中　大介 (7/1 ～ )
主　任 阿部　茂之
事務員 小宮　真弓

平成 14年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課長事務取扱 宍倉　和雄

副主査 大鐘　光江
主　任 高浦　貞子
事務員 辻　　葉子
事務員 常澄　智子

調 査 課 課　長 伊藤　智樹
課長補佐 山田　貴久
主　幹 安井　健一
副主幹 田中　清美
副主幹 大村　　直
副主幹 浅利　幸一
副主幹 近藤　　敏
副主幹 高橋　康男
副主幹 木對　和紀
主　査 小川　浩一
主　査 櫻井　敦史
副主査 鶴岡　英一
副主査 北見　一弘
副主査 牧野　光隆
副主査 小橋　健司
調査研究員 半田　堅三
主　任 阿部　茂之
事務員 小宮　真弓

平成 15年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課長事務取扱 小茶　文夫

副主査 大鐘　光江
主　任 高浦　貞子
事務員 辻　　葉子
事務員 常澄　智子

調 査 課 課　長 宮本　敬一 （8/1 ～）
課長補佐 西野　雅人
主　幹 安井　健一
副主幹 田中　清美 (～ 7/31)
副主幹 大村　　直
副主幹 浅利　幸一
副主幹 近藤　　敏

調 査 課 副主幹 高橋　康男
副主幹 木對　和紀
副主幹 忍澤　成視 （8/1 ～）
主　査 小川　浩一
主　査 櫻井　敦史
副主査 鶴岡　英一
副主査 小橋　健司
調査研究員 半田　堅三
主　任 阿部　茂之

平成 16年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課長事務取扱 小茶　文夫

副主査 大鐘　光江
主　任 高浦　貞子
事務員 辻　　葉子
事務員 常澄　智子

調 査 課 課　長 宮本　敬一
課長補佐 西野　雅人
主　幹 安井　健一
主　幹 近藤　　敏
主　幹 高橋　康男
副主幹 大村　　直
副主幹 浅利　幸一
副主幹 木對　和紀
副主幹 忍澤　成視
主　査 小川　浩一
主　査 櫻井　敦史
副主査 鶴岡　英一
副主査 小橋　健司
調査研究員 半田　堅三 (～ 7/31)
主　任 阿部　茂之

平成 17年
所　属 職　　名 氏　　名 備　　考
庶 務 課 課長事務取扱 鳥海　　宏

副主査 大鐘　光江
主　任 高浦　貞子
事務員 常澄　智子

調 査 課 課　長 宮本　敬一
課長補佐 西野　雅人
主　幹 大村　　直
主　幹 浅利　幸一
主　幹 近藤　　敏
主　幹 高橋　康男
副主幹 木對　和紀
副主幹 忍澤　成視
主　査 小川　浩一
主　査 櫻井　敦史
主　査 鶴岡　英一
副主査 小橋　健司
主　任 阿部　茂之
事務員 辻　　葉子
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Ⅲ．受託事業費等の推移

年　度 受託事業費
（円）

事業数 発掘件数 職                員

技術職員 内　　訳 事務職員 内　訳
公共 民間 公共 民間 県派遣 市派遣 財団 市派遣 財団

昭和57 41,616,000 3 3 2 3 4 1 3 0 2 0 2
昭和58 238,002,000 7 4 7 3 8 3 4 1 4 1 3
昭和59 226,215,708 15 2 12 2 9 2 6 1 5 1 4
昭和60 494,565,828 19 6 12 5 15 3 9 3 6 0 6
昭和61 464,604,782 18 9 11 7 15 3 9 3 7 0 7
昭和62 398,427,755 23 5 17 5 14 3 9 2 6 0 6
昭和63 330,768,157 24 14 20 13 12 2 8 2 6 0 6
平成１ 388,820,910 16 10 19 6 12 1 9 2 5 0 5
平成２ 247,934,602 16 9 16 6 10 1 8 1 4 0 4
平成３ 183,975,524 15 8 13 5 10 1 8 1 4 0 4
平成４ 237,800,722 15 6 16 6 10 0 9 1 4 0 4
平成５ 254,566,508 10 5 11 3 10 0 9 1 4 0 4
平成６ 234,411,295 11 10 11 7 9 0 8 1 4 0 4
平成７ 258,159,680 15 7 19 5 10 0 9 1 6 0 6
平成８ 334,169,449 18 10 20 8 12 0 11 1 6 0 6
平成９ 343,053,950 19 13 20 8 16 2 13 1 6 0 6
平成10 287,980,005 26 9 25 4 16 2 13 1 6 0 6
平成11 310,248,850 23 11 17 9 16 2 13 1 6 0 6
平成12 286,834,200 19 3 15 3 16 2 13 1 6 0 6
平成13 335,901,664 30 4 24 3 17 2 13 2 6 0 6
平成14 263,404,327 15 3 10 2 16 3 12 1 6 0 6
平成15 220,313,268 13 2 12 1 15 2 12 1 5 0 5
平成16 197,351,863 10 4 9 3 14 2 11 1 5 0 5
平成17 160,661,000 10 1 9 0 12 1 11 0 5 0 5

＊ 事業数は受託事業契約数。発掘件数は１契約で確認と本調査の２件に分かれる場合や市内遺跡などのように１契約で複数の発掘調査を実施
している場合がある。平成 17 年度受託事業費は決算見込み額。
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Ⅳ．普及活動
昭和60年度　 ○第１回　遺跡発表会　昭和61年３月９日：五井会館
 　１．昭和60年度遺跡発掘調査成果の発表
 　２．特別講演「古墳時代の東国と市原」　筑波大学教授　岩崎卓也
 ○遺跡見学会　　１．下鈴野遺跡　　　　昭和60年９月21日
 　　　　　　　　２．山田橋表通遺跡　　昭和60年11月16日
 　　　　　　　　３．千草山遺跡　　　　昭和61年２月15日
 　　　　　　　　４．諏訪台古墳群　　　昭和61年３月22日
昭和61年度 ○第２回　遺跡発表会　昭和62年３月8日：五井会館
 　１．昭和61年度遺跡発掘調査成果の発表
 　２．特別講演「東国における青銅器の世界と市原」　明治大学教授　大塚初重
 ○遺跡見学会　　諏訪台古墳群　　　昭和61年７月26日
昭和62年度 ○第３回　遺跡発表会　昭和63年３月６日：五井会館
 　１．昭和62年度遺跡発掘調査成果の発表
 　２．特別講演「稲荷台１号墳の『王賜』銘鉄剣について」
 　　　国立民俗博物館　教授　白石太一郎・助教授　平川　南・助教授　永嶋正春
 ○遺跡見学会　　１．西広貝塚　　　　　昭和62年６月６日
 　　　　　　　　２．神門３号墳　　　　昭和62年11月28日
昭和63年度 ○第４回　遺跡発表会　平成元年２月５日：五井会館
 　１．昭和63年度遺跡発掘調査成果の発表
 　２．特別講演「貝塚のはなし」　早稲田大学講師　金子浩昌
 ○遺跡見学会　　１．六孫王原遺跡　　　昭和63年８月27日
 　　　　　　　　２．史跡上総国分尼寺　昭和63年11月26日
平成元年度 ○第５回　遺跡発表会　平成２年３月４日：五井会館
 　１．平成元年度遺跡発掘調査成果の発表
 　２．特別講演『謎の上総国府』
 　　ア .「国府のしくみと役割」　奈良国立文化財研究所　山中敏史
 　　イ .「上総国府の所在地について」　文化庁　須田　勉
 ○遺跡見学会　　史跡上総国分尼寺　　平成元年７月15日
平成２年度 ○第６回　遺跡発表会　平成３年３月３日：五井会館
 　１．平成２年度遺跡発掘調査成果の発表
 　２．特別講演 
 　　ア .『古代の道』－市原市条里制遺跡検出の古道跡について
 　　　　　　（財）千葉県文化財センター調査部技術師　大谷弘幸
 　　イ .『近年の発掘成果による日本の古代道』－市原市における道路跡にもふれて－

 　　　　　　國學院大学教授　木下　良

平成３年度 ○第７回　遺跡発表会　平成４年３月20日：五井会館

 　１．平成３年度遺跡発掘調査成果の発表
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平成４年度 ○第８回　遺跡発表会　平成５年３月７日：五井会館

 　１．平成４年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演

 　　ア .『市原市の中世城郭について』中世を生きた人々

 　　　　　　市原市教育委員会　田所　真

 　　イ .『私と考古学』フィージーの環濠区画と耶馬台国以前にあった三階建て

 　　　　　　俳　優　刈谷俊介

平成５年度 ○遺跡発表会　平成６年３月６日：五井会館

 　１．平成５年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演

 　　ア .『動物考古学から見た市原』　早稲田大学考古学研究室　　樋泉岳二

 　　イ .『中世と考古学』　鶴見大学教授　　大三輪龍彦

 ○遺跡見学会　　山田橋大塚台遺跡　　平成５年11月20日

平成６年度 ○遺跡発表会　平成７年３月５日：五井会館

 　１．平成６年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演

 　　ア .『市原の古墳と埴輪』　川村学園女子大学講師　車崎正彦　

 　　イ .『人物埴輪の顔面とその系譜』　早稲田大学講師　市毛　勲　

平成７年度 ○遺跡発表会　平成８年３月17日：五井会館

 　１．平成７年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演

 　　ア .『低湿地遺跡を掘る』（財）長生郡市文化財ｾﾝﾀｰ調査研究員　菅谷通保　

 　　イ .『大昔の自然環境を考える－市原植生史－』　

 　　　　　　　　国立歴史民俗博物館　助教授　辻誠一郎

平成８年度 ○遺跡発表会　平成９年３月９日：五井会館

 　１．平成８年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演

 　　ア .『国分寺跡の諸問題』　文化庁監査官　三輪嘉六　

 　　イ .『建築遺構とその復元』　（財）文化財建造物保存技術協会　理事　伊原恵司

平成９年度 ○遺跡発表会　平成10年３月15日：サンプラザ市原

 　１．平成9年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演『大昔と現代』　国立歴史民俗博物館　館長　佐原　真　

 ○遺跡見学会　山田橋大山台遺跡　平成９年12月13日

平成10年度 ○遺跡発表会　平成11年３月14日：サンプラザ市原

 　１．平成10年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演『今、考古学が楽しい』　奈良大学学長　水野正好　
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平成11年度 ○遺跡発表会　平成12年３月12日：サンプラザ市原

 　１．平成11年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演『日本古代の文字世界「王賜」銘鉄剣から墨書土器まで』　

 　　　　　　　国立歴史民俗博物館　教授　平川　南

平成12年度 ○遺跡発表会　平成13年３月11日：サンプラザ市原

 　１．平成12年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演『市原の弥生琥珀～琥珀文化の中の市原～』　

 　　　　　　　和洋女子大学名誉教授　寺村光晴

平成13年度 ○遺跡発表会　平成14年３月10日：サンプラザ市原

 　１．平成13年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演『古墳と鏡』　早稲田大学講師　車崎正彦

平成14年度 ○設立20周年記念展　平成15年３月21日～ 30日：市原市埋蔵文化財調査センター

 　『発掘　いちはら歴史浪漫』の開催

 ○遺跡見学会　姉崎山新遺跡　平成14年８月８日（地元町会対象）

平成15年度 ○遺跡発表会　平成15年８月24日：サンプラザ市原

 　１．平成13・14年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演『房総の古代の神々と祭祀・儀礼』　千葉県立安房博物館　笹生　衛

平成16年度 ○遺跡発表会　平成16年７月25日：サンプラザ市原

 　１．平成15年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演『蒼き狼の考古学遺跡について（チンギスカンの考古学）』　

 　　　　　　　國學院大学非常勤講師　加藤晋平　

 ○夏休み企画展　平成16年８月２日～ 31日：市原市埋蔵文化財調査センター

 　『はにわの来たみち』の開催

 ○遺跡見学会　能満城跡　平成16年10月30日（地元町会対象）

平成17年度 ○遺跡発表会　平成17年11月27日：サンプラザ市原

 　１．平成16年度遺跡発掘調査成果の発表

 　２．特別講演『なぜムラを溝で囲むのか－環濠集落の意味を読み解く－』　

 　　　　　　　慶応義塾大学助教授　安藤弘道　
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Ⅴ．報告書・冊子・広報誌等刊行図書一覧

番　号 書　　　名　　　等 発　行
調　査　報　告　書
第１集 『皿郷田茂遺跡』 S 59.  3. 14
第２集 『石川城郭跡』 S 59.  3. 31
第３集 『片又木遺跡』 S 59.  3. 31
第４集 『小田部新地遺跡』 S 59.  3. 31
第５集 『池ノ谷遺跡・福増遺跡』 S 60.  3. 30
第６集 『草刈遺跡』 S 60.  3. 20
第７集 『永田・不入窯跡』 S 60.  3. 15
第８集 『山田大宮遺跡』 S 61.  3. 10
第９集 『潤井戸西山遺跡』 S 61.  3. 25
第10集 『大羽根城郭跡』 S 61.  3. 25
第11集 『村上城跡』 S 61.  3. 31

第12集 『能満上細工多遺跡・能満上新関遺跡・能満番面台遺跡・能満旧三山塚』 H12.  3. 30

第13集 『川中遺跡』 S 62.  3. 26
第14集 『市原市郡本遺跡』 S 62.  3. 30
第15集 『白船城跡－第１次－』 S 62.  3. 30
第16集 『下鈴野遺跡』 S 62.  3. 26
第17集 『上大堀遺跡』 S 62.  3. 31
第18集 『下ヶ谷台遺跡』 S 62.  3. 31
第19集 『沢遺跡』 S 62.  3. 31
第20集 『外迎山遺跡・唐沢遺跡・山見塚遺跡』 S 62.  3. 31
第21集 『御蓙目浅間神社古墳』 S 62.  3. 31
第22集 『南富士台遺跡』 S 62.  3. 31
第23集 『菊間手永遺跡』 S 62.  3. 31
第24集 『皿郷田茂遺跡－第２次－』 S 63.  3. 31
第25集 『大和田遺跡』 S 63.  3. 31
第26集 『今富大道遺跡』 S 63.  3. 30
第27集 『中潤ヶ広遺跡・天王台遺跡』 S 63.  3. 29
第28集 『山田橋表通遺跡』 H11.  3. 16
第29集 『千草山遺跡・東千草山遺跡』 H  1.  3. 26
第30集 『市原市文作遺跡』 H  1.  3. 25
第31集 『市原市永田・不入窯跡』 H  1.  3. 25

第32集
『市原市棒ヶ谷遺跡・永田遺跡・海
士有木遺跡・北旭台遺跡・姉崎山谷
遺跡・喜多高沢遺跡・辰巳ヶ原遺
跡・原遺跡－不特定遺跡 (1)－』

H  1.  3. 26

第33集 『福増山ノ神遺跡』 H  1.  3. 30
第34集 『市原市大厩弁天台遺跡』 H  1.  3. 25
第35集 『白船城跡Ⅱ』 H  1.  3. 31
第36集 『青柳塚群』 H  2.  3. 30
第37集 『市原市姉崎東原遺跡』 H  2.  3. 30
第38集 『市原市徒士橋遺跡』 H  2.  3. 30
第39集 『市原市北旭台遺跡』 H  2.  3. 30

第40集 『 市原市姉崎宮山遺跡・小田部向原遺
跡・雲ノ境遺跡－不特定遺跡 (2)－』 H  3.  3. 26

第41集 『市原市郡本大宮遺跡』 H  3.  3. 20
第42集 『市原市大厩浅間様古墳』 H11.  3. 15

番　号 書　　　名　　　等 発　行
第43集 『奉免上原台遺跡』 H  4.  1. 31
第44集 『市原市叶台遺跡』 H  4.  3. 26
第45集 『市原市小谷１号墳』 H  4.  3. 25
第46集 『草刈尾梨遺跡』 H  4.  3. 30
第47集 『市原市奈良大仏台遺跡』 H  4.  3. 26
第48集 『市原市山田橋亥の海道貝塚』 H  4.  3. 26
第49集 『市原市椎津茶ノ木遺跡』 H  4.  3. 31
第50集 『市原市安須古墳群』 H  5.  3. 31
第51集 『市原市姉崎東原遺跡B地点』 H  5.  8. 31
第52集 『市原市待戸遺跡・待戸供養塚』 H  6.  3. 30

第53集 『市原市上総国府推定地確認調査報告書 (1)』 H  6.  3. 31

第54集 『市原市姉崎東原遺跡C地点』 H  6. 11.  1
第55集 『市原市能満上小貝塚』 H  7.  3. 28
第56集 『市原市郡本遺跡（第２次）』 H  7.  3. 31
第57集 『市原市中高根南名山遺跡』 H  7.  3. 31
第58集 『市原市姉崎六孫王原遺跡』 H  9.  9. 30
第59集 『市原市新生荻原野遺跡』 H10.  3. 28

第60集 『祇園原貝塚』　　　　　　　　　　　（上総国分寺台遺跡調査報告Ⅴ） H11.  3. 31

第61集 『市原市郡本遺跡（第４次）』 H11.  3.   5
第62集 『市原市中高根南名山遺跡（第２次）』 H10.10. 30
第63集 『市原市市原城郭跡』 H10.  9. 25
第64集 『市原市五霊台遺跡』 H10.  3. 31
第65集 『市原市西国吉遺跡』 H11.  3. 31

第66集 『市原市大厩辰巳ヶ原遺跡・八幡御所跡推定地』 H11.  3. 31

第67集 『市原市村上川堀遺跡』 H12.  3. ９
第68集 『市原市北野原遺跡』 H12.  3. 30
第69集 『市原市小鳥向遺跡』 H12.  3. 29
第70集 『市原市片又木遺跡Ⅱ』 H12.  3. 29
第71集 『市原市草刈遺跡Ⅱ』 H12.  2. 21
第72集 『市原市姉崎東原遺跡C地点 (2)』 H12.  3. 27

第73集 『市原市畑木小谷遺跡・椎津茶ノ木遺跡（第２次）－不特定遺跡 (3)－』 H12.  3. 21

第74集 『市原市新井花和田遺跡』 H13.  3. 15
第75集 『市原市喜多仲台遺跡』 H13.  3. 30
第76集 『釜神遺跡』 H14.  2. 15
第77集 『市原市小鳥向遺跡Ⅱ』 H14.  3. 15

第78集 『坊作遺跡』　（上総国分寺台調査報告Ⅵ） H14.  3. 28

第79集 『市原市向原台遺跡・東向原遺跡』　　（上総国分寺台調査報告Ⅶ） H14.  3. 28

第80集 『市原市南祇園原遺跡・持塚５号墳・上神台塚群』（上総国分寺台調査報告Ⅷ） H14.  3. 28

第81集 『市原市畑木小谷遺跡Ⅱ』 H14.  3. 14
第82集 『市原市加茂遺跡D地点』 H14.  9. 25

第83集 『市原市稲荷台遺跡』　（上総国分寺台調査報告Ⅸ） H15.  3. 26

第84集 『市原市台遺跡B地点』
　（上総国分寺台調査報告Ⅹ） H15.11. 28
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番　号 書　　　名　　　等 発　行

第85集 『市原市山倉古墳群』　（上総国分寺台調査報告ⅩⅠ） H16.  3. 22

第86集 『市原市菊間遺跡群（袖ヶ台地区）』 H15.  9. 10
第87集 『市原市片又木遺跡Ⅲ』 H16.  3. 19
第88集 『市原市山田橋大山台遺跡』 H16.  3. 15

第89集 『市原市辺田古墳群・御林跡遺跡』　　（上総国分寺台調査報告ⅩⅡ） H16.  3. 22

第90集 『市原市潤井戸西山遺跡C地点』 H16.12. 20

第91集 『市原市市原条里制遺跡（蛇崎八石地区）・仲山遺跡』 H16.  9. 24

第92集 『市原市根田代遺跡』　（上総国分寺台調査報告ⅩⅢ） H17.  3. 18

第93集 『市原市西広貝塚Ⅱ』　　　　　　　　（上総国分寺台調査報告ⅩⅣ） H17.  3. 25

第94集 『市原市加茂遺跡A・B地点』　　　
　（上総国分寺台調査報告ⅩⅤ） H17.  3. 25

第95集 『市原市潤井戸西山遺跡D地点』 H17.  2. 28
第96集 『市原市市東地区遺跡群』 H17.10. 28
第97集 『市原市海上地区遺跡群』 H17.11. 28

第98集 『市原市長平台遺跡』　（上総国分寺台調査報告ⅩⅥ） H18.  2. 27

研　究　紀　要

Ⅰ

１ .『市原市の先土器時代－地形・地
質を中心として－』（近藤　敏）
２ .『草刈、大和田、永田・不入－市
原市における土器研究をめぐる諸
問題－』　（高橋康男）
３ .『房総における改葬系区画墓の出
現期－方形（円形）区画改葬墓の
提唱－』　（木對和紀）
４ .『千草山遺跡の再検討』（田中清
美）

S 62.  3. 30

Ⅱ

１ .『房総半島の新期火山灰の降下に
ついて－富士火山東方地域のテフ
ラ標準柱状図との比較と検証－』
（近藤　敏）
２ .『縄文時代後・晩期の装飾観念－
市原市西広貝塚出土の骨角貝製装
身具を中心として－』　（忍澤成視）
３ .『縄文時代動物意匠論序説』（米
田耕之助）
４ .『市原市内出土の非在地系土器－
縄文時代後期を中心として　資料
紹介－』　（近藤　敏）
５ .『唐崎台遺跡の竪穴住居跡等の編
年試案』　（田中清美）

６ .『土器に描かれた船－弥生～古墳
出現期を中心として－』（浅利幸一）
７ .『ムラの廃絶・断絶・継続』　　
（大村　直）
８ .『竪穴住居の耐久年数からみた房
総における古墳時代須恵器の出現
と終焉－椎津茶ノ木遺跡を中心と
して－』　　　（木對和紀）
９ .『竈構造に関しての一考察』　　
（田中茂良）
10.『器の大きさ－外容積からみた奈
良・平安時代の土器－』（高橋康男）
11.『孟地遺跡の坏』（田所　真）　
12.『地下式壙再考－市原市台遺跡中
世遺構の分析－』（半田堅三）
13.『付編　私の考古学日記』　　　
（鈴木英啓）

H  5.  3. 31

番　号 書　　　名　　　等 発　行

Ⅲ

１ .『テフラの観察について－その方
向性と視点・論点－』　（近藤　敏）
２ .『五所四反田遺跡検出の木製農耕
具について』（小川浩一）

３ .『上総の「造寺司」－坊作遺跡出
土の墨書土器を中心に－』（田所
　真）
４ .『謎の千草山廃寺跡（予察）』　　
（田中清美）
５ .『八幡・五所地域の中世石造物』
（櫻井敦史）

H  7.  5. 19

Ⅳ

１ .『姉崎台出土の石器について』　
（近藤　敏）
２ .『菊間手永遺跡出土遺物補遣』　
（近藤　敏・高橋康男）
３ .『関東地方におけるスッポンの利
用－その開始時期と普及の要因を
めぐって－』（鶴岡英一）
４ .『五所四反田遺跡出土の「スリッ
ト入り」鍬について』（小川浩一）
５ .『刀子小考Ⅰ』（北見一弘）
６ .『謎の千草山廃寺跡Ⅱ－千草山寺
の建っていた頃－』（田中清美）
７ .『県内における中世村落の発展に
ついて－百姓居宅の区画から－』
（櫻井敦史）
８ .『小湊鉄道研究小史』（近藤　敏）
９ .『遷移と再生産』（小橋健司）

H15.  3. 19

Ⅴ

１ .『市原市市原条里制遺跡（蛇崎八
石地区）のテフラ分析』（近藤　
敏）
２ .『市原市市原条里制遺跡蛇崎八石
地区で検出されたテフラ資料の層
位について』（上杉　陽）
３ .『ベンケイガイ製貝輪に学ぶ－体
験学習としての「貝輪づくり」－』
（忍澤成視）
４ .『資料紹介：諸久蔵貝塚採集の貝
輪』　（忍澤成視）
５ .『西広貝塚出土の骨角貝製品につ
いて－昭和23年調査出土資料の紹
介－』　（鶴岡英一）
６ .『GISと遺跡情報管理－市原市域
における弥生時代から古墳時代中
期の遺跡群－』（大村　直・小橋健
司）
７ .『市原八幡宮と中世八幡の都市形成
－文献・考古・石造物史料から－』    
（櫻井敦史）
８ .『資料紹介：祇園原貝塚出土の
「泥めんこ」』（忍澤成視）

H17.  3. 31

Ⅵ

１ .『姉崎棗塚遺跡出土中世人骨の鑑
定と分析について』（小橋健司）
２ .『姉崎棗塚遺跡出土の中世人骨に
ついて』 (松村博文・中村恵美・鈴
木隆雄・三谷　圭）
３ .『棗塚遺跡出土人骨における歯冠
形態と計測値からみたその血縁関
係の推定』　（加藤久雄）
４ .『市原城郭跡出土の人骨について』
（田中清美）
５ .『市原城郭跡出土の中近世人骨』
（加藤久雄・宮口浩徳・松村博文）
６ .『歯冠計測値からみた市原城跡出
土人骨の血縁関係の推定』（加藤久
雄）
７ .『続　小湊鉄道研究小史』（近藤
敏）

H18.  2. 14
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番　号 書　　　名　　　等 発　行
冊　　　子

市原の遺跡（1）　史跡上総国分寺跡
国分僧尼寺とその時代 S 62.  3. 31

市原の遺跡（2）　　縄文時代の生活 S 63.  3  　

市原市文化財センター設立10周年記
念誌　　10年の軌跡 H  5.  3. 30

発掘ってなあに
発掘ってなあに　創刊号 －住居跡篇－ H13.  3. 30

発掘ってなあに　第２号
－貝塚篇別冊－なるみちゃんの貝輪教室 H13.  3. 30

発掘ってなあに　第２号 －貝塚篇－ H14.  2. 28

発掘ってなあに　第３号
－縄文土器篇－ H15.  1. 30

発掘ってなあに　第３号別冊
－なるみちゃんの土器づくり教室－ H16.  2. 20

発掘ってなあに　第４号
－弥生土器篇－ H17.  3. 31

発掘ってなあに　特別号
－発掘のしごと篇－ H18.  1. 31

広報誌「私たちの文化財」

１号 ・文化財センターの仕事
・入門講座第１回 1985.６

２号 ・遺跡紹介－下鈴野遺跡－
・入門講座第２回　 1985.９

３号 ・現地説明会へのお誘い
・入門講座第３回 1986.３

４号
・弥生時代の腕輪－根田遺跡速報－
・入門講座第４回・市原の遺跡と遺
物－顔－

1986.６

５号
・古墳時代の鏡（盤龍鏡）・諏訪台古
墳群見学会・入門講座第５回・市原
の遺跡と遺物－お金のはなし－

1986.９

６号 ・うなかみの王陵－姉崎古墳群－
・入門講座第６回 1986.12

７号
・古墳､横穴墓､須恵器窯－大和田遺
跡速報－・市原の遺跡と遺物－異形
土器のはなし－・入門講座第７回 

1987.３

８号
・縄文時代の遺物の宝庫－西広貝塚
－・入門講座第８回・第２回遺跡発
表会開催

1987.６

９号
・整然と居並ぶ墳墓群－奉免上原台遺
跡速報－・入門講座第９回・市原の
遺跡と遺物－井戸（池ノ谷遺跡）－

1987.９

10号 ・東国最古の古墳群－神門３号墳－
・入門講座第10回 1987.12

11号
・第３回市原市遺跡発表会・市原の
遺跡と遺物－有角石斧－・入門講座
第11回

1988.２

12号
・円筒埴輪列を検出－潤井戸小谷１
号墳速報・市原の遺跡と遺物－三山
塚のはなし－・入門講座第12回

1988.10

13号
・国分寺台遺跡群の調査終わる・上
総国分尼寺現地遺跡見学会開催・第
４回市原市遺跡発表会開催・話題の
周辺－黄金の発見者－

1989.３

番　号 書　　　名　　　等 発　行

14号
・東端の青銅器文化－北旭台の有鉤
銅釧－・上総国分尼寺跡見学会を開
催・80年代の市原をふりかえって・
話題の周辺－黄金の発見者－　

1989.10

15号

・発掘速報－上総国分尼寺の全容解
明－・調査のSCENE－貝塚の地下
レーダー探査・第５回遺跡発表会開
催・倭国大乱－吉野ヶ里遺跡と環濠
集落－

1990.３

16号
・市原市埋蔵文化財調査センターが完
成・調査のSCENE－貝塚の地下レー
ダー探査その２－・倭国大乱その２
－市原市の環濠集落について－

1990.12

17号

・古墳時代の豪族居館址発見－草刈
尾梨遺跡－・調査のSCENE－低湿
地遺跡の出土品－・弥生時代の琥珀
玉検出－椎津茶ノ木遺跡－・第６回
遺跡発表会開催

1991.３

18号
・｢王賜｣銘鉄剣の復元と公開・調査
速報・普及活動・調査のSCENE－
低湿地遺跡の出土品Part２－

1991.12

19号
・天神台遺跡出土の土器に船の絵・
調査速報・第７回遺跡発表会開催・
調査のSCENE－低湿地遺跡の出土
品Part３－

1992.６

20号
・鈴、馬具、墨書土器などの豊富な
遺物が出土－喜多仲台遺跡速報－・
調査のSCENE－貝塚の調査法－・
縄文時代のアクセサリー

1992.10

21号
・月崎寺の台遺跡発掘速報・調査の
SCENE－まぼろしの上総国府－・市
原の遺跡と遺物－イノシシ形土製品
－・Let'sボクらはこの夏歩けオロジー

1994.６

22号
・最近の調査から－郡本遺跡－喜多
仲台遺跡（２次）・調査のSCENE－
貝層の保存－・Let'sボクらは歩けオ
ロジー②

1995.３

23号

・アクセサリーの考古学－縄文時代
篇－貝の腕輪､牙のペンダント－・
最近の発掘調査から－大山台遺跡
－・掘り出しもの紹介－耳飾りを着
けた土偶

2000.３

24号

・アクセサリーの考古学－弥生･古墳
時代篇－金色に輝く青銅の腕輪－・
最近の発掘調査から－姉崎棗塚遺跡
－・掘り出しもの紹介－｢貞観十七
年｣銘の土器

2001.２

25号
・市原の城－中世の城跡の語るもの
－要地に築かれた椎津城－・最近の
発掘調査から－姉崎山新遺跡－・掘
り出しもの紹介－骨角製サイコロ－

2001.３

26号
・昔むかしの木の道具－人と木のか
かわりの歴史－・最近の発掘調査か
ら－市原条里制遺跡－・掘り出しも
の紹介－木製人形－

2002.10

27号
・西広貝塚と縄文人の食卓・最近の
発掘調査から－市原条里制遺跡－・
掘り出しもの紹介－骨製垂飾品－

2005.11

特別号 「発掘いちはら歴史浪漫」設立20周年記念展図録 H15.３

特別号
平成16年夏休み企画展　「はにわの
来たみち」－埼玉から運ばれた山倉
１号墳の埴輪－

2004.７
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番　号 書　　　名　　　等 発　行
遺跡発表会要旨

第１回

①能満烏掘込貝塚（高橋）②潤井戸
西山遺跡（鈴木）③潤井戸下鈴野遺
跡（大村）④能満千草山遺跡（田中清）
⑤山田橋表道遺跡（近藤）⑥養老川、
村田川の古墳（田中新）⑦諏訪台古
墳について（浅利）⑧特別公演「古
墳時代の東国と市原」（岩崎卓也）

S 61.  3. ９

第２回

①諏訪台古墳群（浅利）②姉崎宮山
遺跡（大村）③大和田遺跡（山口）
④棒平遺跡（高橋）⑤根田遺跡（米
田）⑥諏訪台48号墳の調査（田所）
⑧特別公演「東国における青銅器の
世界と市原」（大塚初重）

S 62.  3. ８

第３回

①西広貝塚（高橋）②神門古墳群（浅
利）③文作遺跡（大村）④上原台遺
跡（木對）⑤特別公演「稲荷台１号
墳出土「銘文」鉄剣について」（白石
太一郎・平川南・永島正春）

S 63.  3. ６

第４回

①諏訪台遺跡（加藤）②六孫王原遺
跡（木對）③潤井戸小谷１号墳（高
橋）④福増山ノ神遺跡（浅利）⑤史
跡上総国分尼寺跡（宮本）⑥白船城
遺跡（近藤）⑦特別公演「西広貝塚
の調査」（市原市教育委員会：米田耕
之助）・「縄文時代の貝塚」（早稲田大
学考古学研究室：金子浩昌）

H  1.  2. ５

第５回

①能満分区遺跡群（忍沢）②磯ヶ谷
北旭台遺跡（木對）③新堀叶台遺跡
（大村）④郡本大宮遺跡（浅利）⑤
新生荻原野遺跡Ａ区（近藤）⑥史跡
上総国分尼寺跡（宮本）⑦特別公演
『謎の上総国府』「国府のしくみと役
割」（奈良国立文化財研究所：中山敏
史）・「上総国府の所在について」（文
化庁：須田勉）

H  2.  3. ４

第６回

①草刈尾梨遺跡（半田）②大厩浅間
様古墳（浅利）③椎津茶ノ木遺跡（木
對）④五所四反田遺跡（近藤）⑤特
別公演（古代の道）「市原条里制遺跡
検出の古道跡について」（財）千葉県
文化財センター：大谷弘幸・「近年
の発掘成果による日本の古代道－市
原市における道路跡にもふれて－」
（國學院大学教授：木下良）

H  3.  3. ３

第７回
①亥の海道貝塚（忍沢）②祇園原貝
塚（近藤）③六孫王原遺跡（木對）
④南大広遺跡Ｂ区（浅利）

H  4.  3. 20

第８回

①能満上小貝塚遺跡（忍沢）②姉崎
東原遺跡Ｂ地点（高橋）③安須古墳
群（木對）④喜多仲台遺跡（田中
茂）⑤特別公演「市原市の中世城郭
について」（市原市教育委員会：田所
真）・「私と考古学」俳優（苅谷俊介）

H  5.  3. ７

第９回

①能満上小貝塚遺跡（忍沢）②浅井
小向釜神遺跡（大村）③山田橋大塚
台遺跡（半田）④分目要害遺跡（木
對・桜井）⑤特別公演「動物考古学
から見た市原」（早稲田大学考古学研
究室：樋泉岳二）・「中世と考古学」
（鶴見大学教授、元鎌倉考古学研究所
長：大三輪龍彦）

H  6.  3. ６

第10回

①月崎寺の台遺跡（半田）②郡本遺
跡（田中清）③喜多仲台遺跡（小出）
④椎津尾崎遺跡（桜井）⑤特別公演
「市原の古墳と埴輪」（車崎正彦）・「人
物埴輪の顔面とその装飾」（市毛勲）

H  7.  3. ５

番　号 書　　　名　　　等 発　行

第11回

①山田橋大山台遺跡（近藤）②姉崎
妙経寺遺跡（小出・忍沢）③村上川
堀遺跡（小川）④郡本遺跡群（田
所）⑤特別公演「低湿地遺跡を掘る」
（財）長生郡文化財センター：菅谷道
保・「大昔の自然環境を考える」（国
立民俗博物館助教授：辻誠一郎）

H  8.  3. 17

第12回

①山田橋大山台遺跡（近藤）②潤井
戸中横峰遺跡（小川）③姉崎妙経寺
遺跡（小出）④椎津五霊台遺跡（高
橋）⑤山田橋亥の海道遺跡（田所）
⑥特別公演「国分寺跡の諸問題」（文
化庁監査官：三輪嘉六）・「建築遺構
とその復元」（財）文化財建造物保存
技術協会理事：伊原恵司

H  9.  3. ９

第13回

①山田橋大山台遺跡（近藤）②畑木
小谷遺跡（北見）③潤井戸天王台古
墳群（鶴岡）④姉崎妙経寺遺跡（小
出）⑤姉崎棗塚遺跡（小橋）⑥特別
公演「大昔と現代」（国立歴史民俗博
物館館長：佐原真）

H10.  3. 15

第14回

①姉崎妙経寺遺跡（田中清）②椎津
中台遺跡（高橋）③潤井戸鎌之助遺
跡（田所）④山田橋大塚台遺跡（牧
野）⑤根田祇園原貝塚（忍沢）⑥特
別公演「今、考古学が楽しい」（奈良
大学学長：水野正好）

H11.  3. 14

第15回

①片又木遺跡（小橋）②新堀小鳥向
遺跡（北見）③稲荷台遺跡（鶴岡）
④八幡御墓堂遺跡（牧野）⑤北野原
遺跡（小川）⑥特別公演「日本古代
の文字世界－王賜銘鉄剣から墨書土
器まで－」（国立民俗博物館教授：平
川南）

H12.  3. 12

第16回

①加茂遺跡Ｄ地点（小橋）②能満城
跡（近藤）③花和田遺跡（牧野）④
特別公演「市原の弥生琥珀－琥珀文
化の中の市原－」（和洋女子大学名誉
教授：寺村光春）

H13.  3. 11

第17回

①南岩崎遺跡（田中大）②西野遺跡
群（小川）③能満城跡遺跡（近藤）
④新堀小鳥向遺跡（桜井）⑤片又木
遺跡（桜井・北見）⑥特別公演「古
墳と鏡」（早稲田大学講師：車崎正彦）

H14.  3. 10

第18回

①姉崎山新遺跡（近藤）②西野遺跡
（小川）③市原台地の古代道と関連遺
跡（牧野）④稲荷台遺跡（浅利）⑤
特別公演「房総の古代の神－と祭祀・
儀礼」（県立安房博物館：笹生衛）

H15.  8. 24

第19回

①姉崎山新遺跡（近藤）②西野遺跡
群（小川）③辺田古墳群（木對）④
山倉古墳群（小橋）⑤特別公演「蒼
き狼の考古学遺跡について（チンギ
スカンの考古学）」（國學院大学非常
勤講師：加藤晋平）

H16.  7. 25

第20回

①市原条里制遺跡蛇崎八石地区（西
野）②加茂遺跡Ａ・Ｂ地点（浅利）
③能満城跡遺跡（近藤）④市原の環
濠集落（大村）⑤特別公演「なぜム
ラを溝で囲むのか－環濠集落の意味
を読み解く－」（慶応義塾大学助教
授：安藤広道）

H17.11. 25
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Ⅵ．調査遺跡名とコード番号

調査年度 調査
№セ 遺 跡 名 地 点 報告 所 在 地 事　　業　　名 遺　構　の　概　要 出　土　遺　物

昭和57 1 見位林遺跡 年報
S57

姉崎字見位林
3234－1他

総合病院建設に伴う埋蔵文化財
確認調査（確認調査）

なし 縄文土器

昭和57 1 ﾛ座王山遺跡 年報
S57

姉崎字ﾛ座王
山3417

総合病院建設に伴う埋蔵文化財
確認調査（確認調査）

なし なし

昭和58 2 片又木遺跡 A・B・C
地点

3
集

不入斗地先 姉ヶ崎ニュータウン造成に伴う
埋蔵文化財調査（本調査）

縄文中期住居１／古墳住居17 ／
奈良・平安住居７／奈良・平安
方形周溝5

縄文土器／土師器／須恵器／鉄器

昭和57 ～
58

3 小田部新地遺跡 4
集

小田部208・
荻作967他

京葉機材株式会社山砂採取に伴
う埋蔵文化財調査（確認・本調
査）

縄文前期住居3 ／弥生住居２／
古墳住居８／方形周溝墓14 ／中
期円墳１／中近世火葬墓

縄文土器／弥生土器／土師器／珠文鏡／
ガラス玉／須恵器／ロクロ土師器／カワ
ラケ／古銭

昭和57 4 石川城郭跡 2
集

石川外車輪
881他

㈱太平洋クラブゴルフ場造成に
伴う埋蔵文化財調査

中世山城の縄張り図と郭の調査 カワラケ／古銭／擂り鉢／内耳鍋

昭和57 ～
58

5 上総国府跡推定地 第１・２
次調査

年報
S57・
58

村上1402－
15他

国府小学校改築に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

なし なし

昭和58 099 天神台遺跡
※ 調査コードは国分寺
台調査会からの引継
ぎ番号

年報
S58

村上1018他 国分寺台土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文早期包含層1／縄文包含層1
／縄文前期住居17 ／弥生中期住
居1 ／／弥生中期方形周溝墓20
／弥生後期方形周溝墓7／前期古
墳1／後期円墳10 ／前方後円墳3
／終末期方墳12 ／奈良・平安方
形区画墓23 ／土坑14 ／溝６

縄文早期土器／縄文前期土器／弥生中期
土器／弥生後期土器／古墳前期土師器／
古墳後期土師器／後期須恵器／古墳終末
期土師器／須恵器／ガラス玉／鉄釘／大
刀／鉾／鉄鏃／勾玉／金銅装大刀

昭和58 6 草刈貝塚 6
集

草刈扇谷
1319他

都市計画道路草刈西広線建設に
伴う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文中期住居9 ／縄文土坑18 ／
弥生後期住居４／方形周溝墓１
／古墳住居１

縄文土器／弥生土器／古墳土師器／鉄剣
１／石製模造品／須恵器

昭和58 7 池ノ谷遺跡 第１・２
次

5
集

山倉字堂後
501－1他

福増清掃工場搬入道路文化財発
掘調査（確認・本調査）

井戸１／溝10 ／土坑7／円墳１ 土師器／須恵器４点／灰釉陶器／中世陶
器／常滑産陶器／カワラケ

昭和58 8 福増遺跡 5
集

福増字六万部
193－1他

福増清掃工場搬入道路文化財発
掘調査（確認・本調査）

セ７池ノ谷に含む セ７池ノ谷に含む

昭和58 9 能満番面台遺跡・旧能
満三山塚

12
集

能満1405－4
他

市道114号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認・本調査）

縄文時代土坑4 ／縄文時代炉穴
4／縄文時代落し穴2／中世・近
世溝4／三山塚１

縄文土器74点／土師器76点／須恵器4点
／陶器5点／瓦1点／石器12点／鉄器1点
／獣歯骨1体分

昭和58 10 皿郷田茂遺跡 第１次 1
集

平野69番地
先

皿郷田茂遺跡緊急調査事業（確
認・本調査）

円形周溝１／方形周溝墓７／甕
棺墓１／溝１

縄文土器／古墳土師器

昭和58 11 菊間手永遺跡 23
集

菊間字北野
谷 貝 塚 台
2162他

下水処理場関連工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

縄文後期～晩期住居26 ／小竪穴
２／土坑１／弥生中期住居29 ／
環濠１／弥生～古墳時代住居23
／方形周溝墓2／平安住居5

縄文土器／弥生土器／古墳土師器／中世
陶磁器／人骨82 ／骨角器／刺突具／垂飾
／骨鏃／貝輪／獣骨／石器／貝刃／鹿角
製品／ロクロ土師器／墨書土器／軒瓦

昭和58 12 堰の上遺跡 年報
Ｓ58

久保字神土
30－1他

市営水道取水場管理用道路建設
に伴う埋蔵文化財調査（確認調
査）

なし 縄文土器267点／石器21点。

昭和59 13 能満上細工多遺跡・
上新関遺跡

（下中貝遺跡）

12
集

能満2038－1
他

市道114号線に伴う埋蔵文化財調
査（確認・本調査）

Ａ区 (官衙関係遺構 )　奈良・平
安溝6／奈良・平安掘立柱建物8
／奈良住居1
Ｂ･Ｃ区　縄文落し穴6　　　

旧石器礫30点／旧石器剥片5点／縄文中
期土器若干／奈良・平安土師器・須恵器
1箱／鉄鏃1点／鉄釘1点／鉄滓若干／馬
骨／中世宝篋印塔笠石2点

昭和59 14 上大堀遺跡 １次 17
集

能満字上大堀
1531－171他

都市計画道路君塚小田部線建設
に伴う埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

縄文中期住居2／縄文土坑５ 縄文土器74点

昭和59 15 潤井戸西山遺跡 9
集

潤井戸字西山
1297他

都市計画道路草刈西広線に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

弥生中期環濠１／弥生後期住居
１／古墳住居23 ／古代四脚門１
／柵列／古代住居１

弥生土器／弥生石斧／古墳土師器／須恵
器／石製模造品

昭和59 16 花和田遺跡 74
集

新井字花和田
733

浄水場建設に伴う埋蔵文化財調
査（確認・本調査）

三山塚／セ107に含む セ107に含む

昭和59 17 村上城跡
（上総国府推定地）

第３次
調査

11
集

村上1402－1 国府小学校プール建設に伴う埋
蔵文化財調査（本調査）

堀4／近世土葬墓２／自然堤防 板碑／五輪塔／宝篋印塔／銅製香炉／古
銭

昭和59・
平成元～ 2

18 大厩浅間様古墳 42
集

大厩字川上
1395－1

宅地造成（大厩地区）に伴う埋
蔵文化財調査（本調査）

弥生中期方形周溝墓4 ／弥生後
期住居9／古墳前期円墳1／古墳
前期住居2／土坑4

弥生中期壺棺3／（主体部副装品）　珠文
鏡1点／石釧1点／刀子1点／瑪瑙勾玉2点
／琥珀勾玉7点／琥珀棗玉4点／琥珀小玉
19点／管玉53点／ガラス小玉31点／ガラ
ス勾玉1点

昭和59 19 沢遺跡 19
集

奉免字沢165
他

南総運動広場建設に伴う埋蔵文
化財調査（確認・本調査）

古代溝／住居１／掘立柱建物跡
４／奈良工房１

土師器／鉄鏃／刀子

昭和59 20 萩ノ原北遺跡 年報
Ｓ59

上高根字萩
ノ 原 壱1611
番1他

南総ゴルフ場建設工事に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

縄文落し穴1

昭和59 21 下ヶ谷台遺跡 18
集

大作字下ヶ
谷台101－31
番地他

大作地区農道整備に伴う埋蔵文
化財調査（確認・本調査）

古墳前期住居1 ／古墳後期住居
５／奈良・平安住居１

古墳～奈良・平安土師器／須恵器甕

昭和59 22 永田窯跡 7
集

不入697－43
他

永田・不入窯址確認緊急調査
（確認調査）

古代窯跡灰原の確認調査 須恵器

昭和59 23 不入窯跡 7
集

不入697－43
他

永田・不入窯址確認緊急調査
（確認調査）

古代窯跡灰原の確認調査 須恵器

昭和59 ～
60

24 下鈴野遺跡 16
集

潤井戸字上
清 水 谷1684
他

（仮称）帝京技術科学大学の用地
に係る埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

縄文住居3 ／縄文土坑43 ／弥生
後期～古墳住居34 ／古墳５／奈
良・平安方形周溝9／溝

縄文土器／弥生土器／土師器／鉄鏃／大
刀／勾玉

昭和59 25 山田大宮遺跡 8
集

山田字大宮
714他

今富郵便局建設に伴う埋蔵文化
財調査（確認・本調査）

弥生中期方形周溝墓8 弥生壺形土器

昭和59 ～
60

26 椎津中林遺跡 年報
S59・
60

椎津2196他 市道111号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認・本調査）

縄文早期炉穴86 ／縄文陥し穴1
／不明炉（製鉄関係？）1 ／中
世以降溝8／不明土坑1

縄文早期土器2箱／縄文剥片若干／平安
土師器1点／不明鉄滓1点／不明鉄器2点
／江戸古銭1点
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調査年度 調査
№セ 遺 跡 名 地 点 報告 所 在 地 事　　業　　名 遺　構　の　概　要 出　土　遺　物

昭和59 ～
60

27 千草山遺跡 １次 29
集

能満字
東千草山
1476

文化施設建設に伴う埋蔵文化財
調査（確認・本調査）

炉穴3群／縄文中期住居2／弥生
後期住居3 ／古墳後期～奈良・
平安住居52 ／掘立柱建物跡4 ／
溝4 ／方形周溝状遺構4 ／土坑8
／蔵骨器1

縄文早期土器／縄文中期土器／弥生土器
／古墳土師器・須恵器／奈良土師器・須
恵器／ロクロ土師器／灰釉椀／灰釉長頸
壺／金銅製耳環／鉄鏃／鉄滓／金銅製飾
り金具／布目瓦／人骨／須恵器平瓶

昭和60 ～
61

28 諏訪台遺跡 年報
S60・
61

村上902番地
他

国分寺台土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文早期住居9／炉穴１４３地点
／早期地点貝塚16 ／縄文前期住
居7／弥生中期方形周溝墓34 ／古
墳前期方墳16 ／前期前方後方墳
1／後期円墳19 ／後期前方後円墳
4 ／終末期方墳7 ／奈良・平安方
形区画墓12 ／地下式改葬墓3／奈
良・平安住居12 ／奈良・平安掘
立柱建物跡12 ／土壙43 ／溝12

縄文土器750箱／弥生土器／古墳土師器
／古墳須恵器／奈良・平安土師器／墨書
土器／須恵器／石器／鉄剣／鎗／大刀／
鉄鏃／鉄斧／鋤先／釶／刀子／ガラス玉
／盤龍鏡／管玉／切り子玉／勾玉／蔵骨
器／早期人骨1／馬歯／貝サンプル491箱
／

昭和60 29 根田遺跡 89
集

惣社789－1
他

国分寺台土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

弥生後期住居16 ／弥生後期方形
周溝墓4／弥生後期土坑4／古墳
前期円墳1

弥生土器15箱／弥生後期銅釧11点／勾玉1
点／管玉1点／ガラス玉30点／古墳前期土
師器25箱／銅鏡1点／管玉1点／素環頭大
刀1点／大刀1点／剣3点／ヤリガンナ1点

昭和60 30 外迎山遺跡 20
集

風戸字
入口ノ沢
1163番地他

姉崎カントリークラブ増設工事
に伴う埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

縄文住居1 ／炉穴3 ／縄文土坑6
／方墳2 ／改葬区画墓28 ／火葬
墓４（蔵骨器）

縄文土器／石器／土師器／須恵器／蔵骨
器／古銭

昭和60 31 唐沢遺跡 20
集

立野字唐沢
295－1番地他

姉崎カントリークラブ増設工事に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

縄文炉穴21 縄文土器6023点／礫、石器1728点／土師
器73点／須恵器１点

昭和60 32 山見塚遺跡 20
集

立野字山見塚
301－1番地他

姉崎カントリークラブ増設工事に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

縄文住居19 ／縄文土坑7／貝ブロ
ック14箇所／方墳11／円墳１／溝

土器片54,726点／石器

昭和60 33 御蓙目浅間神社古墳 21
集

五井字蓙目
3888他

都市計画道路五井駅東口線建設
に伴う埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

帆立貝式古墳１ 埴輪／猪／鹿／鳥／馬／人物／相撲／円
筒埴輪／奈良土師器、須恵器

昭和60 34 南富士台遺跡 22
集

鶴舞字南富士台
1028－5他

県道鶴舞牛久線改良工事に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

弥生住居5／古墳前期住居4／ 縄文土器／弥生土器／土師器／石器

昭和60 35 烏堀込貝塚 年報
S60

能満字
上味噌柵
2133－1地先他

市道166号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認・本調査）

縄文炉穴4／縄文中期住居8／縄
文土坑5／近世以降溝1

縄文土器20箱／縄文石器30点／縄文人骨
2体／縄文獣骨数点／縄文貝5箱／近世以
降陶器片20点

昭和60 36 山田橋表通遺跡 28
集

山田橋字大田
328他

都市計画道路君塚小田部線建設
に伴う埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

縄文中期土坑1 ／縄文後期住居
1／縄文後期土坑1／弥生後期住
居38 ／古墳前期住居3 ／平安住
居2／平安掘立柱建物4／平安土
壙墓1／道路5 ／中世周溝1／土
坑4／掘立柱建物1

縄文土器1箱／弥生後期土器、古墳土器
15箱／平安須恵器／ﾛｸﾛ土師器／瓦2箱

昭和60 37 中潤ヶ広遺跡 27
集

潤井戸字
中潤ヶ広
1609他

帝京技術科学大学関連道路（一
般道路）建設に伴う埋蔵文化財
調査（確認・本調査）

縄文陥し穴１／後期円墳１ 古墳後期土師器杯１／石鏃１

昭和60 38 大羽根城郭跡 10
集

本郷字郷堂
1630他

高滝カントリークラブ建設工事
に伴う埋蔵文化財調査

中世山城の外郭の測量調査

昭和60 39 郡本遺跡 １次 14
集

郡本4丁目
103番地

市原信用組合郡本支店建設に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

弥生後期住居2 ／奈良・平安住
居5

弥生土器／土師器／須恵器／ロクロ土師
器／墨書土器／帯金具

昭和60 40 土宇下原遺跡 年報
S60

土宇字下原
1102－1

東林寺墓地造成に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

縄文中期土坑3／弥生後期住居1
／古墳後期住居2／中世火葬墓1
／近世墓5

縄文早期土器／縄文中期土器／縄文石片
／弥生土器／古墳土師器／土製支脚／中
世人骨片／常滑壺棺／近世釘／近世陶器
片　計5箱

昭和60 ～
62

41 奉免上原台遺跡 43
集

奉免字上原台
1130他

市原ゴルフ倶楽部増設工事に伴
う埋蔵文化財調査（確認・本調
査）

縄文早期炉穴34群／早期住居2
／縄文前期住居6 ／縄文中期住
居1／古墳住居9／円形周溝2／
方墳1 ／方形周溝遺構48 ／火葬
墓10 ／土坑222

縄文土器／弥生土器／古墳土師器／蔵骨
器／奈良土師器／軒瓦

昭和61 42 小草畑棒平遺跡 年報
S61

小草畑字棒平
258－3他

ロイヤルファーストゴルフクラ
ブ建設に伴う埋蔵文化財調査
（本調査）

三山塚１ カワラケ／古銭700枚

昭和61 43 東国吉川中遺跡 13
集

東国吉字川中
59地先他

若菜建設株式会社による土砂採取
に伴う埋蔵文化財調査（本調査）

前期方墳3／弥生後期住居2／土
坑２

弥生土器／土師器

昭和61 44 今富大道遺跡 26
集

今富字大道
1055－1

市道2135号線改良に伴う埋蔵文
化財調査（確認・本調査）

縄文炉穴46群・121箇所／溝／道
路

縄文早期条痕文土器／石器

昭和61 45 白船城跡 １次 15
集

山木字城ノ内
1258－1番地他

宅地造成に伴う埋蔵文化財調査 弥生住居3 ／奈良・平安住居10
／掘立柱建物跡１／中・近世地
下式坑／近世墓5

緑釉陶器／ロクロ土師器／墨書土器／東
海系羽釜／灰釉手付水注

昭和61 46 皿郷田茂遺跡 ２次 24
集

平野字皿
郷田茂70他

加茂支所移転改築事業に伴う埋
蔵文化財調査（確認・本調査）

方墳1／円墳1 ／溝2 ／掘立柱建
物跡1／土坑10

古墳時代土師器

昭和61 47 狩豆柵遺跡 年報
S61

能満字狩豆柵
1780－1他

市道166号線改良に伴う埋蔵文化
財調査

縄文中期住居1／奈良・平安溝2 縄文土器2箱／須恵器数点

昭和61 48 大和田遺跡 25
集

大和田字緑岡
378－16他

市道7253号線改良工事に伴う埋
蔵文化財調査（本調査）

円墳１／方墳2 ／横穴墓16 ／窯
跡１／道2／土壙墓1／土坑2 ／
溝２／住居１（工房跡？）

須恵器高杯／須恵器大甕／須恵器杯／大
刀／鉄鏃／金銅製耳環／銅釧／ガラス小
玉／滑石製小玉／土師器

昭和61 49 千草山遺跡 ２次 29
集

能満1475地
先他

能満千草山への文化施設建設用地
造成工事に伴う埋蔵文化財調査

セ27に同じ セ27に同じ

昭和61 50 軍谷遺跡 年報
S61

栢橋620－12
番地他

ザ・カントリークラブ上郷コー
ス新設工事に伴う埋蔵文化財調
査（確認調査）

縄文土壙3／縄文陥し穴3／中世
～近世溝3 ／中世～近世道路状
遺構1

縄文礫、石器1箱／縄文土器1箱／中世～
近世煙管1点

昭和61 51 不入窯跡 31
集

不入字腰当
473－1他

県営圃場整備（加茂地区）に伴
う埋蔵文化財調査

奈良須恵器窯跡灰原確認調査 奈良時代須恵器

昭和62 51 永田窯跡 31
集

不入字下新谷
574他

県営ほ場整備事業（加茂地区）
に伴う埋蔵文化財調査

奈良須恵器窯跡灰原確認調査 奈良時代須恵器

昭和61 52 姉崎宮山遺跡 40
集

姉崎2278、
2282－2

姉崎神社緊急確認調査（本調査）弥生住居2／古墳住居5／掘立柱
建物跡3以上／柱列１／溝1／土
坑4

弥生土器／古墳土師器／抉入石斧1／縄
文土器／銅釧／ガラス小玉／滑石製小玉
／土師器／カワラケ／古銭
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調査年度 調査
№セ 遺 跡 名 地 点 報告 所 在 地 事　　業　　名 遺　構　の　概　要 出　土　遺　物

昭和61 ～
62

53 西広貝塚 ７次 93
集

西広21－1他 国分寺台土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文後期住居10 ／土坑20 ／弥生
後期住居10

縄文土器100箱／骨角器約100点／人骨13
体／獣骨、魚骨多数／弥生土器3箱

昭和61 ～
62

54 諏訪台古墳群 年報
S61・
62

村上902他 国分寺台土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文早期竪穴住居2 ／炉穴12群
／早期住居2／陥し穴9／縄文前
期住居11 ／弥生中期方形周溝墓
8／終末期方墳201 ／前方後方墳
1 ／奈良・平安方形区画墓16 ／
火葬墓2／土壙29

縄文早期土器／縄文早期石器／弥生中期
土器／古墳土師器／奈良・平安土師器／
弥生琥珀玉1

昭和61 ～
62

55 文作遺跡 30
集

葉木字文作
325番地他

農業公社牧場設置（草地造成）
事業に伴う埋蔵文化財調査（確
認・本調査）

縄文住居2 ／古墳終末期～平安
住居147 ／掘立柱建物跡34 ／土
壙35

縄文土器／古墳土師器／奈良土師器／ロ
クロ土師器／奈良須恵器／灰釉椀／灰釉
長頸壺／鉄斧／鎌／紡垂車／鉄鏃／刀子

昭和61 ～
62

56 鯉鯛遺跡 年報
S62

勝間字越タイ
687番地他

模型飛行機場造成事業に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

縄文陥し穴5／円墳1 縄文土器40点／土師器8点

昭和61 57 上大堀遺跡 ２次 年報
S61

能満字上大堀
1531－107他

都市計画道路君塚小田部線建設
に伴う埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

縄文土坑2／中世近世土坑2 縄文土器59点／礫13点／チップ1点

昭和62 58 能満東千草山遺跡 29
集

能満字
東千草山
1482－7他

文化施設建設に伴う進入道路建
設にかかる埋蔵文化財調査（確
認・本調査）

弥生後期住居11 ／古墳前期住居
3／溝4／土坑2／

弥生後期土器／古墳前期土師器／ロクロ
土師器／布目瓦／オオツタノハガイ貝輪

昭和62 59 神門3号墳 年報
S62

惣社字塚越
936，937

国分寺台土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

前方後円型円墳1／溝5／弥生末
住居10

弥生土器、土師器、瓦70箱／短剣1／鎗1
／鉄鏃2／ヤリガンナ1／管玉13

昭和62 60 菊間向原遺跡 市内
S62

菊間字向原
2897－8

市原市埋蔵文化財緊急調査事業
（確認・本調査）

炉穴／縄文中期住居1 ／方形周
溝遺構1／溝5／土坑3

縄文早期土器／縄文中期土器

昭和62 61 鶴舞広小路遺跡 市内
S62

鶴舞字広小路
349－4

市原市埋蔵文化財緊急調査事業
（確認・本調査）

土坑１基 土師器片

昭和62 ～
63

62 吉野１号墳／南岩崎吉
野遺跡

市内
S62

西国吉字吉野
1697－102他

市原市埋蔵文化財緊急調査事業
（確認調査）　

前方後円墳（吉野1号墳）周溝／
方形周溝墓1／住居1／溝1／

弥生末～古墳前期土師器／土玉1／古墳
土師器／須恵器甕片／円筒埴輪

昭和62 ～
63

63 北旭台遺跡 39
集

磯ヶ谷字旭台
87－2番地他

ゴルフ練習場建設工事に伴う埋
蔵文化財調査（確認・本調査）

縄文住居14 ／弥生住居6 ／方形
周溝墓２／古墳住居11 ／方墳2
／円墳2／改葬区画墓4／土坑36

縄文土器／弥生土器／土師器／有鉤銅釧
／鉄鉾／刀子

昭和62 64 姉崎東原遺跡 Ａ地点 37
集

姉崎2711－1
他

宅地造成（姉崎地区）に係る埋
蔵文化財調査（本調査）

円墳１／溝２／弥生住居4 ／古
墳前期住居1

弥生土器／古墳土師器

昭和62 65 高坂棒ヶ谷遺跡 32
集

高坂字棒ヶ谷
225－1地先他

不特定遺跡発掘調査（確認・本
調査）

円墳１／弥生後期～古墳前期竪
穴住居11 ／土坑22 ／溝13

弥生土器／古墳土師器

昭和62 66 中高根南名山遺跡 第２地点 57
集

中高根字南名
山1340－2他

市道6018号線改良に伴う埋蔵文
化財調査（確認・本調査）

道路状遺構 奈良土師器杯

昭和62 67 東四辻遺跡 年報
S62

能満字東四辻
1866－32他

市道166号線改良に伴う埋蔵文化
財調査（本調査）

奈良・平安溝1 なし

昭和62 ～
63

68 根田（辺田・御林跡）
遺跡

89
集

惣社字辺田
788他

国分寺台土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

弥生住居23 ／古墳住居7／古墳2
／古墳周溝墓3／古墳土壙墓2／
奈良・平安土壙墓2 ／中世・近
世溝4／中世・近世炭窯1

弥生土器5箱／古墳土師器20箱／奈良・
平安灰釉椀1点／奈良・平安短頸壺1点
（蔵骨器）／中世陶器

昭和62 ～
63

69 潤井戸居鞍遺跡 年報
S63

潤井戸字居鞍
1516他

都市計画道路草刈西広線建設に
伴う埋蔵文化財調査（本調査）

旧石器地点分布1／縄文早期礫集
中地点3／中期方墳1／後期円墳
1／古墳後期土壙墓1／中近世柵
列2／溝4／竪穴状遺構1／土壙1

旧石器石器5点／旧石器剥片その他10点
／縄文早期土器3箱／縄文早期石器30点
／縄文早期垂飾1点／縄文早期礫6箱／古
墳土師器1箱／中近世土器5点／古銭2点

昭和62 70 潤井戸天王台遺跡 １次 27
集

潤井戸字天王台
2270－2番地他

帝京技術科学大学関連道路改良工
事に伴う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文土壙2／弥生～古墳住居2／
木棺墓１

弥生～古墳土器／古墳土師器／縄文土器

昭和62 71 白船城跡 ２次 35
集

山木字城の内
1241－2

宅地造成に係る埋蔵文化財調査
（本調査）

土坑5／溝1 土師器、陶器1箱

昭和63 72 諏訪台遺跡 神社
北地点

年報
S63

村上字諏訪台
1662他

国分寺台土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文早期住居3 ／縄文早期竪穴
状遺構3 ／炉穴43 ／早期土壙5
／早期地点貝塚10 ／弥生後期住
居1／弥生後期方形周溝墓3／弥
生後期～古墳前期墳墓6 ／古墳
前期前方後方墳1／方墳1／土壙
5／奈良・平安地下式土壙2／井
戸状遺構1 ／中・近世溝１／土
壙16 ／不明土壙14

縄文早期土器約30箱／弥生後期土器約2
箱／土師器約1箱／石器、礫約30箱／鉄
鏃18点／刀子1点／金銅製耳環2点／錫製
耳環片1点／ガラス小玉438点／琥珀玉10
点／臼玉6点／勾玉5点／丸玉14点／貝サ
ンプル約100箱

昭和63 73 諏訪台遺跡 神社
南地点

年報
S63

村上字諏訪台
1662他

国分寺台土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文早期住居2 ／炉穴14 ／早期
土壙5／弥生後期住居2／前期前
方後方墳1 ／終末期方墳ないし
方墳系周溝墓4 ／木棺墓・土壙
墓14 ／古墳以降住居1 ／奈良・
平安土壙墓1／中・近世道4

縄文早期土器約10箱／弥生後期土器約1
箱／土師器、須恵器、灰釉陶器約1箱／
中世、近世陶磁器若干／石器、礫約1箱
／直刀1点／刀子4点／鉄鏃1点／不明鉄
製品2点

昭和62 74 大厩弁天台遺跡 34
集

大厩字弁天台
1236－1番地他

住宅建設（大厩地区）に伴う埋
蔵文化財調査（確認・本調査）

中期古墳１／弥生末住居２／道
路２

弥生末土器／古墳中期土師器、須恵器

昭和62 75 祇園原瓦窯跡 年報
S62

根田字祇園原
天王前481他

国分寺中央公園建設に伴う埋蔵
文化財調査（確認調査）

縄文幼児埋葬（遺構 ?)1 縄文土器5箱／奈良・平安瓦10点／人骨1
体／獣骨数点

昭和63 76 川在南障子遺跡 Ａ地点 年報
S63

川在587番地
他

市道52号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

時期不明溝1／縄文炉跡1／縄文
早期陥し穴1

縄文早期土器30箱

昭和63 77 六孫王原遺跡 Ａ区・
Ｂ区

58
集

姉崎字六孫王
原3221番地他

マンション建設に伴う埋蔵文化
財調査（本調査）

弥生～古墳中期住居84 ／木棺墓
4

弥生土器／古墳土師器／鉄剣

昭和63 78 潤井戸天王台遺跡 ２次 年報
S63

潤井戸字居
鞍1519他

都市計画道路草刈西広線建設に
伴う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文土坑3／近世井戸8／近世溝
13 ／時期不明土坑3

縄文土器、近世陶器0.5箱

昭和63 79 福増山ノ神遺跡 33
集

福増字山ノ
神261他

産業廃棄物処理施設建設に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

縄文炉穴５／陥し穴7 ／弥生住
居5／古墳住居7／奈良方形区画
墓2／地下式改葬墓３

縄文土器／弥生土器／土師器／奈良～平
安原始灰釉壺

昭和63 80 小田部向原遺跡 40
集

小田部字向
原115－8他

不特定遺跡発掘調査　（確認・本
調査）

墳丘墓周溝1／住居30 ／土坑1 剣形石製模造品／有孔円板／弥生土器／
土師器
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昭和63 81 白船城跡遺跡 ３次 35
集

山木字城ノ内
1241他

宅地造成（若宮地区）に係る埋
蔵文化財調査（確認・本調査）

中・近世土坑5／溝1 土師器、陶器1箱

昭和63 82 潤井戸小谷1号墳 45
集

潤井戸字小谷
678他

砂防整備工事（本調査） 後期前方後円墳 円筒埴輪／朝顔形埴輪／須恵器大甕／須恵
器無蓋高杯土師器／須恵器杯／須恵器提瓶

昭和63 83 定堀込遺跡 市内
S63

能満字定堀込
1789－3他

市原市埋蔵文化財緊急調査（確
認・本調査）

方墳1／溝 縄文土器／弥生土器／古墳土師器／奈良
須恵器蓋／平安土師器

平成2～３ 84 六孫王原遺跡 Ｃ・Ｄ区 58
集

姉崎字
六孫王原
3234地先他

マンション建設（姉崎地区）に
伴う埋蔵文化財調査（確認・本
調査）

弥生竪穴住居1／奈良・平安溝2
／奈良・平安土坑16 ／中世土坑
2

土師器片／弥生土器

昭和63 85 史跡上総国分尼寺跡 年報
S63

国分寺台土地
区画整理事業
地内第Ⅰ工区
101街区他

史跡上総国分尼寺跡環境整備事
業（確認調査）

奈良・平安瓦100箱／奈良・平安土師器、
須恵器、灰釉陶器1箱／鉄釘、鉄滓若干
（保管届による）

昭和63 86 大厩細野遺跡 年報
S63

大厩字細野
1166地先他

宅地造成（大厩地区）に伴う埋
蔵文化財調査

弥生後期竪穴住居1 ／時期不明
竪穴状遺構1

弥生後期約100点

昭和63 87 郡本大宮遺跡 41
集

藤井3丁目
119－1他

宅地造成（市原地区）に係る埋
蔵文化財調査（確認・本調査）

縄文炉穴1 ／弥生住居2 ／古墳住
居38 ／奈良・平安住居30 ／掘立
柱建物2／土坑3／平安土師器窯2

縄文土器30点／弥生土器20点／古墳土師
器48箱／金銅製耳環1点／奈良・平安土
師器42箱／刀子2点／鎌1点／鉄斧1点

昭和63 88 能満下小貝塚遺跡 年報
S63

能満字
上小貝塚
1940－4他

残土処分場設置に伴う埋蔵文化
財調査（確認・本調査）

縄文陥し穴1 ／古墳竪穴住居11
／時期不明土坑1／時期不明溝2
／近世溝2

縄文土器、土師器　計1箱

昭和63 ～
平成元

89 青柳塚群 36
集

青柳字円馬戸
2212地先他

青柳特定土地区画整理事業に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

近世塚4／近代炭窯1 土師器、陶器、自然遺物、古銭　計5箱

昭和63 90 犬成桜の木台遺跡 年報
S63

犬成778他 市道233号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認調査）

時期不明溝1 縄文早期（撚糸文・条痕文）0.5箱／縄文
石鏃2点

昭和63 ～
平成元

91 新生荻原野遺跡 A区・
一本松塚

59
集

新生字
南荻原野一帯

後楽園市原レクリエーションワ
ールド建設に伴う埋蔵文化財調
査（確認・本調査）

縄文炉穴21 ／住居21 ／土坑123
／方形区画墓18 ／溝12 ／掘2 ／
塚2／遺物集中地点1／埋甕1

セ176に含む

平成元 92 新生荻原野遺跡 Ｂ区 59
集

新生字
南荻原野一帯

後楽園市原レクリエーションワ
ールド建設に伴う埋蔵文化財調
査（本調査）

縄文炉穴21 ／住居1 ／土坑22 ／
方形区画墓4／溝1／道路2

セ176に含む

昭和63 ～
平成元

93 新生荻原野遺跡 Ｃ区 59
集

新生字
南荻原野一帯

後楽園市原レクリエーションワ
ールド建設に伴う埋蔵文化財調
査（確認・本調査）

前方後円墳1 ／炉穴13 ／住居11
／溝13 ／方形区画墓6／土坑19

セ176に含む

昭和63 ～
平成元

94 奈良大仏台遺跡 47
集

奈良字大仏台
350地先

市道119号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認・本調査）

縄文中期住居3／縄文中期小竪穴
9／縄文早期陥し穴22 ／平安住居
1／近世以降溝3／近世以降土坑4

旧石器剥片1点／縄文土器10箱／縄文礫、
石器20点／土師器1箱

昭和63 ～
平成元

95 叶台遺跡 44
集

新堀834番地
他

市道161号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認・本調査）

弥生住居23 ／古墳住居48 ／古墳柱
穴列1／古墳土坑20 ／不明土坑15

弥生土器20箱／弥生石器10点／古墳土師
器50箱／古墳須恵器30点／鉄器5点

昭和63 96 松ヶ島蔵ノ下遺跡 年報
S63

松ヶ島字
蔵ノ下403他

不特定遺跡　（確認調査） なし 弥生土器数点／土師器数点／近世・近現
代陶磁器数10点

昭和63 97 柏原遺跡群 年報
S63

柏原地先他 県営圃場整備事業海原地区試掘
調査（試掘調査）

なし 土師器25点／磁器2点／石2点／貝片1点
／木片1点

昭和63 98 海保中谷遺跡 年報
S63

海保字中谷地
先他

県営圃場整備事業海原地区試掘
調査（試掘調査）

なし せ97に含む

昭和63 99 大坪永隅遺跡 年報
S63

大坪字永隅地
先

県営圃場整備事業海原地区試掘
調査（試掘調査）

なし せ97に含む

昭和63 100 雲ノ境遺跡 40
集

菊間字雲ノ境
2842－1番地他

不特定遺跡発掘調査（確認・本
調査）

住居18 ／古墳2 ／陥し穴1 ／溝7
／土坑2

縄文早期土器／弥生後期土器／古墳前期
土師器／古墳土師器／奈良土師器／平安
須恵器／布目瓦／和鏡

昭和63 101 白船城跡遺跡 ４次 年報
S63

山木字城ノ内
1233他2筆

不特定遺跡発掘調査（確認調査）斜面部犬走り状平坦面、溝、土
坑若干。

平成元 102 史跡上総国分尼寺跡 ２次 年報
H元

国分寺台土地区画
整理事業地内第Ⅰ
工区第101街区他

史跡上総国分尼寺跡環境整備事
業（確認調査）

瓦300箱／須恵器、灰釉陶器1箱／鉄釘、
金具、鉄滓等若干／木製螺髪1

平成元 103 史跡上総国分僧寺跡 薬師堂
１次

年報
H元

惣社911，
907－1

国分寺薬師堂解体修理に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

瓦300箱／土師器4箱／鉄釘10点

平成元 104 潤井戸上横峰遺跡 市内
H元

潤井戸字上横
峰617－4他

市内遺跡群発掘調査（確認調査）古墳6／住居4／土壙1

平成元～
２

105 椎津茶ノ木遺跡 49
集

椎津茶ノ木
545

宅地造成（椎津地区）に伴う埋
蔵文化財調査

弥生中期～奈良・平安竪穴住居
157 ／古墳2 ／方形周溝墓2／掘
立柱建物跡4／溝6 ／土坑9 ／柵
列１

弥生土器／古墳土師器／古墳須恵器／弥
生琥珀玉／石製模造品／古墳須恵器／金
銅製耳環／奈良～平安須恵器／ロクロ土
師器

平成元 106 姉崎上野合遺跡 A・B・C
区 (確認 )
A区（本調査）

市内
H元

姉崎字上野合
1818－1他

市内遺跡群発掘調査　（確認・本
調査）

古墳2／住居4／溝2／道路1 古墳中期土師器／埴輪

平成元 107 花和田遺跡 ２次 74
集

新井731 市営浄水場建設に伴う埋蔵文化
財調査（本調査）

三山塚1／縄文早期住居11 ／炉穴
19 ／陥し穴9 ／縄文土坑44 ／方
形周溝遺構1／溝4／近世炭窯2

縄文早期土器7箱／縄文礫、石器5箱／カ
ワラケ／古銭

平成元 108 喜多徒士橋遺跡 １次 38
集

喜多字徒士橋
771－2

宅地造成（喜多地区）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

奈良・平安住居3 ／奈良・平安
掘立柱建物1／近世道路跡1／近
世溝2／不明土坑3

土師器、須恵器3箱／刀子3点

平成元 109 能満分区遺跡群 年報
H元

能満1898番地
他

市道166号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

（本調査）縄文住居4／縄文陥し
穴1／縄文貯蔵穴24 ／縄文土坑7

（本調査）縄文土器、石器150箱／縄文貝
17箱／縄文人骨5体以上／獣骨、魚骨1箱

平成元 110 中高根南名山遺跡 第３地点 57
集

中高根字南名山
1342－26地
先他

市道6018号線改良工事に伴う埋
蔵文化財調査（確認・本調査）

方形周溝状遺構2／溝2／土坑7 土師器1点／縄文土器20点／石2箱
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平成元 111 道生堀遺跡 年報
H元

飯給字原157
－1番地先

飯給農道４号線改良工事に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

縄文後期陥し穴1 ／縄文後期住
居1／縄文後期小土坑群

縄文土器20箱／縄文石器、礫2箱

平成元 112 喜多徒士橋遺跡 ２次 年報
H元

喜多字徒士橋
780－1他

不特定遺跡（確認調査） 終末期方墳、溝など。

平成元 113 能満分区貝塚 年報
H元

能満2106他 重要遺跡（貝塚）測量（確認調
査）

縄文後期の馬蹄形貝塚

平成元 114 山倉天王・堂谷貝塚 年報
H元

山倉658 重要遺跡（貝塚）測量（確認調
査）

縄文中・後期のメガネ状貝塚

平成元 115 村上遺跡群 国府１次 53
集

村上1126－1
他

上総国府推定地確認調査 中・近世以降土坑4 ／中・近世
以降溝8／近世以降炭窯1／近世
以降桶埋設土坑1

奈良・平安布目瓦2箱／土師質土器片／
中・近世陶磁器片／鉄・青銅金具類／銅
銭（寛永通宝？）／鉄滓

平成元 116 史跡上総国分僧寺跡 西辺部
１次

年報
H元

惣社字壱町畑
926－2番地他

史跡整備に伴う史跡上総国分寺
跡確認調査

炉穴3／縄文早期陥し穴1／古墳
前期住居跡9／古墳土坑3／古墳
溝2／奈良・平安掘立柱建物2／
柵列1 ／土坑1 ／柱穴8 ／住居1
／中・近世溝2

縄文早期条痕文系土器／焼礫／古墳前期
土師器／奈良・平安土師器計1箱／瓦50
箱／鉄製品

平成2 117 史跡上総国分僧寺跡 西辺部
２次

年報
H2

惣社字壱町畑
1787番地他

史跡整備に伴う史跡上総国分寺
跡確認調査

古墳土師器1箱／奈良～平安土師器1箱／
土師器1箱／瓦70箱／近世人骨20体

平成2 118 史跡上総国分僧寺跡 薬師堂
２次

年報
H2

惣社911・
907－1

国分寺薬師堂解体修理に伴う確
認調査

A区（奈良・平安瓦を伴う土坑3
／薬師堂に伴うピット5）B区（薬
師堂に伴うピット16 ／地鎮具埋
納遺構1）C区（国分寺金堂講堂
間瓦敷き参道）

奈良・平安瓦240箱／江戸カワラケ7点／
江戸寛永通宝13点／棒状木製品5点

平成2 119 能満分区遺跡群 年報
H2

能満
1925番地他

市道166号線改良に伴う埋蔵文化
財調査

縄文住居1 ／弥生末～古墳前期
住居2／時期不明住居2／古墳方
形周溝2／縄文陥し穴3／縄文及
び時期不明土坑長方形1方形2円
形25 ／中・近世溝2 ／道路跡2
／単独出土の土器2／ピット7

縄文後期主体土器24箱（完形品6点）／
弥生土器、土師器2箱（完形品3点ミニチ
ュア2点）／縄文土坑内貝6箱／旧石器石
器／縄文石器11点（スクレーパー・石
鏃・石皿・その他）

平成2 120 五所四反田遺跡 年報
H2

五所字四反田
2154他

白金第２小学校建設に伴う埋蔵
文化財調査

弥生住居1／古墳掘立柱建物2／
古代道路1 ／河川跡1 ／平安溝3
／中世以降河川跡4 ／中期方墳
1／古墳溝5／中世以降溝多数／
古墳井戸跡2／古墳祭祀遺構1

旧石器ナイフ形石器1点／縄文土器0.5箱
／弥生土器1箱／古墳土師器400箱／古墳
須恵器0.5箱／古墳銅鏡1面／古墳石製品
0.5箱／木製品500箱（人形、鋤鍬、鳥形、
木皿、曲物など）

平成2 121 姉崎東原遺跡 Ｂ地点 市内
H2

姉崎東原
2713－3他

市内遺跡発掘調査　（確認調査） 住居28 ／土壙4／古墳2／溝3 縄文土器／弥生土器／古墳土師器

平成2 122 南岩崎多田良遺跡 市内
H2

南岩崎字
多田良677－10

市内遺跡発掘調査　（確認調査） 弥生後期住居1／溝2 縄文早期土器／弥生後期土器

平成2 123 磯ヶ谷竹ノ下遺跡 年報
H2

磯ヶ谷字竹ノ下
1067地先他

三和運動広場建設に伴う試掘調
査（試掘調査）

なし なし

平成2 124 上高根南名山遺跡 第６地点 57
集

上高根字駒野
1607－4地先他

市道6018号線改良工事に伴う埋
蔵文化財調査（確認・本調査）

方形周溝状遺構1（主体部1基）、
道路状遺構、溝跡

ナイフ形石器／土師器蔵骨器／須恵器片

平成2 125 草刈尾梨遺跡 潤井戸西
山遺跡B
地点

46
集

草刈字尾梨
193－1他

ガソリンスタンド（草刈地区）
建設に伴う埋蔵文化財調査（確
認調査）

縄文陥し穴2 ／弥生中期住居跡
2／古墳前期住居跡2／古墳後期
住居跡9／古代掘立柱建物跡5／
古代溝3／江戸墓壙3

旧石器石器1点／縄文石器1点／縄文～古
墳土器片7箱／須恵器1点／土師器12点／
支脚2点／古銭12点／人骨／歯

平成2 126 安久谷向ノ岱遺跡 市内
H2

安久谷字向ノ岱
174－1他

市内遺跡発掘調査　（確認・本調
査）

住居7／方形周溝墓5／土壙7 ／
溝１

縄文前期土器／弥生中期土器／弥生末土
器

平成2～ 3 127 山田橋表道遺跡
（亥の海道貝塚）

A地点 48
集

山田橋字表通
173－1他

ガソリンスタンド（山田橋地区）
建設に伴う埋蔵文化財調査（確
認・本調査）

縄文後期住居5 ／土坑10 ／平安
住居1／溝4／小規模貝層11地点

縄文石器／人骨1体／縄文土器／土製品
／骨角貝製品

平成2 128 山木白船城跡 ５次 市内
H2

山木1290番地 宅地造成（山木地区）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

斜面整形遺構／排水溝を伴う平
坦面／地下式土壙2

常滑・瀬戸・美濃等陶器片／石塊等2箱

平成2 129 待戸遺跡・待戸供養塚 52
集

西国吉字待戸
130－1他

牛久配水池建設に伴う埋蔵文化
財調査（確認・本調査）

奈良・平安住居2／土坑２ 奈良・平安土師器／須恵器／鋸／縄文土
器／古銭

昭和63・
平成３

130 六孫王原遺跡 Ｄ区 58
集

姉崎字
六孫王原
3234地先他

マンション建設（姉崎地区）に
伴う埋蔵文化財調査（確認・本
調査）

弥生中期方形周溝墓18 ／弥生中
期土壙墓2 ／弥生後期方形周溝
墓1／弥生後期円形周溝墓1／円
墳周溝1 ／前方後方墳１／中・
近世溝3／中・近世土坑20

縄文土器50点／縄文ナイフ形石器1点／
縄文石鏃1点／弥生土器2箱／弥生管玉16
点／弥生勾玉7点／須恵器30点／中・近
世陶磁20点／土師器

平成2 131 佐是城跡 年報
H2

佐是字武城
1030－2

不特定遺跡（確認・本調査） 中・近世ピット多数／中・近世
溝1／中・近世土坑2／円墳周溝
1／弥生後期住居跡3／縄文中期
埋甕を伴うピット1

縄文土器1箱／弥生土器2箱／古墳土師器
3箱／須恵器片数／陶磁器片数点／中・
近世渡来銭数点／中・近世キセル1点

平成2 132 村上遺跡群 国府２次 53
集

村上字後口
1166他

上総国府推定地確認調査（確認
調査）

土坑群1／溝数条／井戸1／掘立
柱建物柱跡1

奈良・平安土師器／須恵器5箱／陶器片
数点／瓦数点

平成3 133 能満南大広遺跡 Ｂ地区 年報
H3

能満字東四辻
1871－6

宅地造成（東四辻地区）に伴う
埋蔵文化財調査（本調査）

奈良・平安竪穴住居5 ／平安方
形基壇1／古墳後期溝3／不明土
壙墓1／小鍛冶跡1／不明住居1

土師器5箱／瓦20点／刀子2点／須恵器1
点／鉄滓10点／大刀1点

平成3 134 山倉前畑遺跡 市内
H3

山倉字前畑
475－5

市内遺跡発掘調査　（確認・本調
査）

古墳後期住居1／溝1／近世土坑 弥生土器／古墳後期土師器／奈良・平安
土師器／平安灰釉壺

平成3 135 川在南障子遺跡 Ｂ地点 市内
H3

川在字南障子
574－3他

市内遺跡発掘調査　（確認・本調
査）

塚1／住居2 ／小竪穴1／ピット
群／溝1

縄文土器／石器

平成3 136 別府台遺跡 年報
H3

安須字別府台
926－1他

ゴルフ練習場造成（安須地区）
に伴う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文住居5／縄文土坑？／縄文集
石9 ／弥生住居3 ／弥生方形周溝
墓1／古墳住居4／円墳2／方墳19

縄文土器0.5箱／縄文石鏃／縄文石斧／弥
生土器0.5箱／弥生石斧／古墳前期土師器
1箱／古墳中・後期土師器／須恵器

平成3 137 能満分区遺跡群 年報
H3

能満
1780－12

市道166号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

縄文小竪穴11 ／縄文ピット40 ／
縄文炉穴1／縄文溝2／縄文陥し
穴2／縄文住居1／古墳前期住居
2／古墳前期土坑1／中・近世溝
1／中・近世土坑1

縄文土器10箱／弥生土器0.5箱／土師器1
箱／旧石器・縄文石器片数点／古墳前期
火災住居から完形の甕・転用坩・甑各1
点

平成3 138 六孫王原遺跡 Ｅ地区 市内
H3

姉崎字毛尻
3220－10

市内遺跡発掘調査　（確認調査） 弥生末～古墳住居14 弥生末～古墳前期土師器
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平成3 139 安須別府台遺跡 Ｂ地点 年報
H3

安須字別府台
926番地

不特定遺跡発掘調査（確認・本
調査）

縄文土坑7 ／弥生後期住居10 ／
弥生後期方形周溝墓1 ／弥生後
期土坑1／古墳前期住居5／古墳
後期円墳？ 1 ／終末方墳4 ？／
中世溝3

縄文早期土器／弥生後期土器／古墳前期
土器

平成3 140 南名山遺跡 第１／第
５地点

57
集

中高根字恵方
1335－2地先他

市道6018号線改良工事に伴う埋
蔵文化財調査（確認・本調査）

（第1地点）　道路状遺構4条／溝状
遺構1条／ピット／（第5地点）　
道路状遺構／陥し穴1基（縄文時
代）／中・近世溝状遺構／土壙

土師器1箱

平成3 141 根田祇園原貝塚 ５次 年報
H3

根田字祇園原
464－2他

国分寺中央公園整備に伴う埋蔵
文化財調査（確認・本調査）

縄文炉穴7／縄文住居17 ／弥生環
濠1／弥生住居9／弥生？土壙墓1
／奈良・平安住居6／尼寺外郭溝2

貝サンプル392箱／縄文土器、弥生土器、
須恵器、瓦、土師器110箱／貝輪片／牙製
垂飾／石斧／縄文人骨6／弥生土壙墓人骨1

平成3 142 史跡上総国分尼寺跡 年報
H3

国分寺台土地区画
整理事業地内第Ⅰ
工区第101街区

史跡上総国分尼寺跡環境整備に
伴う確認調査

奈良・平安土師器、須恵器10箱／奈良・
平安瓦1000箱／不明鉄器数点

平成3 143 高滝柏野遺跡 年報
H3

高滝895－41
他

浄水場管理用道路建設に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

旧石器末～縄文早期礫散布地1 縄文土器3点／石鏃1点／剥片3点

平成3～ 4 144 喜多仲台遺跡 １次 年報
H3 
H4

喜多字仲台
60他

市道48号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認・本調査）

縄文土坑29 ／縄文竪穴住居1 ／
平安竪穴住居19 ／平安掘立柱建
物10 ／中・近世土坑36 ／地下式
土坑3／道状遺構12 ／溝条遺構6
／井戸状遺構1

縄文土器片2箱／土師器片25箱／須恵器
片2箱／鉄器10数点／銅製鈴片1点／鉄製
馬具1点／他

平成3 145 古甲遺跡 １次 53
集

門前2丁目
57，64　郡本
2丁目350－2

上総国府推定地確認調査（確認
調査）

奈良・平安住居跡2 ／奈良・平
安土坑1 ／奈良・平安ピット群
／近世土坑1／不明ピット列2／
不明溝1

奈良・平安土師器／須恵器／瓦8箱／緑
釉陶器／灰釉陶器数点／奈良・平安？鉄
滓1箱／近世陶器1箱

平成3 146 土宇下原遺跡 年報
H3

土宇字下ノ原
1106番地他

東林寺墓地造成に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

竪穴住居／溝／塚／土坑／中世
墓／近世墓以上計23

縄文土器／弥生土器／土師器／須恵器／
石器／刀子　計12箱

平成4 147 不入斗元居原遺跡 年報
H4

有秋台東3丁目
5番地他

市道1093号線改良工事に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

遺構なし 土師器 /土器片数点 /丸礫数点

平成4～ 5 148 釜神遺跡 76
集

浅井小向
499－1他

都市農業センター建設に伴う埋
蔵文化財調査（確認・本調査）

弥生住居198 ／古墳～平安住居
36 ／平安掘立柱建物3 ／古墳前
期方形周溝墓5／円墳9／平安台
地整形遺構1 ／時期不明溝36 ／
土坑49（平成4・5年度）

弥生土器310箱／古墳～奈良・平安土師
器25箱／古墳～奈良・平安須恵器4箱／
石器5点／鉄器、青銅器22点（平成4・5
年度）

平成4 149 姉崎東原遺跡 Ｂ地点 51
集

姉崎字東原
2715他

宅地造成（姉崎東原地区）に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

弥生住居約20 ／古墳後期住居1
／古墳2／溝8／土坑約10

弥生土器、土師器20箱／石器、礫2箱

平成4 150 安須1・2号墳
（安須古墳群）

50
集

安須字金堀
939

ゴルフ場用道路建設に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

方墳3／弥生住居1／平安住居1／
平安掘立柱建物1／道跡2／土坑1

縄文土器／弥生土器／土師器／須恵器／
刀子形石製模造品1／ガラス小玉1

平成4 151 原太稲荷塚 年報
H4

岩崎字川幅
92番地

岩崎土地区画整理事業に伴う埋
蔵文化財調査（本調査）

近世塚1 近世瓦／陶器片／管状土錘／古銭　計5
箱

平成4 152 不入斗大宮遺跡 年報
H4

不入斗字
下大宮1477

宅地造成（青葉台地区）に伴う
埋蔵文化財調査（確認調査）

縄文早期炉穴1／古墳後期溝1／
江戸土地整形凹地

縄文早期、後期土器0.5箱／古墳土師器
0.5箱

平成4・9 153 潤井戸天王台古墳群 年報
H4

潤井戸字
天王台
2270-7他

都市計画道路草刈西広線（神崎）
建設工事に伴う埋蔵文化財調査
（確認・本調査）

縄文中期土坑4／弥生末葉住居12
／弥生末葉方形周溝墓1／古墳6
／古墳主体部5／古墳土壙墓4／
中・近世塚1／時期不明井戸4／
時期不明道路10 ／時期不明溝6

縄文土器／縄文石器／弥生土器／古墳土
師器・須恵器／直刀／鉄鏃／金銅製耳環
／鏡／匂玉／管玉／ガラス玉／中・近世
陶磁器／中・近世銭／中・近世五輪塔　
計30箱

平成4 154 南名山遺跡 第４地点 57
集

上高根1600
番地他

市道6018号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認・本調査）

溝1条 縄文中期土器片3点（接合可）／磨石破
片1点

平成4 155 能満上小貝塚遺跡 55
集

能満字上小貝
塚1926－15他

トラックターミナル建設に伴う
埋蔵文化財調査（確認調査）

セ160に含む セ160に含む

平成4 156 姉崎東原遺跡 Ｄ地点 市内
H4

姉崎東原
2713－1

市内遺跡発掘調査　（確認調査） 弥生中期住居1 ／時期不明方形
周溝墓1

弥生土器、土師器　計2箱

平成4 157 江古田送り神塚 市内
H4

鶴舞
1158－2，3

市内遺跡発掘調査　（本調査） 近世塚1 カワラケ28点／古銭6点

平成4 158 山田橋大塚台遺跡 年報
H4

山田橋332他 都市計画道路草刈西広線建設工
事に伴う埋蔵文化財調査（確認
調査）

縄文住居7 ／弥生住居34 ／古墳
～奈良・平安住居12 ／古墳周溝
1 ／古代道跡3 ／江戸時代溝11
／縄文土坑12 ／柱穴痕3

縄文土器／弥生土器／土師器／礫／布目
瓦／須恵器／近世陶器／古銭片 計3箱

平成4 159 勝間上座頭橋遺跡 年報
H4

勝間字上座頭
橋1843地先他

土砂採取（勝間地区）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

古墳前期？竪穴住居1 古墳前期土師器1箱

平成4 160 能満上小貝塚遺跡 55
集

能満字
上小貝塚
1926－15他

トラックターミナル建設に伴う
埋蔵文化財調査（本調査）

縄文住居36 ／弥生住居1 ／縄文
土坑158 ／弥生墓抗1／貝ブロッ
ク271

縄文土器100箱／獣骨1箱／人骨1箱／貝サ
ンプル222箱／手燭形土器／イノシシ形土
製品／土版／石製垂飾／磨製石斧／土板

平成4 161 村上白山遺跡 年報
H4

村上字2768他 市道83号線建設工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

奈良・平安旧河道1／江戸溝1 土師器／須恵器／陶器　計1箱

平成4 162 大厩鍛冶屋前台遺跡 市内
H4

大厩字鍛冶
屋前台990

市内遺跡発掘調査　（確認調査） 弥生住居9／土坑1／古墳住居24
／土坑13

弥生土器／土師器　計1箱

平成4～ 5 163 分目要害遺跡 年報
H4

分目字分目
要害296他

市道112号線建設に伴う埋蔵文化
財調査（確認・本調査）

古墳住居15 ／中世地形整形2 ／
中世溝1／空堀5

弥生土器／土師器／石製模造品／須恵器
／中世陶器片／木製品（割木弓、円盤、
棒、杭他）

平成4 164 宮原堂谷遺跡 年報
H4

宮原字堂谷
841－1他

市道112号線建設に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

時期不明溝状遺構1 土師器数点

平成4 165 宮原布谷台貝塚 年報
H4

宮原字布谷台
787他

市道112号線建設に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

縄文中期竪穴住居5 ／縄文中期
貝塚2 ／古墳後期住居13 ／中世
城郭遺構多数

縄文中期土器／石器／土師器／須恵器／
中世陶器片

平成4 166 郡本遺跡群（古甲遺跡）２次 53
集

郡本2丁目
346番地

上総国府推定地確認調査 溝1 奈良・平安土師器／須恵器／灰釉陶器／
緑釉陶器／瓦　計3箱

平成4 167 山木深堀遺跡 年報
H4

山木字深堀
658－1地先
他

不特定遺跡発掘調査（確認調査）平安？住居2／地下式横穴墓2／
溝1／遺構内貝ブロック3／竪穴
住居残骸ピット他

土師器／須恵器／貝／馬骨　計3箱
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平成5 168 山田橋大塚台遺跡 年報
H5

山田橋332他 都市計画道路草刈西広線建設工
事に伴う埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

縄文早期炉穴30 ／弥生後期住居
55 ／古墳前期住居1 ／古墳後期
住居18 ／奈良・平安竪穴住居2
／掘立柱建物2 ／奈良・平安道
路跡3／江戸小竪穴1／江戸地下
式坑1 ／江戸円形土壙15 ／古墳
方墳周溝1 ／時期不明溝16 ／時
期不明住居7

縄文土器／縄文石器／弥生土器／弥生土
製勾玉／弥生土玉／弥生銅製指輪／弥生
鉄製品／土師器／須恵器／鉄製品／奈
良・平安土器／瓦／江戸陶器／江戸鉄製
品／江戸銅製煙管等　計35箱

平成5 169 村上遺跡群 年報
H5

村上
1139地先他

市道101号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

中世溝状遺構1 ／時期不明溝状
遺構3／時期不明土坑1／近世以
降溝状遺構1

土師器片2箱／陶器片3箱

平成5 170 土宇下原遺跡 B地点 年報
H5

土宇1101－23
番地他

東林寺墓地造成工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認調査）

古墳終末期方墳2 ／方形周溝状
遺構11 ／縄文早期住居5 ／古墳
後期住居7 ／縄文土坑25 ／古墳
終末期以降の溝1

縄文早期土器／土師器／須恵器／石器／
鉄製品（釘）他　計6箱

平成5 171 分目要害遺跡 年報
H5

分目字要害
302－2他

市道112号線建設工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

古墳土器集中地点1 ／中世城郭
跡1（中世堀4）／中世地下式坑
23 ／中世土坑墓3 ／中世火葬跡
2／中世井戸跡3／中世竪穴状遺
構2 ／中世溝1 ／中世方形区画2
／中世土坑6／中世ピット群1／
中世貝ブロック4／近世溝4／土
器・木器を含む泥炭層1

縄文土器／弥生土器／土師器／須恵器／
石製模造品（鏡・玉・剣）／中・近世陶
磁器（雑器類）／土師質土器／木器（曲
物・弓・編物・植物遺存体）／炭化米／
貝類／人骨／獣骨／宋銭（4点）／五輪
塔／板碑等残欠計20点／茶臼／硯等　計
200箱

平成5 172 神崎東官台遺跡 市内
H5

神崎字東官台
383他

市内遺跡発掘調査（確認・本調
査）

弥生後期住居5／近世墓壙3／縄
文早期炉穴1／土坑1

弥生土器4箱／礫、近世陶器1箱

平成5 173 高倉溝谷遺跡 市内
H5

高倉字溝谷
289

市内遺跡発掘調査（確認調査） 縄文土坑3 縄文土器／カワラケ　計1箱

平成5 174 月崎寺の台遺跡 市内
H5

月崎字寺の台
1096－2

市内遺跡発掘調査（確認） 溝2／縄文土坑5 縄文土器／縄文石器　計7箱

平成5・8 175 立野中伊沢遺跡 年報
H5

立野228－1
他

市道148号線改良工事工事に伴う
埋蔵文化財調査（本調査）

縄文早期炉穴6 ／縄文早期包含
層／縄文陥し穴1 ／縄文土坑20
／奈良・平安時代住居1 ／時期
不明道路遺構2

奈良・平安土師器、須恵器2箱／旧石器
石核1点／旧石器剥片1点／縄文早期土器
4箱／縄文焼礫5箱／縄文石鏃3点

平成5～ 6 176 荻原野遺跡 Ａ区 59
集

新生字
西荻原野一帯

（仮称）後楽園市原レクリエーシ
ョンワールド建設に伴う埋蔵文
化財調査（本調査）

（Ｈ5）縄文早期包蔵地3 ／縄文
前期包蔵地2 ／縄文早期・前期
炉穴計6／陥し穴2／縄文土坑22
／奈良・平安方形周溝状遺構1
／中・近世土坑20 ／奈良・平安
溝1／時期不明遺構。多数（Ｈ6）
縄文早期炉穴13 ／縄文中期住居
2 ／陥し穴13 ／古墳後期前方後
円墳1／縄文後期道路跡1／縄文
後期溝2／奈良方形周溝状遺構5
／中・近世溝3／近世落ち込み1
／近代落ち込み1／近代道2

（Ｈ5）縄文早期土器5箱／縄文前期土器5
箱／縄文後期土器5箱／縄文礫、石器5箱
（Ｈ6）縄文土器30箱／縄文石器1箱／古
墳土師器、奈良須恵器2箱／近世陶磁器1
箱／鉄滓2点／骨片1箱

平成5～ 6 177 新生荻原野遺跡 Ｂ区 59
集

新生字
西荻原野一帯

（仮称）後楽園市原レクリエーシ
ョンワールド建設に伴う埋蔵文
化財調査（本調査）

セ176に含む セ176に含む

平成5～ 6 178 新生荻原野遺跡 Ｃ区 59
集

新生字
西荻原野一帯

（仮称）後楽園市原レクリエーシ
ョンワールド建設に伴う埋蔵文
化財調査（本調査）

セ176に含む セ176に含む

平成5 179 菊間深道遺跡 Ａ地点 市内
H5

菊間1973
番地の一部

市内遺跡発掘調査（確認調査） 東関山古墳周溝／弥生Ｖ字溝1
／弥生住居6／溝3／土坑1

弥生土器／土師器　計10箱

平成5 180 椎津坂ノ上遺跡 年報
H5

椎津2967
地先他

市道153号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認調査）

縄文早期炉穴1／縄文早期土坑2／
縄文住居跡1／近世溝3／近世道路1

縄文土器／土師器／近世土器　計0.5箱

平成5 181 姉崎東原遺跡 C地点 54
集

姉崎2720－3
地先他

宅地造成（姉崎東原地区）に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

円墳周溝1／住居1／掘立柱建物
跡2／土坑2／道路3

縄文土器／古墳土師器／ロクロ土師器／
灰釉皿

平成6～ 9 182 山田橋大山台遺跡 88
集

山田橋字
大山台
340－1他

（仮称）総合防災ｾﾝﾀｰ用地埋蔵文
化財発掘調査（確認・本調査）

旧石器礫群1 ／旧石器石器集中
地点1／縄文早期末竪穴住居3／
縄文早期炉穴3 ／縄文中期竪穴
住居1／縄文土坑103 ／弥生竪穴
住居27 ／弥生方形周溝墓3 ／奈
良・平安竪穴状遺構2 ／溝状遺
構3／道跡4／中世溝状遺構5

旧石器剥片、礫1箱／旧石器槍先形尖頭
器1点／縄文土器2箱／縄文石器1箱／弥
生土器72箱／弥生硝子玉、管玉、鉄製釧
片1箱／奈良・平安土師器、須恵器3箱／
中世陶器1箱／近世陶器2箱

平成6 183 月崎寺の台遺跡 年報
H6

月崎字寺の台
1096－2

墓地造成に伴う埋蔵文化財調査
（本調査）

縄文中期土器埋設炉を伴う住居3
／縄文中期大型土器を伴う土坑2
／縄文中期土坑3／縄文中期溝1

縄文中期大型土器7点／縄文中期土器片
35箱／縄文中期石器、縄文中期礫3箱

平成6 184 椎津尾崎遺跡 年報
H6

椎津1050－2
地先

八幡椎津線建設工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

平安土坑1／中世地下式坑2／中
世方形竪穴状遺構5 ／中世土坑
24 ／中世ピット264 ／中世溝4

古墳土師器／平安土師器／古墳須恵器／
奈良須恵器／中世陶磁器／宋銭　計200
箱

平成6 185 西国吉新林遺跡 市内
H6

西国吉字新
林1667－7他

市内遺跡発掘調査（確認・本調
査）

後期円墳1／主体部1 鉄鏃2／須恵器甕／土師器杯／土師器甕

平成6 186 郡本遺跡 第２次 56
集

郡本3丁目
202－1地先

電気通信設備に伴う埋蔵文化財
調査（確認調査）

セ188に含む セ188に含む

平成6 187 六孫王原遺跡 Ｆ区 市内
H6

姉崎字六孫王
原3225－5・
3225－8

市内遺跡発掘調査（確認調査） 炉穴１箇所／弥生中期～後期方
形周溝墓5 ／終末期前方後方墳
（六孫王原古墳）1／溝7

縄文土器／弥生土器／土師器／須恵器／
陶磁器

平成6 188 郡本遺跡 ２次 56
集

郡本3丁目
202－1地先

電気通信設備設置に伴う埋蔵文
化財調査（本調査）

弥生後期住居9／古墳後期住居2
／奈良・平安住居7／奈良・平安
土坑15 ／奈良・平安掘立柱建物1

弥生土器5箱／古墳～平安土師器、古墳
～平安須恵器5箱／平安鉄製品1箱

平成6 189 喜多仲台遺跡 ２次 年報
H6

喜多字仲台
72・73・74
番地

市道48号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

縄文土坑3／古墳土坑1／平安住
居8／平安掘立柱建物4／中世～
近世溝3

平安土師器、平安須恵器15箱／平安鉄製
品、平安砥石1箱

平成6 190 東国吉大門遺跡 96
集

東国吉字
大門
549番3他

市原市市東第一土地区画整理事
業（第14地点）に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

縄文住居1／縄文土坑3／縄文陥
し穴1／縄文大型ピット3

旧石器チップ、旧石器剥片等8点／縄文
土器片1箱／縄文石鏃1点
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平成6 191 姉崎六孫王原遺跡 Ｆ区 年報
H6

姉崎字六孫王
原3225番地－
5他

宅地造成（姉崎六孫王原地区）
に伴う埋蔵文化財調査（確認調
査）

縄文炉穴1／縄文土坑1／弥生方
形周溝墓9／弥生土坑1

縄文土器／弥生土器／古墳土師器／縄文
石器

平成6 192 菊間深道遺跡 Ｂ地点 市内
H6

西国吉字新林
1667－7他

市内遺跡発掘調査（確認調査） 弥生中期～近世遺構42 ／弥生住
居／古墳住居／古墳／溝

縄文後期土器／弥生中期土器／古墳前期
土師器／古墳～平安土師器／鉄製品

平成6 193 高倉ママダ上遺跡 96
集

高倉字ママダ
上474－1番地
先他

市原市市東第一土地区画整理事
業（第10地点）に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

縄文土坑5 ／弥生住居11 ／古墳
溝3／古墳土坑1／古墳後期住居
14 ／中世土坑2／中世溝3

縄文土器、弥生土器1箱／古墳土器（甕）
2点、古墳土器（杯）1点、古墳土器片1
箱／中世陶器片10点／古銭1点

平成6 194 村上川堀遺跡 １次 67
集

村上字川堀
1628－1地先
他

市道35号線建設工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認調査）

弥生後期～平安溝1／平安溝3／
平安土坑2／時期不明溝5／時期
不明土坑8

弥生土器／平安土師器／須恵器　計1箱

平成6 195 大厩新田前遺跡 年報
H6

大厩1108－1
番地他

市道3138号線改良工事に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

中世溝1 古墳土師器20点／中世・近世陶磁器25点

平成6 196 東国吉寺谷遺跡 96
集

東国吉字寺谷
639番1地先

市原市市東第一土地区画整理事
業（第15地点）に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

縄文住居3／縄文陥し穴3／縄文
土坑1／平安掘立柱建物1／平安
時代溝状遺構1

縄文土器5箱／平安土師器1箱／旧石器剥
片1点

平成6 197 福増大清水遺跡 年報
H6

福増字大清水
130番地他

文化の森建設工事に伴う埋蔵文
化財調査（確認調査）

古墳末～奈良方形周溝状遺構8
／歴史時代土壙墓1 ／歴史時代
炭窯1 ／縄文早期炉穴17 ／縄文
早期陥し穴3／縄文早期住居6

縄文～歴史時代土器1箱／旧石器剥片2点

平成6 198 浅井小向後谷遺跡 １次 年報
H6

浅井小向
489番地他

簡易パーキング（道の駅）建設に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

中・近世溝状遺構2／近世道路1 土師器／中世・近世陶器1箱

平成6 199 郡本遺跡群（古甲遺跡）３次 年報
H6

郡本2丁目
352番地他

上総国府推定地確認調査 奈良～平安竪穴住居3 ／平安掘
立柱建物2以上／平安溝1

奈良～平安土師器／須恵器／灰釉陶器／
緑釉陶器／砥石／鉄製品

平成7 200 姉崎妙経寺遺跡 年報
H7

姉崎
453番地他

姉崎駅前土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（確認調査・
本調査）

縄文中期初頭（下小野・五領ヶ
台）住居1 ／縄文中期中頃貝層
／縄文中期後半貝層／古墳前期
住居1／古墳土坑1／時期不明土
坑4／時期不明溝3

縄文土器6箱／古墳土師器、古墳須恵器3
箱／中・近世陶磁器2箱

平成7 201 八幡御墓堂遺跡 年報
H7

八幡字御墓堂
前902－2他

八幡宿駅東口土地区画整理事業に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

中世土坑1／中世硬質面2ヶ所 中世板碑片1点／中世陶磁器30点

平成7 202 白塚出途遺跡 年報
H7

白塚
251－5他

都市計画道路八幡椎津線建設工事
に伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

近世不明遺構1 近世陶磁器ほか整理箱1箱

平成7 203 永吉鬼子母神遺跡 96
集

永吉字田丸
1300番3

市原市市東第一土地区画整理事
業（第２地点）に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

古墳後期住居跡8 ／古墳掘立柱
建物3／古墳土坑2

古墳土師器／古墳須恵器　計2箱

平成7 204 潤井戸中横峰遺跡 １次 年報
H7

潤井戸272他 都市計画道路押沼安須線建設工
事に伴う埋蔵文化財調査（本調
査）

縄文陥し穴1／古墳～平安溝1／中・
近世道路2 ／中世以前道路1 ／中・
近世溝1／不明土坑5／近世塚2

縄文土器、土師器、須恵器、近世陶器1
箱／古銭2枚／石鏃2点

平成7 205 天羽田稲荷山遺跡 年報
H7

天羽田字
347－2他

市道82号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

中世道路跡2／中世土坑2／中・
近世道路跡1

古墳～平安土師器1箱／中・近世陶磁器5
箱／その他縄文石器等1箱

平成7 206 中野寺沢台遺跡 96
集

中野字寺沢台
176地先他

市東第一土地区画整理事業（第
６地点）に伴う埋蔵文化財調査
（確認調査）

縄文中期土坑2／縄文中期陥し穴
2／古墳後期住居11 ／古墳後期土
坑12 ／平安住居跡4 ／平安土坑2
／中世地下式坑7／中世方形竪穴
15 ／中世土坑27 ／中世整地面

縄文土器1点？／古墳土師器、古墳須恵
器3箱／平安土師器・須恵器1箱／中世土
器・陶磁器2箱／縄文石皿1点／古銭1枚

平成7 207 潤井戸内野遺跡 市内
H7

潤井戸字内野
1355－2他

市内遺跡発掘調査（確認調査） 縄文陥し穴跡2 縄文土器20点／縄文石器5点

平成7 208 鶴舞子来遺跡 市内
H7

鶴舞字子来
661－1

市内遺跡発掘調査（確認調査） 縄文小竪穴状遺構1 縄文土器4箱／縄文石器10点

平成7 209 上高根大作遺跡 市内
H7

上高根字大作
1515－1

市内遺跡発掘調査（確認調査） 縄文小竪穴1 縄文土器4箱／縄文石器10点

平成7 210 椎津坂ノ上遺跡 年報
H7

椎津
2967地先

市道153号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（本調査）

縄文炉穴3／縄文落とし穴1／古
代道路側溝2／近世溝3／近世土
塁1

縄文土器1箱／近世陶磁器5箱／その他
（須恵器等）1箱

平成7 211 西野下田遺跡 市内
H7

西野字下田
248－1他

市内遺跡発掘調査（確認調査） 平安住居1／平安土坑1／平安ピ
ット9／平安大溝1／中世近世溝
4／中世近世土坑1

平安須恵器／土師器1箱

平成7 212 浅井小向後谷遺跡 ２次 年報
H7

浅井小向492
番地他

簡易パーキングエリア（道の駅）
建設に伴う埋蔵文化財調査（確
認調査）

中・近世土坑11 ／中・近世井戸
1

古墳土師器・須恵器／平安土師器・須恵
器／中世陶器（　計1箱）／木製品2点

平成7 213 村上川堀遺跡 １次 67
集

村上字川堀
1628－1地先
他

市道35号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認調査・本調査）

奈良土坑1／平安掘立柱建物跡3
／平安溝6／平安土坑1／中・近
世掘立柱建物跡1 ／中・近世井
戸状遺構6／中・近世土坑7

弥生土器／奈良・平安土師器／奈良・平
安須恵器計8箱／中・近世陶磁器2／石製
品（石帯）1点／瓦片（平瓦）4点

平成7 214 永吉松ノ木台遺跡 96
集

永吉字
松ノ木台
1221番1地先
他

市原市市東第一土地区画整理事
業（第１地点その３）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

縄文陥し穴3 ／縄文中期小竪穴
状遺構1／古墳後期円墳2／古墳
後期土坑墓2 ／奈良・平安住居
39軒／奈良・平安掘立柱建物跡
35 ／土坑4 ／溝1 ／中・近世溝1
／下層（旧石器）遺物検出地点4

縄文土器／古墳土師器／奈良・平安土師
器／奈良・平安須恵器　計4箱／旧石器
剥片4点

平成7 215 西野下田遺跡 年報
H7

西野字下田
249－1他

店舗建設に伴う埋蔵文化財調査
（本調査）

古墳後期土坑1 ／奈良・平安道
路2 ／奈良・平安ピット群1 ／
中・近世溝2

古墳後期～奈良・平安須恵器1箱／古墳
後期～奈良・平安土師器1箱／中世陶器
若干

平成7 216 永吉金原遺跡 96
集

永吉字金原
1336番地
地先

市原市市東第一土地区画整理事
業（第１地点その２）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

奈良・平安住居跡5 ／奈良・平
安掘立柱建物跡1 ／中・近世以
前溝跡1／中・近世溝跡1

縄文土器片／古墳～奈良土師器片　計2
箱／旧石器（黒曜石）石刃2点

平成7 217 南岩崎仲山遺跡 市内
H7

南岩崎字仲山
686－1他

市内遺跡発掘調査（確認調査） 縄文陥し穴1 ／奈良方形周溝状
遺構1／中・近世溝3／中・近世
土坑1／中・近世ピット2

縄文土器／弥生土器／古墳土師器　計1
箱／縄文石器20点／中国銭10点

平成7 218 八幡市原条里制遺跡 市内
H9

八幡字砂田
261－2他

市内遺跡発掘調査（確認・本調
査）

奈良・平安時代の水田畦畔2 奈良・平安土師器・須恵器1箱／瓦4点／
中・近世陶器片2点／中・近世木製品1箱
／中世宋銭1点
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平成7 219 天羽田稲荷山遺跡 年報
H7

天羽田字稲荷
山347－2他

市道82号線改良工事に伴う埋蔵
文化財調査（確認・本調査）

（鎌倉街道）／道路遺構3／土坑
1／ピット多数

中世陶器／擂り鉢

平成7 220 郡本遺跡群（古甲遺跡）４次 年報
H7

郡本2丁目
351番地他

上総国府推定地確認調査 奈良・平安掘立柱建物跡1 ／奈
良・平安竪穴式建物跡3／奈良・
平安土坑1／奈良・平安ピット群

須恵器／土師器／灰釉陶器／緑釉陶器／
鉄滓／鉄製品／瓦／土製品

平成8 221 東国吉下台遺跡 96
集

東国吉字
下台206地先
他

市原市市東第一土地区画整理事
業（第12地点その２）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

旧石器礫群1／旧石器土坑1／縄
文早期炉穴1／縄文前期炉跡1／
縄文住居8／縄文遺物包含層4／
古墳中期住居21 ／小竪穴1 ／中
世道路状遺構2／中世整地遺構1
／中世地下式坑3／その他

旧石器礫群／縄文早期土器／縄文前期土
器／縄文礫／縄文石斧／古墳中期土師器
／中世陶器片／鉄滓　計2箱

平成8 222 潤井戸中横峰遺跡 ２次 年報
H7

潤井戸143－3
他

都市計画道路押沼安須線（潤井
戸）建設工事に伴う埋蔵文化財
調査（本調査）

縄文陥し穴22 ／縄文小竪穴8 ／
縄文後期住居5／弥生中期住居2
／木棺墓2／土壙墓1／方形周溝
墓7／弥生後期住居2／方形周溝
墓1／古墳後期住居3／奈良住居
4／奈良・平安掘立柱建物跡1

縄文土器、弥生土器10箱／古墳土師器、
須恵器／奈良～平安土師器・須恵器20箱
／縄文石皿1／縄文石片1

平成8 223 市原条里制遺跡 菊間地区 市内
H8

菊間字六渕弁
才天267他

市内遺跡発掘調査（確認調査） 確認調査結果では、条里、水田
跡共に検出されてはいない。

奈良・平安土師器片／中世かわらけ片陶
器片　　計1箱

平成8 224 椎津五霊台遺跡 Ａ地点 市内
H8

椎津字五霊台
662，663

市内遺跡発掘調査（確認調査） 古墳竪穴住居18 ／古墳円墳1／平安
竪穴住居1／中世溝3／中世土壙6

古墳土師器、須恵器2箱／平安土師器、
須恵器20点

平成8 225 菊間手永遺跡 市内
H8

菊間字手永
2183

市内遺跡発掘調査（確認・本調
査）

弥生後期住居1／中世地下式坑4
／中世土壙19 ／中世溝跡2

弥生土器片／古墳土師器片／古墳円筒埴輪
片／中世陶器片、鉄滓、銅滓、古銭　計8箱

平成8 226 中野向山遺跡 96
集

中野字向山
372－2他

市原市市東第一土地区画整理事
業（第１地点その３）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

縄文住居1／陥し穴1／土坑1 ／
古墳住居1 ／奈良・平安時代方
形周溝状遺構3

縄文土器1箱／縄文石器20点／奈良～平
安土師器・須恵器20点

平成8 227 永吉花ノ台遺跡 96
集

永吉字花ノ台
1122－1地先
他

市原市市東第一土地区画整理事
業（第３地点）に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

縄文陥し穴状遺構17 ／弥生住居
4／古墳住居3／方形周溝状遺構
4 ／平安住居32 ／平安掘立柱建
物跡9／土坑26

縄文土器／弥生土器／平安時代土師器
（計3箱）／旧石器剥片10点／焼礫20点

平成8 228 山田橋亥の海道遺跡 年報
H8

山田橋172－1
他

都市計画道路君塚小田部線（山
田橋）建設工事に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

古代道路遺構3／溝状遺構1 奈良・平安土師器／須恵器／布目瓦　計
1箱

平成8 229 下矢田遺跡
（下矢田城跡）

市内
H8

下矢田字金谷
192

市内遺跡発掘調査（確認調査） 下矢田城関連の遺構は、検出さ
れなかった。

平安土師器片／須恵器片　計1箱

平成8 230 椎津大ッ作遺跡 年報
H8

椎津字バチ谷
2970－9

無線基地局の建設に伴う埋蔵文
化財調査（本調査）

縄文早期後半炉穴14 ／縄文陥し
穴1

縄文早期後半土器片／焼け石　計1箱

平成8 231 山田橋亥の海道遺跡 年報
H8

山田橋172－1
他

都市計画道路君塚小田部線（山
田橋）建設工事に伴う埋蔵文化
財調査（本調査）

奈良・平安道路状遺構2／奈良・
平安溝状遺構16 ／ピット群1

縄文土器／縄文時代石器／奈良・平安土
師器、須恵器／布目瓦／鉄製品／獣骨／
貝殻　計7箱

平成8 232 椎津五霊台遺跡 Ａ地点 64
集

椎津字五霊台
662他

宅地造成（椎津）に伴う埋蔵文
化財調査

古墳前期住居33 ／古墳後期住居
6／円墳5／奈良住居2／平安住
居1／中世溝2／中世土壙3／中
世住居1

古墳～平安土師器・須恵器等47箱／古墳
ヒスイ製装身具1点／古墳管玉2点／中世
和鏡1点／中世北宋銭1点／人骨3体／貝3
箱／常滑甕片2点

平成8 233 二日市場遺跡 市内
H8

二日市場599
の一部

市内遺跡発掘調査（確認・本調
査）

奈良溝跡1 ／奈良整地土層／奈
良掘立柱建物跡2

奈良土師器・須恵器／平瓦　計1箱

平成8 234 姉崎妙経寺遺跡 ２次 年報
H8

姉崎453番地
他

姉崎駅土地区画整理事業に伴う
埋蔵文化財調査（本調査）

古墳住居1／円墳1／古墳溝状遺
構1／時期不明溝状遺構2

縄文土器片／土師器片／須恵器片　計2
箱

平成8 235 姉崎棗塚遺跡 １次 年報
H8

姉崎1919地先
他

都市計画道路八幡椎津線（姉崎）
建設工事に伴う埋蔵文化財調査
（本調査）

中世溝29 ／中世円形土坑・大型
ピット42 ／中世楕円形粘土張り
土坑5／中世墓壙3／中世貝層5

中世陶器、古銭、鉄滓、羽口、板碑、内耳
土鍋、羽釜、青磁、カワラケ計20箱／中世
馬骨3箱／人骨4体／貝層サンプル100箱

平成8 236 八幡御墓堂遺跡 年報
H8

八幡字御墓堂
前816－1他

八幡宿駅東口土地区画整理事業
に伴う埋蔵文化財調査（本調査）

中世溝4／中世土坑8／中世道路
面2

中世陶磁器／土器／銭／獣骨／石造物　
計4箱

平成8～
10

237 潤井戸鎌之助遺跡 年報
H8

潤井戸字
鎌之助
11－2他

市津運動場広場埋蔵文化財調査
委託（確認・本調査）

縄文住居22 ／縄文土坑20 ／縄文
陥し穴3／縄文貝ピット7／弥生
住居8／弥生方形周溝墓2／弥生
土坑1 ／古墳住居50 ／方墳1 ／
古墳土坑13 ／奈良・平安竪穴住
居3 ／掘立柱建物跡19 ／溝1 ／
中世地下式坑3／中世方形竪穴2
／中世土坑2／中世溝2／近世区
画溝1／旧石器石器集中地点1

縄文土器10箱／弥生土器2箱／古墳土師
器・須恵器（計8箱）／奈良・平安土師器、
須恵器8箱／中世陶器、近世陶器2箱／旧
石器軽石1

平成8 238 五井神取遺跡 年報
H8

五井9－1他 都市計画道路青柳北飯沼線建設
工事に伴う埋蔵文化財調査（確
認調査）

溝3 縄文土器片1点／中世陶器1

平成8 239 畑木小谷遺跡 73
集

畑木
247－1他

不特定遺跡発掘調査（確認調査）縄文早期炉穴3群／古墳前・中期
竪穴住居8 ／古墳4 ／古墳土壙1
／中世道路1

縄文早期土器1箱／古墳土師器1箱／古墳
銅釧2点／古墳耳環5点／古墳コハク玉7
点／ガラス玉240点／滑石製玉6点

平成8 240 椎津五霊台遺跡 Ｂ地点 64
集

椎津字五霊台
660－1他

宅地造成（椎津）に伴う埋蔵文
化財調査（第２次）（本調査）

中世溝1 古墳土師器1箱／中世陶器30点／中世石
製品10点

平成8 241 郡本遺跡群（古甲遺跡）５次 年報
H8

門前2丁目
36番地他

上総国府推定地確認調査委託 縄文住居1／弥生後期住居6／古
墳前期木棺直葬主体部1 ／古墳
前期溝1 ／奈良・平安住居21 ／
ピット群3／掘立柱建物跡6以上
／安土坑1／土坑1／溝7

弥生土器5箱／古墳鉄鏃1点／古墳土師器
1箱／奈良・平安須恵器10箱／奈良・平
安土師器30箱／灰釉陶器／瓦5箱／鉄、
滓、礫等1箱／青銅製容器1点

平成8 242 海保野口遺跡 年報
H8

海保字唐沢
1220－1の
一部

第１種電気設備の設置に伴う埋
蔵文化財調査（確認・本調査）

縄文早期炉穴／縄文集石遺構／
奈良・平安方形周溝状遺構／奈
良・平安？溝跡

縄文時代土器片36片／礫139点

平成9 243 不入斗百枚田遺跡 年報
H9

不入斗
1272番地

市立有秋中学校駐輪場等整備事
業に伴う埋蔵文化財発掘調査業
務委託（確認・本調査）

中世城館跡に伴うとみられる台
地整形／中世土塁1／中世溝2

縄文土器／奈良・平安土師器、須恵器／
近世陶器　計1箱／寛永銭2点

平成9 244 郡本遺跡 ３次 市内
H9

郡本1丁目
131番地

市内遺跡発掘調査事業（確認・
本調査）

古墳後期住居1／平安住居1／平
安溝2

古墳土師器・須恵器／奈良～平安土師
器・須恵器　計7箱
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平成9 245 草刈谷畑遺跡 市内
H9

草刈
1273番地他

市内遺跡発掘調査（確認調査） 古墳中期円墳1／弥生後期住居6
／古墳前期竪穴住居10 ／古墳前
期土坑2

弥生土器3箱／古墳土師器　計4箱

平成9 246 郡本遺跡 ４次 市内
H9

郡本3丁目
201-1の一部

市内遺跡発掘調査（確認調査） 弥生後期住居2／古墳前期住居5
／奈良住居1／平安住居1／時代
不明ピット群2

弥生土器1箱／古墳土師器1箱／奈良・平
安土師器、須恵器　計2箱

平成9 247 中野鹿ノ原遺跡 96
集

中野字鹿ノ原
385他

市原市市東第一土地区画整理事
業（第１地点その６）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

縄文土坑1 縄文土器1箱

平成9 248 永吉金原遺跡 96
集

永吉字金原
1327-1他

市原市市東第一土地区画整理事
業（第１地点その５）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

縄文早期包含層／縄文土坑7 ／
後期円墳1／奈良・平安住居1／
奈良・平安土壙1 ／奈良・平安
須恵器大甕片出土地点1

縄文土器／古墳土師器、須恵器／奈良・
平安土師器、須恵器　計2箱

平成9 249 永吉松ノ木台遺跡 96
集

永吉字
松ノ木台
1225-12他

市原市市東第一土地区画整理事
業（第１地点その４）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

縄文土坑2／縄文陥し穴2／奈良・
平安住居8／奈良・平安掘立柱建
物8／溝2／方形周溝状遺構1

縄文中期土器／奈良・平安土師器、須恵
器　計3箱

平成9 250 村上川堀遺跡 ２次 67
集

惣社
1646-4他

市道35号線（村上）埋蔵文化財
調査業務委託（本調査）

古墳溝1／平安溝4／中世側溝を
伴う道路

弥生土器／平安土師器／瓦　計1箱

平成9 251 瀬又小滝遺跡 年報
H9

瀬又字下漆房
969-15

瀬又加圧所用地埋蔵文化財調査
委託（確認・本調査）

縄文早期後葉住居1 ／縄文早期
後葉土坑7

縄文早期後葉土器片32点／縄文早期後葉
磨石1点

平成9 252 市原条里制遺跡 菊間徳万
地区Ａ

年報
H9

菊間20番地
他

若宮都市下水路築造工事に伴う
埋蔵文化財調査業務委託

平安水田畦畔10 奈良～平安土師器・須恵器／瓦／奈良・
平安木製品　計15箱

平成9 253 姉崎妙経寺遺跡 ３次 年報
H9

姉崎453番地
他

姉崎駅前土地区画整理事業に
伴う埋蔵文化財調査（本調査）
（Ｅ・Ｌ・Ｍ・Ｎ区）

縄文中期集石遺構1 ／縄文中期
土坑4 ／古墳土坑3 ／中世土坑2
／縄文中期土器包含層1／古墳5
／中世溝1

縄文土器／古墳土師器、須恵器　計5箱
／黒曜石製石鏃2点／水晶製勾玉1点

平成9 254 市原城郭跡 63
集

市原字作ノ内
95-1他

市原地区土地造成に伴う埋蔵文
化財調査（本調査）

中世土塁2／中世溝2／中世土壙
墓2

中世五輪塔水輪／中世五輪塔空風輪1／
中世五輪塔火輪1 ／中世五輪塔地輪1 ／
中世人骨頭部20 ／中世人骨大腿骨1

平成9 255 姉崎棗塚遺跡 ２次 年報
H9

姉崎
1922-7地先
他

都市計画道路八幡椎津線（姉崎）
建設工事に伴う埋蔵文化財調査
業務委託（本調査）

中世土坑159 ／中世小竪穴6 ／
中世土壙墓18 ／中世粘土貼土坑
5／時期不明道路1／時期不明溝
11 ／中世火葬墓

縄文土器／弥生土器／古墳土師器・須恵
器／古墳埴輪／陶磁器／内耳土器／土錘
／銭貨／木器／漆器／砥石／カワラケ／
石臼／鉄製品／骨角製サイコロ／獣骨／
中世人骨　計60箱

平成9 256 畑木小谷遺跡 73
集

畑木246-1他 身体障害者寮護施設建設に伴う
埋蔵文化財調査（本調査）

縄文早期炉穴7／縄文陥し穴1／
縄文土坑4／弥生後期住居7／古
墳中期住居4／古墳後期住居1／
時期不明住居6／中期古墳1／後
期古墳1／時期不明溝1

縄文土器／弥生土器／古墳土師器／滑石
製模造品1／臼玉4／鉄製鎌1／時期不明
刀子1／鏃3／耳環1／　計50箱

平成9 257 中高根南名山遺跡 62
集

中高根字
南名山
1341-1,-2

老人保健施設建設に伴う埋蔵文
化財調査（本調査）

縄文早期炉穴1／縄文早期住居1
／縄文前期住居1／奈良道路1／
平安方形周溝状遺構1 ／旧石器
遺物検出地点4

縄文土器／奈良～平安土師器・須恵器／
灰釉陶器／旧石器石器　計3箱

平成9 258 郡本遺跡 ４次 61
集

郡本3丁目
201-1

郡本地区集合住宅建設に伴う埋
蔵文化財調査（本調査）

弥生後期竪穴住居6 ／古墳後期
土坑1／奈良・平安住居1／土坑
7／竪穴状遺構4／掘立柱建物4

縄文土器／弥生土器／奈良～平安土師
器・須恵器／瓦／鉄滓　計10箱

平成9 259 西国吉遺跡 65
集

西国吉293の
一部

第１種電気通信設備の設置に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

弥生後期住居3／古墳前期住居3
／古墳1

弥生土器／古墳土師器　計8箱　

平成9 260 村上川堀遺跡 ３次 67
集

村上
2786-2の一部

市道35号線（村上）埋蔵文化財
調査業務委託（確認調査その2）

平安貝層3／平安掘立柱建物1／
平安・中世土坑3

平安土師器・須恵器／瓦／中近世陶器　
計1箱

平成9 261 十五沢坊ヶ谷遺跡 Ａ地点
１次

97
集

十五沢地先 海上地区県営圃場整備事業に伴
う埋蔵文化財調査（農林・文化
庁・市単）（確認調査）

時期不明溝4／時期不明井戸1 奈良～平安土師器・須恵器／中・近世陶
磁器　計1箱

平成10 262 潤井戸中横峰遺跡 ３次 年報
H10

潤井戸263
番地地先

押沼安須線（潤井戸）建設工事
に伴う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文陥し穴1／中世溝3／時期不
明溝3／時期不明土坑6

縄文土器／中世土器　計1箱

平成10 263 八幡御墓堂遺跡 年報
H10

八幡字
御墓堂前
901-1他

八幡宿駅東口土地区画整理事業
に伴う埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

時期不明溝10 ／時期不明土坑6 古墳土師器・須恵器／中世陶器／中世土
錘／古銭（宣徳通寳）　計3箱

平成10 264 鶴舞子来遺跡 年報
H10

鶴舞661-2
の一部

第一種電気通信無線基地局建設に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

縄文土坑1／時期不明溝1 縄文土器　計1箱

平成10 265 鶴舞遺跡 年報
H10

鶴舞620他 一般県道鶴舞牛久線交差点改良に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

近世以降井戸2 縄文土器／古墳土師器／近世以降瓦／近
世以降陶磁器　計1箱

平成10 266 椎津茶ノ木遺跡 ２次 73
集

椎津字茶ノ木
545-1他

不特定遺跡発掘調査事業 古墳中期住居1 ／古墳後期住居
10 ／奈良・平安溝1／古墳土坑1
／奈良・平安土坑1

古墳土師器・須恵器　計3箱

267 （欠番）

平成10 268 野毛上境町遺跡 年報
H10

島野
568-1・568-3

市道2120号線（金川原）埋蔵文
化財調査委託（確認調査）

時期不明杭列2 近世陶磁器　計1箱

平成10 269 椎津中台遺跡 年報
H10

椎津
1409-2地先

八幡椎津線（椎津）建設工事に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

縄文早期土坑10 ／古墳後期住居
5／古墳後期溝1／古墳後期土坑
1／奈良・平安掘立柱建物3

縄文土器／縄文石器／古墳土師器・須恵
器　計4箱

平成10 270 椎津堰谷遺跡 第1地点
・第2地
点

年報
H10

椎津
1614-3他

八幡椎津線（椎津・堰谷）建設
工事に伴う埋蔵文化財調査（確
認・本調査）

旧石器石器集中地点2 ／旧石器
剥片集中地点1／縄文早期炉穴3
／後期円墳1／平安住居2／平安
掘立柱建物2／中世道路2／中世
溝6／中世土坑28

旧石器石器（剥片・石核等）／縄文土器
／古墳後期土師器／平安土師器・須恵器
／中世陶器　計11箱

平成10 271 山田橋大塚台遺跡 ２次 年報
H10

山田橋
383地先

草刈西広線（山田橋）建設工事
に伴う埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

縄文早期炉穴33 ／弥生溝1／弥生
後期住居9 ／古墳後期住居1 ／奈
良住居4／平安住居2／近世道1

縄文土器／縄文石器／弥生土器／古墳土
師器／奈良・平安土師器　計18箱

平成10 272 大作脇ノ坂台遺跡 年報
H10

大作字脇ノ坂
台99-25他

市津配水池築造工事埋蔵文化財
調査（本調査）

縄文早期炉穴21 ／縄文早期土坑
46

縄文土器／縄文礫　計1箱
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平成10 273 郡本遺跡 ５次 市内
H10

郡本1丁目
153-1他

市内遺跡発掘調査（確認・本調
査）

弥生中期住居1／弥生後期住居3
／奈良・平安住居1／平安住居1
／中世溝1

弥生土器／奈良～平安土師器・須恵器／
奈良・平安刀子／中世かわらけ　計6箱

平成10 274 五所居下遺跡 市内
H10

五所字居下
1539-1他

市内遺跡発掘調査（確認調査） 古墳土坑1／時期不明溝1 古墳土師器・須恵器／古墳土錘／奈良・
平安土師器　計1箱

平成10 275 姉崎妙経寺遺跡 ４次 年報
H10

姉崎453 姉崎駅前土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文中期住居1／古墳前期住居2
／帆立貝形前方後円墳1／円墳3
／方墳1／中世土坑4

縄文土器／古墳土師器、須恵器／古墳鉄
鏃1／古墳円筒埴輪片／中近世陶磁器／
中近世かわらけ／中近世古銭　計5箱

平成10 276 市原条里制遺跡 八幡砂田
地区

年報
H10

八幡280-2他 若宮都市下水路築造工事に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

平安畦畔5／中近世畦畔2／中近
世水路1

土師器／須恵器／灰釉陶器／瓦／陶器／
古銭／木製品　計5箱

平成10 277 北野原遺跡 68
集

国分寺台中央
6-10-1他

宅地開発に伴う埋蔵文化財調査
（確認・本調査）

縄文中期土坑1／縄文後期住居4
／縄文後期土坑12 ／古墳後期住
居4／奈良住居1／奈良・平安土
坑2／平安方形周溝状遺構1

縄文土器／古墳土師器・須恵器／奈良～
平安土師器・須恵器／鉄製品　計50箱

平成10 278 潤井戸鎌之助遺跡 ２次 年報
H10

潤井戸35-1
他

（仮称）市津消防署建設に伴う埋
蔵文化財調査委託（確認・本調
査）

縄文早～後期土坑25 ／縄文後期土
坑墓1／縄文中期住居8／縄文後期
埋甕9／弥生中期住居5／古墳前期
住居3／古墳前期土坑1／古墳中期
住居4／古墳終末期住居2／古墳終
末期掘立柱建物2／時期不明土坑9
／井戸1／道路2／溝状遺構11

縄文土器／縄文石器／縄文大型石棒／弥
生土器／弥生石器／古墳土師器・須恵器
計150箱

平成10 279 八幡御墓堂遺跡 年報
H10

八幡字
御墓堂前
819-1

八幡宿駅東口土地区画整理事業
に伴う埋蔵文化財調査（本調査）

中世溝5 ／中世道路1 ／中世ピット
13 ／中世土坑1／時期不明溝2／時
期不明ピット3／時期不明ピット群1

中世陶磁器／かわらけ／土錘／砥石／五
輪塔　計10箱

平成10 280 新堀小鳥向遺跡 市内
H10

新堀字馬場
947-3

市内遺跡発掘調査事業（確認調
査）

古墳前期方形周溝墓3 ／古墳後
期住居1／平安住居1／時期不明
粘土採掘坑2／時期不明土坑4

縄文土器／弥生土器／古墳前期土師器／
平安土師器　計2箱

平成10 281 姉崎山新遺跡 第1地点 年報
H10

姉崎
1272-1地先

八幡椎津線（姉崎）建設工事に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）
業務委託

時期不明溝28 ／時期不明土坑13 弥生土器／埴輪／弥生土師器／陶磁器　
計1箱

平成10 282 十五沢坊ヶ谷遺跡 Ａ地点
２次

97
集

十五沢字
居屋敷
259-2他

ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査（委託番
号第３号・農林）（確認調査）

平安溝状遺構3 ／中世土坑状遺
構1／中世溝状遺構5／中近世溝
状遺構多数

緑釉段皿1／平安土師器・須恵器／陶器
／カワラケ／近世陶器／近世布目瓦　計
1箱

平成10 283 十五沢坊ヶ谷遺跡 Ｂ地点１ 97
集

西野字
前田331他

海上地区遺跡発掘調査事業（文
化庁）（確認調査）

奈良・平安井戸2 ／奈良・平安
溝8 ／奈良・平安土坑20 ／中世
溝1／中世土坑1

奈良～平安土師器・須恵器／瓦　計2箱

平成11 284 十五沢坊ヶ谷遺跡 Ｂ地点２ 97
集

十五沢250他 ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第６号・農林）（本調査）

竪穴建物跡1／小竪穴遺構1 ／ピッ
ト群1ヶ所／溝3／土坑1（奈良）／
ピット16 ／井戸1／溝9（近世以降）

奈良～平安須恵器・土師器／陶磁器

平成10 284 十五沢坊ヶ谷遺跡 Ｂ地点２ 97
集

西野字前田
324他

海上地区遺跡発掘調査事業（市
単）（確認調査）

奈良・平安井戸1 ／溝7 ／土坑5
　

奈良～平安土師器・須恵器　計2箱

平成10 285 西野遺跡 Ａ地点 97
集

浅井小向
240-1他

ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第３号・農林）（確認調査）

時期不明溝3 近世陶磁器／近世瓦　計2箱

平成10 286 宮原遺跡 Ａ地点 97
集

宮原字兼田
40-1他

ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第４号・農林）（確認調査）

なし 縄文土器／奈良・平安土師器／中近世木
製品、木簡／中世陶磁器／かわらけ／中
世砥石　計13箱

平成10 287 十五沢坊ヶ谷遺跡 Ｂ地点 97
集

宮原字二又2
他

ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第３号・農林）（確認調査）

なし 縄文土器／弥生土器／奈良～平安土師器・
須恵器／砥石／古代機織部材／古代田ゲタ
／古代棒状木製品／陶器／カワラケ　計4箱

平成10 ～
11

288 不入斗片又木遺跡 ２次 70
集

不入斗字
北宮ノ台
186の一部

第一種電気通信無線基地局建設
に伴う埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

炉穴2／縄文土壙7／弥生後期住
居4／古墳前期住居6／方形区画
墓1／溝4

縄文土器／弥生土器／古墳土師器／土玉
／石器／中世陶器

平成10 289 十五沢坊ヶ谷遺跡 Ｃ地点 97
集

宮原字老田
881-1他

ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第３号・農林）（確認調査）

奈良・平安掘立柱建物5／奈良・
平安溝8／中世溝1

奈良～平安土師器・須恵器／瓦／奈良・
平安瓦塔片1 ／奈良・平安青銅製品1 ／
中世木製品2　計3箱

平成11 290 稲荷台遺跡 市内
H11

山田橋
3-4-11・12

市内遺跡発掘調査事業（本調査）縄文後期土坑2／弥生後期住居2
／奈良住居4／平安住居5／平安
掘立柱建物跡／円墳周溝

縄文土器／弥生土器／古墳～平安土師
器・須恵器／灰釉陶器／瓦片／鉄製品

平成11 291 廿五里遺跡 年報
H11

廿五里725他 準用河川上前川改修事業に伴う
埋蔵文化財調査（確認調査）

平安井戸2／平安掘立柱建物1／
平安土坑1/中世土坑2/中世地下
式坑1/中世貝層4

平安土師器・須恵器／瓦／中世陶器　計
1箱

平成11 292 潤井戸潤ヶ台遺跡 年報
H11

潤井戸字天
王台2,270-20

潤井戸地区無線基地局建設工事
に伴う埋蔵文化財調査

古墳後期土坑3基 古墳土師器

平成11 293 新堀小鳥向遺跡 69
集

新堀字
馬場947-3の
一部

社会福祉施設建設に伴う埋蔵文
化財調査（本調査）

方墳1基／古墳溝状遺構1／平安
住居1軒／中世火葬施設1／中世
土坑5基

古墳前期土師器／平安土師器・須恵器／
中世人骨／陶器／古銭

平成11 294 高坂棒ヶ谷遺跡 年報
H11

高坂230-1他 市道13号線（高坂）埋蔵文化財
調査（確認調査）

平安井戸2／平安掘立柱建物1／
平安土坑1/中世土坑2/中世地下
式坑1/中世貝層4

平安土師器・須恵器／瓦／陶器　計1箱

平成11 295 草刈遺跡 71
集

草刈字扇谷
1,332の一部

草刈地区第１種無線基地局建設
に伴う埋蔵文化財調査（確認・
本調査）

古墳周溝 縄文早期土器／縄文中期土器／弥生後期
土器／古墳土師器／平安ロクロ土師器／
布目瓦／手捏土器

平成11 296 白塚台遺跡 年報
H11

白塚296-3
番地先、
島野925-2
番地先

八幡椎津線（白塚）建設工事に
伴う埋蔵文化財調査（本調査）
及び埋蔵文化財調査その２（確
認・本調査）

「確認調査」中近世溝2条
「本調査」古墳土坑2／中世溝2

「本調査」弥生土器／古墳土師器／奈良
土師器／陶器

平成11 ～
12

297 加茂遺跡 Ｄ地点 82
集

西国分寺台
2-7-17

宅地開発（加茂Ｄ１・２・３地
点）に伴う埋蔵文化財調査（確
認・本調査）

後期旧石器礫片集中1 ヶ所／縄
文中期埋設土器・礫集中１ヶ所
／弥生中期住居7 ／弥生後期住
居2 ／古墳中期～後期住居31軒
／掘立柱住居10軒／奈良・平安
住居2軒／溝1／中世方形小竪穴
1基／溝1条

旧石器礫片／有舌尖頭器1点／縄文土器
／弥生土器／古墳土師器・須恵器／石製
模造品／石製紡錘車／奈良～平安土師
器・須恵器／縄目瓦／中世土器　計箱90
箱
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平成11 298 姉崎東原遺跡 C地点 72
集

姉崎字東原
2709の一部

宅地造成に伴う埋蔵文化財調査
（本調査）

平安住居1／平安土坑1／中近世
台地整形・ピット群

縄文土器・石器／弥生土器／平安土師器

平成11 299 福増遺跡群大清水遺跡 年報
H11

福増
144番地外

文化の森整備事業に伴う埋蔵文
化財調査委託（確認調査）

旧石器石器集中地点3ヶ所／縄文
早期住居1／炉穴4／土坑3／陥穴
1／奈良・平安方形周溝状遺構4基

石器（旧石器）／縄文土器・石器

平成11 300 八幡御墓堂遺跡 年報
H11

八幡字御墓堂
前820-1

八幡宿駅東口土地区画整理事業
に伴う埋蔵文化財調査（本調査）

道路／溝 中世陶磁器／大皿／擂鉢／片口鉢／壺

平成11 301 市原条里制遺跡 菊間徳万
地区B

年報
H11

菊間1-3他 若宮都市下水路築造工事に伴う
埋蔵文化財調査業務委託

水田畦畔跡4ヶ所・溝1条（中世）奈良～近世土師器／須恵器／陶器／瓦／
古銭／木製品

平成11 302 八幡御墓堂遺跡 年報
H11

八幡字御墓堂
前820-1

八幡宿駅東口土地区画整理事業に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

溝跡11条 中近世陶磁器／土器／土錘／砥石／銅銭

平成11 303 十五沢坊ヶ谷遺跡 Ｄ地点 97
集

十五沢250他 ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査（委託番
号第７号・農林）（確認・本調査）

奈良・平安住居1／溝状遺構4 奈良・平安瓦／須恵器／土師器／近世陶
磁器／軒平瓦

平成11 304 今富遺跡 Ａ地点 97
集

宮原338他 ほ場整備事業（県営担い手）海上
地区埋蔵文化財調査業務（委託番
号第６号・農林）（確認・本調査）

奈良・平安住居1／溝状遺構2 奈良土師器／須恵器／古墳土師器／弥生
土器／ミニチュア土器

平成11 305 喜多仲台遺跡 市内
H11

喜多567-1の
一部他

市内遺跡発掘調査事業（確認調
査）

縄文中期住居3／土坑2／平安住居
1／平安掘立柱建物跡1／土坑1基

縄文土器／平安土師器・須恵器

平成11 306 高坂棒ヶ谷遺跡 年報
H11

高坂235-1他 市道13号線（高坂）埋蔵文化財
調査委託（確認調査）その２

中世土坑2 古墳土師器・須恵器／中近世陶磁

平成11 307 姉崎妙経寺遺跡 ５次 年報
H11

姉崎452番地1
地先

姉崎駅前土地区画整理事業に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

円墳1／古墳土坑2／井戸状遺構
1／方形周溝状遺構2／中世土壙
墓1／中世土坑38 ／掘立柱建物1
／溝状遺構2

縄文土器・石器／古墳土師器／鉄鏃／滑
石製臼玉／石製紡錘車／中世陶器／カワ
ラケ／五輪塔／宝篋印塔／陶磁器／土錘
／火打石／

平成11 308 南岩崎遺跡 年報
H11

南岩崎
227番地

市道13号線（南岩崎・西国吉）
埋蔵文化財調査委託（確認調査）

縄文早期土坑3 ／弥生中期竪穴
建物跡1／弥生中期ﾋﾟｯﾄ群7 ヶ所
／古墳中期竪穴建物跡32軒／土
坑2基／溝状遺構2 ／方墳1 ／近
世遺構溝状遺構5

縄文土器／弥生土器／古墳土師器・須恵
器）／中近世陶磁器／加工木製品／板碑

平成11 309 宮原遺跡 Ｃ地点 97
集

分目字出戸
48-1番地他

ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第７号・農林）（確認調査）

なし 棒状木製品／平安ロクロ土師器

平成11 310 宮原遺跡 D地点 97
集

宮原字
向堤200他

海上地区遺跡発掘調査事業（文
化庁）（確認調査）

なし 管状土錘／板状木製品

平成11 311 花やしき塚供養塚 97
集

十五沢
字高沢
96-1番地他

ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第７号・農林）（確認調査）

塚1 古墳土師器／焙烙片2

平成11 312 姉崎山新遺跡 第２地点 年報
H11

姉崎
1722-2
番地先

八幡椎津線（姉崎）建設工事に
伴う埋蔵文化財調査（確認・本
調査）

縄文晩期遺物集中地点1 ヶ所／
弥生中期住居跡5 ／弥生中期土
坑5／古墳掘立柱建物跡1／古墳
土坑1基／中世溝2／土坑12 ／中
世掘立柱建物跡1

縄文土器／石器／獣骨／縄文種子／弥生
土器／古墳土師器／古墳土錘／埴輪／中
世陶磁器／古銭

平成11 313 押沼遺跡 年報
H11

瀬又字三枚
谷473番地他

第一種電気通信無線基地局建設に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

ピット3（時期不明） 縄文土器

平成11 ～
13

314 能満城跡遺跡 年報
H11・
H12・
H13

能満地先 市道241号線（能満・山木）埋蔵
文化財調査委託（確認・本調査）

古墳前期住居1／弥生後期住居1
／弥生後期方形周溝墓1基／前期
古墳1／古墳前期土坑墓2／中世
台地整形区画1ヶ所／塚1／地下
式坑1／土坑38 ／溝状遺構9

古墳時代土師器、須恵器／中世陶器／カ
ワラケ／人骨2体

平成11 315 葉木遺跡 年報
H11

葉木字七塚
447番5の一部

第一種電気通信無線基地局建設に伴
う埋蔵文化財調査（確認・本調査）

古墳土坑1基／古墳溝状遺構1／
奈良～平安住居1

古墳～平安土師器／土製支脚

平成11 316 椎津堰谷遺跡 年報
H11

椎津
1609番地先

八幡椎津線（椎津）建設工事に
伴う埋蔵文化財調査（本調査）

中世道路跡1 奈良～平安土師器・須恵器

平成11 317 椎津中台遺跡 年報
H11

椎津1609番地先、
椎津1412-1番地先

八幡椎津線（椎津）建設工事に
伴う埋蔵文化財調査（本調査）

奈良～平安掘立柱建物跡2 奈良～平安土師器

平成11 318 福増遺跡群大清水遺跡 年報
H11

福増130番地
他

文化の森整備事業に伴う埋蔵文
化財調査委託（本調査）

縄文早期炉穴22 ／陥穴1基／土
坑1／終末期方墳1／奈良～平安
方形周溝状遺構3基

縄文土器・石器／古墳土師器／奈良～平
安土師器・石櫃

平成12 319 白塚台遺跡 年報
H12

島野960-1番
地先

青柳海保線（青柳）建設工事に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

溝14 ／中世水田 弥生土器／古墳土師器／擂り鉢

平成12 320 椎津正坊山城跡 市内
H12

椎津字北辺田
５３７－１の一部

市内遺跡発掘調査事業（確認調
査）

中世土坑１／中世ピット４ 古墳土師器／中世陶磁器／銭貨

平成12 321 福増遺跡 年報
H12

福増字大萬
部191-1番地

不特定遺跡発掘調査事業（確認
調査）

縄文住居1／縄文土坑2 縄文土器（縄文時代中期賀曽利EIII式）

平成12 322 新堀小鳥向遺跡 3次 年報
H12

新堀
802-1番地先

市道5078号線 (新堀 )埋蔵文化財
調査委託 (本調査 )

古墳後期住居7軒／古墳後期溝2
条

古墳後期土師器

平成12 323 能満遺跡群 二階台
地点

市内
H12

能満字二階台
531

市内遺跡発掘調査事業（確認・
本調査）

弥生後期住居3 ／古墳後期住居
跡2／中世溝跡1条

弥生土器／古墳後期土師器・須恵器／紡
水車／中世陶磁器／銭貨

平成12 324 今富遺跡群 立野前
地点

市内
H12

今富925-1、
925-2（一部）

市内遺跡発掘調査事業（確認調
査）

土坑2基／井戸跡1／溝跡8条 中近世陶磁器／銭貨／石塔／石臼

平成12 325 喜多仲台遺跡 75
集

喜多567-1の
一部他

砂利採取に伴う埋蔵文化財調査
（本調査）

縄文中期住居3 ／縄文中期小竪
穴2基／縄文中期土坑2／陥し穴
2基／平安住居1／土坑1

縄文土器／平安土師器・須恵器／灰釉陶
器、／石器／鉄器

平成12 326 八幡御墓堂遺跡 年報
H12

八幡814番地 八幡宿駅東口土地区画整理事業
に伴う埋蔵文化財調査（本調査）

中世溝3条／土壙4基 埴輪2点／中世土器／陶磁器／銭／石造
物

平成12 327 市原条里制遺跡 菊間徳万
地区C

年報
H12

菊間
6-2番地他

若宮都市下水路築造工事に伴う
埋蔵文化財調査（確認調査）

ピット列1ヶ所（中世以降） 縄文土器／弥生土器／奈良～平安土師
器・須恵器／陶器／瓦／土錘／砥石／鉄
製品／北宋銭／木製品

平成12 328 八幡御墓堂遺跡 年報
H12

八幡905-2他 八幡宿駅東口土地区画整理事業に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

中世土坑2基／溝状遺構14 中世土器／陶磁器／銭貨
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平成12 329 新堀小鳥向遺跡 ３地点 年報
H12

新堀字馬場
938他

介護老人福祉施設あじさい苑建
設に伴う埋蔵文化財調査（確認
調査）

古墳後期円形周溝1基／中世竪穴
状遺構7基／窪状遺構1ヶ所／土
坑17基／溝状遺構2条

古墳土師器・須恵器／炉壁／鉄滓／陶磁
器

平成12 330 片又木遺跡 第３次 87
集

不入斗上大高
260番地他

市道110号線（不入斗）埋蔵文化
財調査委託（本調査）

縄文早期土坑6／炉穴1／弥生後
期～終末住居6 ／方形周溝墓13
／古墳中期～後期住居2 ／古墳
終末期土壙1／方形周溝遺構1／
奈良・平安住居9 ／掘立柱建物
跡5 ／平安末～鎌倉掘立柱建物
跡9／鍛冶工房跡

縄文土器、石器（縄文時代）／弥生後期
土器／古墳～平安土師器／中世カワラケ
／陶磁器／中近世鉄滓

平成12 331 姉崎妙経寺遺跡 年報
H12

姉崎
455-1番地他

姉崎駅前土地区画整理事業に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

縄文中期住居跡1／円墳5基／中
世土坑1

縄文土器／古墳土師器・鉄鏃

平成12 332 片又木遺跡 第４次 87
集

不入斗地内 市道110号線（不入斗）埋蔵文化
財調査委託（本調査その②）

縄文早期炉穴1 ／弥生後期住居
跡3 ／古墳前期方形周溝墓10基
／溝状遺構2 ／奈良～平安掘立
柱建物跡1／奈良・平安土坑2基
／道路状遺構2条／平安溝状遺構
1／中世ピット群2ヶ所／掘立柱
建物跡5／台地整形遺構1地点／
中近世溝状遺構3

縄文土器／縄文石器／弥生土器／古墳土
師器・須恵器／奈良～平安土師器／須恵
器／瓦／カワラケ／陶磁器／硯／鉄製品
（釘）

平成12 333 十五沢遺跡群 Ｅ地点 97
集

十五沢字土橋
144・十五沢
字堂庭170他

ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第７号・農林）（確認調査）

平安井戸状遺構1基／小ピット群
1ヶ所／中世土坑3／平安～近世
溝状遺構31条

奈良～平安土師器・須恵器／中世陶磁器
／中近世陶磁器

平成12 334 西野遺跡群 Ｂ地点 97
集

糸久字
高島30・
西野宇
中村470他

ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第７号・農林）（確認調
査）

縄文土器集中地点1 ヶ所／奈良
～平安掘立柱建物跡4棟／井戸状
遺構2基／土坑3基／ピット状遺
構多数／井戸状遺構2／土坑3／
ピット状遺構多数／大型溝状遺
構2条／奈良～中世溝状遺構多数

縄文土器（阿玉台式土器）／奈良～平安
土師器・須恵器／布目瓦／陶器／中世木
製椀

平成12 335 白塚台遺跡 年報
H12

島野
960-1番地先

青柳海保線（青柳）建設工事に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

中世水田2ヶ／島畑1ヶ所／溝15
条（時期不明）

弥生土器／古墳土師器／中世陶器

平成12 336 十五沢遺跡群 Ｆ地点 97
集

十五沢字堂庭
158-1他

海上地区遺跡発掘調査事業（文
化庁）（確認調査）

なし 奈良～平安土師器・須恵器／中世陶器／
銭貨

平成12 337 西野遺跡群 Ｂ地点 97
集

糸久字高島
26-1他

ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第８号・農林）（本調査）

中世溝跡3条／中世土坑1／近世
溝2／土坑7基（時期不明）

中世土器／陶磁器／古銭銭／獣骨（中世）
／近世陶磁器

平成13 338 奈良大仏台遺跡 市内
H13

奈良字屋敷台
592他

市内遺跡発掘調査事業（確認調
査）

縄文早期土坑1 縄文土器　整理箱1箱

平成13 339 小鳥向遺跡 77
集

新堀字
馬場940他

介護老人福祉施設あじさい苑建
設に伴う埋蔵文化財調査（本調
査）

中世井戸6 ／方形竪穴遺構20 ／
土壙20 ／火葬遺構2 ／溝10 ／土
坑20 ／ピット48

奈良時代須恵器5点／中世土器／陶磁器
／銭／鉄器／木器／炉壁

平成13 340 畑木小谷遺跡 B地点 81
集

畑木字
向247-2の
一部他

（株）ツーカーセルラー東京基地
局建設工事に伴う埋蔵文化財調
査業務委託（本調査）

炉穴2／縄文早期土坑1／弥生後
期住居1／古墳溝1／中・近世土
坑1

縄文早期土器／弥生後期土器／古墳土師
器／古墳須恵器

平成13 341 南岩崎遺跡 市内
H13

寺谷字
的場15番他

市内遺跡発掘調査事業（確認調
査）

古墳前期住居1／後期円墳１ 古墳土師器／須恵器　整理箱2箱

平成13 342 八幡御墓堂遺跡 年報
H13

八幡803-1 八幡宿駅東口土地区画整理事業に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

中世溝12 ／土坑4 ／道路1 ／耕
作痕3面

縄文後期土器／後期埴輪片／中世カワラ
ケ／陶器／獣骨／獣歯

平成13 343 八幡陣屋跡 市内
H13

八幡字仲町
1277番1他

市内遺跡発掘調査事業（確認調
査）

地盤整地痕 常滑／近世陶器

平成13 344 郡本遺跡群 年報
H13

門前地内 （仮称）門前街区公園埋蔵文化財
調査委託（確認・本調査）

確認調査－縄文晩期土坑1 ／古
墳住居1 ／奈良～平安掘立柱建
物跡1／平安住居5
本調査－古墳前期住居1 ／平安
住居1／土坑1／道路状遺構

確認調査－縄文土器／古墳土師器、須恵
器／奈良～平安土師器・須恵器／瓦片／
鉄製品
本調査－古墳土師器・須恵器／平安土師
器／灰釉陶器／瓦片／鉄製品

平成13 345 片又木遺跡
（不入斗遺跡群）

87
集

不入斗地先 市道110号線（今津朝山・不入
斗）埋蔵文化財調査委託（本調
査）

古墳住居3／奈良～平安住居4／
掘立柱式建物跡2 ／平安建物跡
１／方形周溝1 ／中世小竪穴遺
構1／平安溝状遺構２／土坑4／
中世掘立柱建物跡1 ／台地整形
跡１／中世溝1／溝3（時期不明）

旧石器時代石刃／古墳時代～奈良・平安
時代土師器、須恵器／中世カワラケ／鉄
滓

平成13 346 市原条里制遺跡 八幡砂田
地区

年報
H13

八幡
266-1番地先
他

若宮都市下水路築造工事に伴う
埋蔵文化財調査（確認・本調査）

確認調査－平安溝状遺構1 ／水
田畦畔跡1
本調査－平安溝状遺構1

須恵器／土師器／人形／木鏃／板材／棒
状木製品／確認調査
須恵器／土師器／人形／木鏃／板材／棒
状木製品

平成13 347 南岩崎遺跡 １次・
２次

年報
H13

南岩崎地先 市道１３号線（南岩崎・西国吉）
埋蔵文化財調査委託（本調査）

縄文陥し穴1 ／弥生住居13 ／古
墳住居34 ／古墳竪穴状遺構5 ／
ピット群2 ヶ所／土坑22基／遺
物集中地点1／古代地下式坑1／
溝状遺構8／道路状遺構1

縄文土器・石器（石鏃）／弥生土器・石
器／古墳土師器・須恵器・鉄製品（鏃）・
銅製品（不明）・ガラス玉・石製模造品
（臼玉・有孔円板）・石器

平成13 348 西野遺跡群 B地点 97
集

西野地先他 ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（本
調査）（委託番号第5号・農林）
（本調査）

奈良掘立柱建物跡2／溝1／土坑2
／中世掘立柱建物跡3／中世溝15
／土坑9／近世溝8／近世土坑2／
ピット群2ヶ所（中世1・近世1）

奈良時代土師器・須恵器／中世土器・陶
磁器・古銭／近世陶磁器

平成13 349 柏原遺跡群 市内
H13

柏原字原
229番

市内遺跡発掘調査事業 (確認調
査）

土坑1基・溝1条（時期不明） 平安時代須恵器／中近世土器

平成13 350 西野遺跡群 Ｂ地点 97
集

西野地先 海上地区遺跡発掘調査事業 (文化
庁 )（本調査）

奈良掘立柱建物跡3棟 奈良～平安土師器・須恵器

平成13 351 八幡御墓堂遺跡 年報
H13

八幡817-1,
817-7他

八幡宿駅東口土地区画整理事業に
伴う埋蔵文化財調査〔確認調査）

中世溝状遺構2条 中世陶器片、カワラケ片、木片

平成13 352 姉崎妙経寺遺跡 年報
H13

姉崎
455-1番地他

姉崎駅前土地区画整理事業埋蔵
文化財調査委託（本調査）

縄文住居１／土坑1／古墳住居跡2
／円墳周溝5基／埴輪棺1基／古墳
土坑1／古墳溝状遺構1／近世土坑
／道路上遺構1／土坑1（時期不明）

縄文土器・石器／古墳土師器・埴輪・鉄
製品、石製模造品・石器／近世鉄製品
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平成13 353 西野遺跡 Ｄ地点 年報
H13

西野地先 市道5005号線（西野）埋蔵文化
財調査委託（本調査）

古墳後期土坑1／奈良～平安掘立
柱建物跡4／井戸状遺構2／土坑6
／溝状遺構1／中世掘立柱建物跡1

古墳土師器・須恵器／奈良～平安土師
器・須恵器・石製品

平成13 354 古甲遺跡 ６次 年報
H13

郡本地先 上総国府推定地確認調査委託 弥生住居7／奈良～平安住居跡2
／土坑3基（近世2・時期不明1）

弥生土器／奈良～平安土師器・須恵器／
中世かわらけ

平成13 355 八幡御墓堂遺跡 年報
H13

八幡
810-4ほか

八幡宿駅東口土地区画整理事業
に伴う埋蔵文化財調査〔確認調
査その3）

溝跡5条（中世3、時期不明2）／
土坑1基（時期不明1）

中世土器・陶磁器／近世陶磁器／石造物
（時期不明）

平成13 356 南岩崎遺跡 年報
H13

南岩崎地先 市道13号線 (南岩崎・西国吉）埋
蔵文化財調査委託（本調査その
2）

弥生住居3／環濠1／方形周溝墓
1 ／古墳住居跡16 ／古墳周溝3
／古墳溝状遺構1／古墳土坑5／
中世建物跡1／土坑群1ヶ所／井
戸1／溝１（時期不明）

弥生土器／弥生石器（石鏃）／古墳土師
器・須恵器・鉄製品（鏃、刀子）・切子
玉・有孔円板／中世陶磁器

平成13 357 姉崎山新遺跡 第 ３ 地
点

年報
H13

姉崎1451-5 八幡椎津線（姉崎）建設工事に
伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

古墳中期住居跡16軒／古墳3基
（周溝のみ）／古墳中期遺物集積
2地点／古墳中期溝状遺構27 ／
中世土坑4／中世溝状遺構6

縄文土器／古墳土師器・須恵器／／石製
模造品陶器

平成13 358 西野遺跡群 C地点 97
集

西野地先他 ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第13号・農林）（確認調査）

溝跡9条（中世1、近世8）／中世
土坑2

平安時代土師器／中世土器・陶磁器／近
世陶磁器・銭・馬の歯

平成13 359 西野遺跡群 Ｃ地点 97
集

権現堂地先 海上地区遺跡発掘調査事業（文
化庁）（確認調査）

奈良～平安溝状遺構２／近世溝
６

奈良～平安土師器・須恵器／中近世陶磁
器

平成13 360 椎津新林遺跡 市内
H14

椎津字新林
2210－1ほか

市内遺跡発掘調査事業 (確認調査 ) 縄文早期土坑9基／道跡1条（古
代～中世）

縄文早期土器／古墳～平安土師器／石器

平成13 361 細山遺跡 年報
H13

天羽田字
出崎台
1170-1の一部他

残土埋立用搬入路建設に伴う埋
蔵文化財調査業務委託（確認調
査）

炉穴5基／溝跡1条（時期不明） 旧石器時代剥片／縄文土器（早期後葉）

平成14 362 西野遺跡群 年報
H14

西野字中村
430-1

市道112号線（引田･西野）埋蔵
文化財調査委託 (本調査 )

奈良～平安掘立柱建物跡8棟／溝
状遺構4／中世掘立柱建物跡1／
近世溝状遺構4

奈良・平安土師器／須恵器

平成14 363 姉崎山新遺跡 第3地点
１次

年報
H14

姉崎
1451-5番地先

八幡椎津線 (姉崎 )建設工事に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

縄文土壙3／古墳中期住居跡6／中
期～後期円墳周溝2基／土坑31 ／
溝状遺構1／中世溝5／中世井戸2

縄文土器／古墳前～中期土師器／古墳後
期須恵器・石製模造品・円筒埴輪／中世
陶器・獣骨

平成14 364 稲荷台遺跡 市内
H14

藤井地先 市内遺跡発掘調査事業（本調査）平安道路跡1条／溝跡2条／竪穴
住居跡5軒／土坑1基／不整形ﾋﾟｯ
ﾄ群1群

平安土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶
器・布目瓦・鉄製品

平成14 365 八幡御墓堂遺跡 年報
H14

八幡818－1 八幡宿駅東口土地区画整理事業
に伴う埋蔵文化財調査（確認調
査その1）

溝跡3条（中世） 中世陶磁器、銭

平成14 366 八幡御墓堂遺跡 年報
H14

八幡
817-8ほか

八幡宿駅東口土地区画整理事業
に伴う埋蔵文化財調査（確認調
査）委託（その2）

溝跡3条（中世） 中世陶磁器、銭

平成14 367 西野遺跡群 Ｄ地点 97
集

権現堂地先 ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第3号・農林）（確認調査）

掘立柱建物跡20棟（奈良・平安
14・中世6）／竪穴住居跡1軒（奈
良・平安）／土坑10基（古墳後
期2・奈良・平安8）／井戸状遺
構4基（奈良・平安1・中世3）／
溝状遺構1条（奈良・平安）

縄文土器1点／古墳及び奈良～平安土師
器・須恵器／中世陶器

平成14 368 南岩崎遺跡 年報
H14

南岩崎地先 市道13号線（南岩崎・西国吉）
埋蔵文化財調査（本調査）

陥し穴6基・集石1基（縄文）／
方形周溝墓1基（弥生）／住居跡
5軒・掘立柱建物跡1棟・遺物集
中4地点（古墳中期）／円墳周構
1条（古墳後期）／掘立柱建物跡
2棟以上・井戸状遺構2基、溝状
遺構14条（中世）

縄文土器／縄文礫／古墳土師器・須恵器
／中世陶器

平成14 369 西野遺跡群 Ｄ地点 97
集

権現堂地先 海上地区遺跡発掘調査事業（文
化庁）（確認調査）

掘立柱跡28基（奈良・平安推定
15棟）／竪穴1軒（奈良）／土坑
7基（平安4基・中世3基）／ピッ
ト群5ヶ所129基（中世）／溝跡
5条（中世2・近世3）

奈良～平安土師器・須恵器／中世陶器

平成14 370 能満城跡遺跡 年報
H14

能満629番地 市道241号線（能満・山木）埋蔵
文化財調査（確認調査）

竪穴住居跡6軒（弥生後期1・古墳
前期1・後期4）／方形周溝墓2基
（弥生後期）／ピット群2ヶ所（平
安）／小竪穴遺構2基（中世）／土
坑6基（中世3・中近世3）／溝15条
（中・近世）／堀跡1条（中近世）

弥生土器／古墳土師器／平安土師器・須
恵器／中世カワラケ・風炉／中近世陶磁
器／時期不明石器・寛永銭

平成14 371 菊間遺跡群 袖ヶ台
地区

86
集

菊間字袖ヶ台
3165番1の一部

移動通信用無線基地局建設に伴
う埋蔵文化財（菊間遺跡群）調
査委託（本調査）

住居跡5軒・土壙墓1基（弥生後
期）／住居跡1軒・掘立柱建物跡
3棟・地下式土壙墓1基・有天井
土壙墓1基

縄文土器／弥生土器／古墳土師器・須恵
器／中世陶器

平成14 372 菊間遺跡群・東関山古
墳

年報
H15

菊間字北野
2099番2

個人住宅建設に伴う埋蔵文化財
（菊間遺跡群・東関山古墳）（本
調査）

竪穴住居跡1軒（古墳中期1）／
土坑5基（縄文後期2・弥生後期
1・古墳前期2）／溝状遺構2条
（古墳後期2）

銅釧4点／縄文土器／弥生土器／古墳時
代～奈良・平安時代土師器

平成15 373 姉崎山新遺跡 第4地点 市内
H15

姉崎字向畑
1714-5

市内遺跡発掘調査事業 (確認調査 ) 溝１ 縄文土器5点／土師器384点／須恵器20点
／カワラケ／中世陶器12点／寛永通宝1

平成15 374 史跡上総国分僧寺跡 市教
H15

惣社1-7-23 史跡上総国分僧寺跡環境整備事
業（確認・本調査）

奈良・平安住居2／土坑 縄文中期土器／奈良土師器／須恵器／平
安土師器／須恵器／軒瓦／中世陶器※『国
分寺庫裏建替えに伴う史跡上総国分寺跡
発掘調査報告』市原市教育委員会2004．3

平成15 375 市原条里制遺跡 八幡砂田
地区3次

年報
H15

八幡281-1他 若宮都市下水路築造工事に伴う
埋蔵文化財調査（本調査）

平安溝1／中世溝1 平安加工板材

平成15 376 潤井戸遺跡群 下宿地区 市内
H15

潤井戸字
下宿６８６－２ ,4

市内遺跡発掘調査事業 (確認調査 ) 土坑／溝 縄文早期土器68点／土師器63点／須恵器
1／埴輪片30 ／焙烙1
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平成15 377 姉崎山新遺跡 第3地点
２次

年報
H15

姉崎地先 八幡椎津線 (姉崎 )建設工事に伴
う埋蔵文化財調査（本調査）

円墳8 ／竪穴状遺構／土坑墓／
木棺墓／溝

古墳中期土師器／埴輪／勾玉／鉄鏃

平成15 378 潤井戸西山遺跡 Ｃ地点 90
集

草刈194-1他 コンビニエンスストア建設に伴う
埋蔵文化財調査（本調査）

V字状環濠１／住居5 弥生中期土器／古墳土師器／石製有孔円
板／遺物総数563点

平成15 379 西野遺跡群 Ｄ地点 97
集

権現堂地先 ほ場整備事業（県営担い手）海
上地区埋蔵文化財調査業務（委
託番号第3号・農林）（本調査）

古墳終末住居1 ／奈良・平安掘
立柱建物跡／溝／井戸／土坑

古墳および奈良・平安土師器／須恵器／
緑釉陶器／中世カワラケ／布状漆製品
（烏帽子片）

平成15 380 南岩崎遺跡 ４次 年報
H15

南岩崎地先 市道13号線（南岩崎・西国吉）
埋蔵文化財調査（確認調査）

弥生中期～古墳中期集落／後期
円墳／中世建物

平成15 381 西野遺跡群 Ｄ地点 97
集

権現堂地先 海上地区遺跡発掘調査事業（文
化庁）（確認調査）

奈良・平安掘立柱建物跡／土坑 奈良～平安土師器・須恵器

平成15 382 西野遺跡群 Ｄ地点 年報
H15

西野字中村
430-1

草刈・西広線埋蔵文化財調査委
託 (本調査 )

奈良・平安溝1 奈良～平安土師器

平成15 383 八幡御墓堂遺跡 年報
H15

八幡 八幡宿駅東口土地区画整理事業
に伴う埋蔵文化財調査〔確認調
査〕委託（その2）

中世溝／土坑

平成15 384 東関山古墳 市内
H15

菊間 市内遺跡発掘調査事業 (確認調査 ) 中世溝／近世溝 弥生土器／古墳土師器／古墳須恵器／中世土
器／陶器／石製有孔円板／遺物総数1117点

平成16 385 市原条里制遺跡 蛇崎八石
地区

91
集

菊間95－4他 無線基地局の建設に伴う埋蔵文
化財調査（本調査）

縄文貝層／縄文泥炭層 縄文土器／貝層サンプル

平成16 386 仲山遺跡 91
集

南岩崎
686－9

無線基地局の建設に伴う埋蔵文
化財調査（本調査）

溝2／窪み1 縄文土器片2 ／平安土師器3 ／須恵器大
甕片1

平成16 387 不入遺跡 市内
H16

久保793 市内遺跡発掘調査事業・墓地造成
に伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

陥し穴1 土師器甕片１

平成16 388 能満城跡遺跡 年報
H16

能満629番地
ほか

市道241号線（能満・山木）建設
に伴う埋蔵文化財調査（本調査）

弥生後期住居2 ／古墳前期住居
3／古墳後期住居6／中世方形区
画溝／中世掘立柱建物跡3棟以上

縄文早期土器／石鏃／弥生後期土器／古
墳土師器／中世陶器／カワラケ／青磁／
硯

平成16 389 潤井戸西山遺跡 Ｄ地点 市内
H16

草刈尾梨
194－1

市内遺跡発掘調査事業（確認調
査）

竪穴住居6／溝1／陥し穴1 弥生土器／古墳須恵器／古墳土師器

平成16 390 潤井戸西山遺跡 Ｄ地点 95
集

草刈尾梨
194－1

諏訪商店建設に伴う埋蔵文化財
調査（本調査）

古墳前期住居1／中期住居2／後
期住居3／溝1／陥し穴1／土坑2

弥生中期土器／古墳土師器／有孔円板／
奈良須恵器／勾玉

平成16 391 姉崎山新遺跡 市内
H16

姉崎字堂ノ内
1599－3

市内遺跡発掘調査事業・個人住
宅建設に伴う埋蔵文化財調査
（確認調査）

円墳1／土坑6／溝2 古墳中期土師器

平成16 392 江子田遺跡 送り神
地区

市内
H16

江古田字
送り神
307 ー 195

市内遺跡発掘調査事業・個人住
宅建設に伴う埋蔵文化財調査
（確認調査）

竪穴住居4／土坑1 古墳中期～後期土師器／須恵器／土玉／
土製管玉／弥生後期土器／石鏃

平成16 393 松崎中里遺跡 年報
H16

松崎
44－5番地先

市道2065号線（松崎）に伴う埋
蔵文化財調査（確認調査）

奈良・平安集落 土師器

平成16 394 郡本遺跡 市内
H16

郡本
４丁目40他

市内遺跡発掘調査事業・個人住
宅建設に伴う埋蔵文化財調査
（確認調査）

貝層1 布目瓦／土師器甕？／土師器杯／弥生土
器片／鉄滓

平成16 395 能満遺跡群 地楽寺
地区

年報
H17

能満字地楽寺
598-3

不特定遺跡発掘調査事業（本調
査）

古墳前期住居１ 古墳前期土師器　

平成16 396 山小川遺跡 年報
H17

山小川
694 ー 1他

市道6276号線（山小川）拡張工事
に伴う埋蔵文化財調査（確認調査）

なし 縄文土器13点／陶磁器１点／磨石1点／
礫5点／剥片1点

平成17 397 稲荷台遺跡 Ｋ地点 市内
H17

藤井3-88 市内遺跡発掘調査事業・個人住
宅建設に伴う埋蔵文化財調査
（確認調査）

古墳住居4 ／円墳？１／中世ピ
ット２

古墳土師器

平成17 398 草刈狐塚遺跡 年報
H17

草刈
754番地ほか

八幡草刈線整備に伴う埋蔵文化
財調査（確認調査）

古墳土師器／近世陶器／カワラケ／古銭

平成17 399 海士遺跡群 十二天
地区

市内
H17

海士有木字
十二天
1609－1

市内遺跡発掘調査事業・個人住
宅建設に伴う埋蔵文化財調査
（確認調査）

古墳～平安住居4／溝2／ピット
14 ／地山整形1

古墳～平安土師器／瓦

平成17 400 辰巳台遺跡群 辰巳原
地区

市内
H17

菊間
2916-12ほか

市内遺跡発掘調査事業・個人住
宅建設に伴う埋蔵文化財調査
（確認調査）

縄文早期土坑／炉穴／古墳住居4 縄文早期土器／石鏃／石皿／礫／貝ブロ
ック／古墳前期土師器

平成17 401 山田遺跡群 Ａ・ Ｂ・
Ｃ・ Ｈ・
Ｉ・Ｊ区

年報
H17

磯ヶ谷・
松崎地先

経営体育成基盤整備事業　三和
養老地区埋蔵文化財調査事業
（確認調査）

B区ー弥生溝？／ J区ー古墳住居
２

縄文土器／弥生土器／古墳土師器・須恵
器／奈良～平安土師器・須恵器・ロクロ
土師器 /須恵器硯／中近世陶器

平成17 402 山田遺跡群 Ｇ区一部 年報
H17

磯ヶ谷地先 三和養老地区遺跡発掘調査事業
（文化庁・市単分）（確認調査）

セ401に含む セ401に含む

平成17 403 二子塚古墳 市内
H17

姉崎字
二タ子
1769-1

市内遺跡発掘調査事業・個人住
宅建設に伴う埋蔵文化財調査
（確認調査）

古墳周溝（二子塚古墳）／溝１
（時期不明）

円筒埴輪片

平成17 404 姉崎棗塚遺跡 3次 市内
H17

姉崎棗塚
1882-3ほか

市内遺跡発掘調査事業・個人住
宅建設に伴う埋蔵文化財調査
（確認調査）

中近世土坑８／小穴1／溝１ 中近世陶器

※調査年度欄の「～」は年度をまたぐ調査。
※調査No.は、文化財センター調査遺跡の通し番号で「セ○○」と表示される。また、確認と本調査が同じ場合、異なる場合、契約によって異なる場合がある。
※遺跡名は、各年度年報記載遺跡名を基にした。
※報告欄記載の「年報」は各年度の年報、○集は市原市文化財センター調査報告書「第○集」、「市内」は教育委員会刊行の「市内遺跡発掘調査報告書」。
※事業名欄には、受託事業契約名と調査の内容を記載した。
※遺跡の概要・出土遺物欄には、主要な遺構・遺物を記載した。


